
このたびはOFISTAR H7000をお買い求めいただきまし
て、まことにありがとうございます。
●ご使用の前に、この「取扱説明書」をよくお読みのうえ、
内容を理解してからお使いください。

●お使いになったあとも、本装置のそばなどいつも手もと
に置いてお使いください。

ファクス編
取扱説明書
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この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会(VCCI)の基準に基づくクラスB情報技術装置です。この装置は、家庭環
境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近隣して使用されると、受信障害を引き
起こすことがあります。
取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。

国際エネルギースタープログラムの参加事業者として、本製品が国際エネルギースタープログラ
ムの対象製品に関する基準を満たしていると判断しています。

●本装置の仕様は国内向けとなっておりますので、海外ではご利用できません。
This equipment is designed for use in Japan only and cannot be used in any other country.

● 本装置の受話器置台コード差込口（TEL）は、電話網の仕様と完全には一致していないため、接続される通信機器に
よっては正常に動作しないことがあります。

●一般電話回線と本装置の間に、アダプタ（ナンバー・ディスプレイアダプタ、ターミナルアダプタなど）が接続された
場合、アダプタなどが一般電話回線の仕様と完全には一致していないため、本装置が正常に動作しないことがあります。

●本装置の故障、誤動作、不具合、あるいは停電等の外部要因によって、受信文書の全部または一部が消失したり、通信
などの機会を逸したために生じた損害等の純粋経済損失につきましては、当社は一切その責任を負いかねますので、あ
らかじめご了承ください。本装置に登録された情報内容は、別にメモをとるなどして保管くださるようお願いします。

●本装置の設置や配線工事および修理には、工事担任者資格を必要とします。無資格者の工事は、違法となりまた事故の
もととなりますので絶対におやめください。

●本装置は、お買い求めのときには国内の相手の方と通信することを前提とした設定になっています。海外との通信を主
に行われる方は、重要な通信を行う前に相手の方と正常に通信できるか確認してください。正常に通信できないときは、
本装置の設定を変更することにより、通信できるようになる場合もありますので、当社のサービス取扱所へご相談くだ
さい。

●設置する場所が交換センタから遠い場合、ご使用になれないことがありますので、設置や移動にあたっては当社のサー
ビス取扱所にご相談ください。

●操作ガイドを使用の際は、必ず取扱説明書をよく読み理解したうえでお使いください。
●本書の内容につきましては万全を期しておりますが、お気づきの点がございましたら、当社のサービス取扱所へお申し
つけください。



ii

はじめに

このたびはOFISTAR H7000をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。

本書には、本機を初めてご使用になるかたを対象として、ファクス機能の操作方法を記載しています。本機の性能

を十分に発揮させ、効果的にご利用いただくために、ご使用になる前に必ず本書をお読みください。

コピー機能の操作方法や、本機の日常管理方法、使用上の注意事項については、別冊の「本体管理/コピー編」を

ごらんください。

なお、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防ぎ、本機を安全にお使いいただくために、守っていた

だきたい事項を別冊の「本体管理/コピー編」の「安全にお使いいただくために」に示しています。内容をよく理

解してから本文をお読みください。

また、本書は読み終わったあとも大切に保管し、本機のファクス機能をご使用の際にご不明な点などございました

ときにもご利用ください。

本書の装置イラストは、オプションの増設記録紙カセットを装着した4段カセットの状態で記載しています。



通信状態を確認する�
通信/ジョブ状態確認(通信中止)ボタン
を使って、通信待ち文書や、通信中文
書、通信結果を確認することができま
す。�

参 照�参 照� ●「3-3 相手先を指定する」� 参 照�参 照� ●「4-2 通信状態を確認する」�

�
選択したジョブを[ストップ]ボタンで中止できます。�

確認終了�通信／ジョブ状態確認�

実行完了�実行待ち�

ストップ�

0011- ファクス送信　ABC会社　　　　　　　　 2/ 5

文書番号-ジョブ　　　相手/内容　　　　　　　ペ－ジ�
�

詳細表示�前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

実行中�

100%

　英 / 数字�ら / わ�ま / や�な / は�

さ / た�あ / か�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]�
　外線�

閉じる�

前ペ－ジ�

宛先検索�

短縮� ～�001
(001－500)�
表示番号変更�

宛先一覧 / 検索�

001�
A株式会社�

002�
B株式会社�

003�
C株式会社�

004�
D支店�

005�
E支店�

006�
F会社�

007�
G商店�

008�
研究所�

009�
山田様�

010�
田中様�

011�
営業所�

012�
佐藤様�

次ペ－ジ�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘｰ残量�

宛先表を使って相手
先を検索する�

機能アラカルト�

送信する原稿の読み取
り画質を調整する�
送信する原稿の解像度、濃度、原稿の
画質を指定して読み取ることができま
す。�

参 照�参 照� ●「3-1 送信の操作の流れ(送信画質／�
　　原稿の画質／送信濃度)」�

通信モードを指定する�

A G3

G4�
(G4通信ユニット�
  装着機)

国際通信�

参 照�参 照� ●「3-2 通信モードを選択する(通信モード)」�

iii



指定した範囲を送信
したり、拡大/縮小し
て送信する�

参 照�参 照� ●「7-4 範囲や倍率を指定して�
　　　　 送信する(読み取り指定)」�

A B
C D

A B
C D

A

複数の相手先に一度
の操作で送信する�

参 照�参 照� ●「7-1 複数の相手先に送信する�
　　　　 (同報送信)」�

A

A

A

A

参 照�参 照� ●「6-1 電話のかけかた」�

受話器を使わずに機械のスピー
カから、相手の電話の音を聞く�

ファクス�
　サービスです�

参 照�参 照� ●「7-2 中継局を介して同報送信する(中継同報)」�

中継局を介して送信する�
遠方の数カ所に同じ文書を送信するときなどに、長距
離の電話料金を節約することができます。�

A

A
A

A
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送信する文書に日時や、名前を
入れる�

参 照�参 照� ●「7-7 こちらの名前や番号をつけて送信する�
　　　　 (発信元記録)」�

B
A B

A

複数の原稿を合成して送信する�

参 照�参 照� ●「7-5 複数の原稿を1枚に合成して送信する�
　　　　(並列合成送信)」�

B
A A B

表紙をつけて送信�
する�

参 照�参 照� ●「7-6 表紙をつけて送信する�
　　　　 (送信シート)」�

A
A

99- 9-19；10:30AM；　ABC商事（株）　　　A株式会社　　　　　；0312345679　　＃ 1/ 3
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参 照�参 照� ●「7-10 両面原稿を送信する�
　　　　（両面原稿送り）」�

両面原稿をおもてう
らに分けて送信する�
�

異なるサイズの原稿を一度に�
読み取って送信する�

参 照�参 照� ●「7-9 異なるサイズの原稿を一度に送信する�
　　　　 (ミックスサイズ原稿送り)」�

A
A

CBAC
B

A CBA

指定した時刻に通信する�

参 照�参 照� ●「7-8 時刻を指定して通信する(時刻指定)」�

A
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参 照�参 照� ●「7-14 送信先で複数部コピーする�
　　　　　(送信先部数)」�

相手先で複数部排出
する�

AA

3枚�

A

A

参 照�参 照� ●「7-11 見開き原稿を左右に分割して送信する�
　　　　　(ページ連写)」�

見開き原稿を分割して送信�
する�

BA
B

A

参 照�参 照� ●「7-13 親展通信する�
　　　　　(親展通信/親展ボックス)」�

特定の人と機密文書
をやり取りする�
親展ボックスにパスワードを設定して、
文書の送受信を行うことができます。�

参 照�参 照� ●「7-15 相手先の原稿を取り出す�
　　　　　(ポーリング)」�

相手先の文書を取り
出す�

送信要求�

A

vii



参 照�参 照� ●「7-19 定型操作を登録して操作する�
　　　　　(ジョブメモリー)」�

登録した操作をワンタッチで
呼び出す�
操作をジョブメモリーボタンに登録すると、ワン�
タッチで呼び出すことができます。�

参 照�参 照� ●「10-2 レポート/リストを出力する」�

通信結果を確認する�
通信後に結果をレポートで確認するこ
とができます。�

未送信レポート�

原稿は、送信されませんでした。�
　　　　　　　この未送信レポートを送信者へお渡しください。�

原稿サイズ　A4縦�

モニターレポート�

原稿は、送信完了しました。�

原稿サイズ　A4縦�

参 照�参 照� ●「7-17 原稿通過スタンプをつける(原稿通過スタンプ)」�

読み取った原稿にスタンプを
押す　(済スタンプキット装着機)

全ての原稿を読み取ったかどうか確認することができ
ます。�

スタンプ�

参 照�参 照� ●「7-16 相手先からの操作で�
　　　　　原稿を送信する�
　　　　　(ポーリング予約)」�

相手先から取り出し
てもらう文書を予約
する�

A

A

送信要求�

viii
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本書の使いかた

マニュアル体系

本編には、ファクス機能を使用する場合についての説明をしております。
紙づまり、原稿づまり、日常の管理などについては別冊の「本体管理/コピー編」に説明してあります。本
編とあわせてご活用ください。なおPCプリンタユニットを装着している場合は、パーソナルコンピュータ
ーから本機を介して直接ファクスすることもできます。詳しくは「プリンタガイド」に説明しています。

本書の構成

本書は以下の構成になっています。

第1章 お使いいただく前に
ファクスをお使いいただくための注意事項や文字入力のしかたなど、操作前に理解して
いただきたいことがらが記載されています。
本機を初めてご利用されるかたは操作の前に必ずお読みください。

第2章 原稿のセット
本機で使用できる原稿と原稿に対する注意事項、原稿のセット方法について説明してい
ます。

第3章 基本的な送信
基本的な送信の操作の流れと操作方法について説明しています。通常の送信操作のほと
んどは、この章で説明している操作で対応できます。

第4章 通信の中止と通信状態の確認
通信状態(通信中、通信待ち、通信結果)の確認方法と通信の中止方法を説明しています。

第5章 受信のしかた
受信の流れと受信時の出力状況について説明しています。
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

第6章 電話のかけかた/とりかた
ハンドセット(受話器)を使った電話のかけかたととりかたについて説明しています。

第7章 便利な機能を使った通信
便利なファクス機能と、その操作方法を説明しています。
同報、中継同報、リモート中継同報、ポーリング、時刻指定通信、親展通信、ジョブメ
モリーなどについて説明しています。

第8章 データの登録
ファクス機能を使用するための各データの登録について説明しています。

第9章 仕様設定
ファクス機能の使いがってを向上させるための設定方法を説明しています。

第10章 レポート/リストについて
レポート/リストの設定や出力方法、それぞれの内容について説明しています。

第11章 トラブルと思ったら
状態表示コードが通信管理レポートなどに表示された場合や、送受信ができない場合な
どの対処方法を説明しています。

付録
主な仕様やFAX情報サービス、国際通信/ファクシミリ通信網の利用方法を説明しています。
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●オプションをご利用になるときは、当社のサービス取扱所またはお買い求めになった販売店へご相談ください。
補 足�補 足�

主なオプション

オプション名 ご利用になると

増設記録紙カセット

多重手差しキット

自動両面ユニット

サイドトレイキットA

サイドトレイキットB

サイドトレイキットC

サイドトレイキットD

オフセット出力キット

G4通信ユニット

増設G3ポート

増設G4ポート

済スタンプキット

デュアルアクセス拡張キット

増設メモリ（4MB）

ファクス用ハードディスク

PCプリンタユニット

LAN接続ユニット

プリンタ増設RAMモジュール

プリンタ用ハードディスク

プリンタ用キャッシュメモリ

メールボックス

ステープルフィニッシャー

用紙トレイ4となります。

はがきなど、用紙トレイでは使用できない用紙にコピーまたはプリントする
ことができます。
自動的に用紙の両面にコピーまたはプリントすることができます。
オフセット出力キットが同梱されています。
用紙のおもて面を上にして排出するこができます。
簡易サイドトレイとともにオフセット出力キットが同梱されています。
用紙のおもて面を上にして排出するこができます。
自動両面ユニットを装着している場合にご利用になれるサイドトレイです。
ファクス受信文書の出力、プリント出力をそれぞれ別のサイドトレイに排出
することができます。コピーは排出できません。
ファクス受信文書の出力、プリント出力をそれぞれ別のサイドトレイに排出
することができます。コピーは排出できません。
自動両面ユニットを装着している場合にご利用になれるサイドトレイです。

センタートレイに排出時、1部ごとにずらして排出することができます。

ISDN回線に接続してG4通信を1通信行うことができます。

G3回線を増設します。（標準のG3回線と合わせて3回線まで増設できます。）

G4通信を2通信同時に行うことができます。

ファクス送信時、自動両面原稿送り装置から読み込んだ原稿にスタンプを押
すことができます。

2つの作業を同時に行う場合の組み合わせが多くなります。

ファクスで使用する蓄積容量が増加します。
2枚まで増設することができます（標準の2MBと合わせて最大10MB）。
ファクスで使用する蓄積容量が増加します。
増設メモリ（4MB）を2枚装着する必要があります。
本機をプリンターとして利用することができます。
パーソナルコンピューターから直接ファクス送信することもできます。
本機をネットワークプリンター、およびネットワークスキャナーとして利用
することができます。
プリンターで使用するメモリー容量が増加します。16MBと32MBがあり
ます。
2枚まで増設することができます（標準の16MBと合わせて最大80MB）。
電子ソートプリントが可能となります。
プリンタ増設RAMモジュール（16MBまたは32MB）を最低1枚は装着す
る必要があります。

プリンターの処理効率が向上します。

指定したビンにプリントを出力して、複数のユーザーから出力されたプリン
トが混在するのを防ぐことができます。
ファクスの受信文書を回線ごとに指定したビンに出力することもできます。
コピーは排出できません。

コピーやプリントにホチキスとめして排出することができます。
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補 足�補 足�

参 照�参 照�

注 記�注 記�

ここで使うボタン�

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■ 蓄積文書あり� ■  割り込み�

クリア�

リセット�

ストップ�

スタート�

設定確認�

機能切り替え�

節電中/解除�
061

066

ジョブメモリー�

062

067

063

068

064

069

065

070

M06

M02M01 M03 M04 M05

M07 M08 M09 M10

M11 M12 M13 M14 M15

M16 M17 M18 M19 M20

ファクス�
コピー�

メニュー�

機能切り替えボタン�

仕様設定�

登録/変更�

メ－タ－確認�

ジョブメモリ－�

レポ－ト/�
リストの出力�

ファクス�
受信モ－ド�

コピ－� ファクス�

本書の表記

便
利
な
機
能
を
使
っ
た
通

7

読み取り指定�

読み取り倍率�

閉じる�取り消し�

(50～400 )

自動検知�

B5

自動%A5

A4

B4 A4

A3

%103

読み取りサイズ�

を選択して設定します。

●読み取り倍率の は最大蓄積サイズが原
稿サイズよりも小さい場合、収まるサイズま
で縮小して読み取る機能です。

●倍率を指定する場合は、自動回転送信されま
せん。

自動％�

を選択します。閉じる�

読み取り指定�

読み取り倍率�

閉じる�取り消し�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

( 5 0～400 )

自動検知�

B5

自動%A5

A4

B4 A4

A3

%103

100%

読み取りサイズ�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�55

参 照�参 照�

●「3-3 相手先を指定
する」を参照してくだ
さい。

相手先を指定し、 を押し
ます。

原稿が読み取られ、送信が開始されます。

スタート�
3

6

9

C

■

クリア�

ストップ�

スタート�

06

ジョブメ

66

参 照�参 照�

●最大蓄積サイズについ
ては、「8-2 短縮ダイ
ヤルに登録する」の
「最大蓄積サイズを設
定する」を参照してく
ださい。

本書では以下の表記が使用されます。

「ここで使うボタン」では、その節の操作で必要なボタンおよびキーの位置が示されています。

操作や機能の補足を表すマークです。

参照先のタイトルを表すマークです。

操作に関する注意です。

安全にご利用いただくための注意事項です。

タッチパネルディス
プレイ上の項目やボ
タンを表します。

操作前のタッチパネ
ルディスプレイ表示
を示します。

操作パネルのテンキー
やスタートボタンな
どを表します。

操作パネル上で選択
する項目を示します。

タッチパネルディス
プレイ上で選択する
項目を示します。
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2 1-1 使用する前に登録する項目
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1-1 使用する前に登録する項目

本機をご使用いただく前に、登録していただく項目があります。
登録を行わずにご使用になると、正常に機能しない場合があります。
登録してから、使用してください。

登録項目 登録内容 参照

日付/時刻 日付と時刻を合わせます。 「8-9 日付/時刻を設定する」

回線関係

ファクスを接続している回線のファクス番号

やダイヤル種別/回線種別などを登録します。

「8-6 G3 IDと 回線を設定する」

G4通信ユニットを装着している場合

「8-7 G4 IDを設定する」

「8-8 ISDN IDを設定する」

自局名

通信したときに相手のディスプレイや通信レ

ポートに相手局名として表示される名称を自

局名として登録します。

カタカナ、英数字、記号で登録できます。

「8-4 自局名を登録する」

発信元名

送信した相手のプリントの先端に印字される

こちらの名称（会社名など）を発信元名とし

て登録します。

漢字、ひらがな、カタカナ、英数字、記号で

登録できます。

「8-5 発信元名を登録する」

短縮

ダイヤル

よく送信する相手先を短縮ダイヤルに登録す

ると便利です。短縮ダイヤルには、相手先名、

ファクス番号のほかに、通信モードや送信画

質などの機能や、同報送信、中継同報の設定

も行うことができます。

「8-2 短縮ダイヤルに登録する」
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本機のファクス機能をご利用いただくために、以下の点に注意してください。
また、設置/移動時の注意や本体についての注意は、「本体管理/コピー編」を参照してく
ださい。

1-2 使用上の注意

●蓄積文書ありランプが点滅している場合は、
代行蓄積文書があります。ディスプレイの指
示に従って、出力してください。蓄積文書あ
りランプが点灯している場合には、蓄積文書
リストを出力し、内容を確認します。

参 照�参 照�

●「10-2 レポート/リ
ストを出力する」

電源を切るときは、操作パネル上の蓄積文書ありランプが消灯していることを確認してく
ださい。蓄積文書ありランプ点灯中に電源スイッチを切ると、メモリー内の蓄積文書など
が消えてしまう場合があります。

電源を切るときの注意

1

4

7

2

5

8

3

6

9

■ 通信中� ■ 蓄積文書あり�
■  割り込み�

クリア�

蓄積文書ありランプ�

電源を入れる際は、電源を切ってから5秒以上間隔をあけたのち電源を入れてください。
5秒以上間隔をあけずに電源を入れると、ハードディスクやメモリーの故障の原因となる
ことがあります。

電源を入れるときの注意

●操作パネルの蓄積文書ありランプが点灯して
いるときに電源を切り、3時間以上放置すると、
メモリーに蓄積されている文書が削除されま
す。削除された文書は復旧できません。
また、電源を切ってから3時間以内で復旧でき
るのは、それ以前に158時間以上充電してい
た場合に限ります。

●短縮番号などの登録情報は、電源を切っても、
その前に72時間以上本機の電源を入れて充電
していれば、200時間までは復旧することが
できます。

●時刻指定機能が設定されている場合に電源を
切ると、時刻指定の設定は取り消され、電源
を入れたときに通信が開始されます。

注 記�注 記�
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自動受信状態で待機中に電話がかかってきた場合は、会話をすることはできません。通話
にお使いになる電話回線に本機を取り付けるときには、ファクス切り替え時間を適当な値
に設定してください。

自動受信状態のときの注意

参 照�参 照�

●「9-1 仕様設定につ
いて」

接続する電話回線について

コードレス電話機の親機に隣接してファクスを設置すると、ファクスの画像が乱れたり、
通信が中断したりすることがあります。
コードレス電話の親機から5m以上離して設置してください。

お客様のご使用されている社内ネットワーク等において、デジタル専用線を多重化してい
る場合、ファクシミリ通信に以下の制約が生ずる可能性があります。

(1) 本機独自の通信手順を用いた機能が動作しない(送信先部数指定、中継同報、親展通信)。
(2) 伝送速度が制限される。
(3) Super G3による通信ができない。

また、ごくまれに工場出荷時の設定では、通信エラーが発生する場合があります。
これらの制約は、多重化装置が音声使用を前提に回線の使用帯域をぎりぎりまで制限して
いるためです。なお、ネットワークを構成する装置によってもこれらの制約は異なります。
詳しくは、当社のサービス取扱所またはお買い求めになった販売店にお問い合わせくださ
い。
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1-3 電話回線接続部について

一般回線用差込口(LINE 1)
一般回線(内線も可)を接続します。通常はここに電話回線を接続します。

(自局情報の設定画面では外線1と表示されます。)

受話器置台コード差込口

(TEL)

受話器置台コード、または外付け電話機のコードを接続します。ISDN TELに差込口

がある場合（G4通信ユニットまたは増設G3ポートを装着している場合）は、受話器

置台コードはISDN TELに接続し、ここには接続しないでください。

外付け電話機を接続する場合は、「付録F 外付け電話機を接続する」を参照してくださ

い。

一般回線用差込口(LINE 3)* 一般回線(内線も可)を接続します。(自局情報の設定画面では外線3と表示されます。)

ISDN回線差込口

(ISDN LINE)*
ISDN回線を接続します。

一般回線用差込口(LINE 2)* 一般回線(内線も可)を接続します。(自局情報の設定画面では外線2と表示されます。)

受話器置台コード差込口

(ISDN TEL)*
受話器置台コードを接続します。

以下は本機背面にある電話回線接続部です。�

1　一般回線用差込口（LINE 1）�

2　受話器置台コード差込口（TEL）�

3　一般回線用差込口（LINE 3）*

4　ISDN回線差込口（ISDN LINE）*

5　一般回線用差込口（LINE 2）*

6　受話器置台コード差込口�
　（ISDN TEL）*

*はオプションです。

● オプションの増設G3ポートを装着している場合、EXT.LINE2、およびEXT.LINE3の差込口には、何も接続しないでくだ
さい。注 記�注 記�
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サブダイヤル/�
キーボード�

高画質�

標準�

送信画質�

文字�

原稿の画質� 送信濃度�

超高画質�

短縮（グループ）�

ポーズ（ー）�
宛先表�

宛先を指定してください。�
[ 宛先番号 ]�
　外線�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

100%ｺﾋﾟｰﾒﾓﾘ-残量�100%

文字/写真�

写真(中間調)

メニュー画面� ファクス画面�コピー画面�

仕様設定�

登録/変更�

メ－タ－確認�

ジョブメモリ－�

レポ－ト/�
リストの出力�

ファクス�
受信モ－ド�

コピ－� ファクス�

自動�

100％�

用紙トレイ�

倍率選択�

自動％�

100％�

縮小/拡大� コピ－濃度�

トレイ選択�

　　うすく�

自動�

自動�

　　こく�

コピ－できます。� ｾｯﾄ�

基本コピ－� お好みコピ－� コピ－機能一覧�

1

ﾄﾚｲ1�
　　　　B4

B5
A4
A3
B4

1-4
タッチパネルディスプレイの画面表
示のしかた

タッチパネルディスプレイでは、ディスプレイ上のボタンに直接指で触れることによって、
各種機能を選択することができます。

ここで使うボタン�

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■ 蓄積文書あり� ■  割り込み�

クリア�

リセット�

ストップ�

スタート�

設定確認�

機能切り替え�

節電中/解除�
061

066

ジョブメモリー�

062

067

063

068

064

069

065

070

M06

M02M01 M03 M04 M05

M07 M08 M09 M10

M11 M12 M13 M14 M15

M16 M17 M18 M19 M20

ファクス�
コピー�

メニュー�

機能切り替えボタン�

タッチパネルディスプレイ�

サブダイヤル/�
キーボード�

高画質�

標準�

送信画質�

文字�

原稿の画質� 送信濃度�

超高画質�

短縮（グループ）�

ポーズ（ー）�
宛先表�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量100%

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

文字/写真�

写真(中間調)

メニュー画面では、画面上にあるボ
タンを選択して、それぞれの設定画
面を表示することができます。

ファクス画面では、ファクスの各種
機能を選択することができます。

●コピー機能については、
「本体管理/コピー編」を参
照してください。

参 照�参 照�

●ファクス画面には、基本フ
ァクス、お好みファクス、
ファクス機能一覧の3つの
画面があります。｢基本フ
ァクス/お好みファクス/フ
ァクス機能一覧画面を表示
する」を参照してください。

参 照�参 照�

を押すごとに、メニュー画面、コピー画面、ファクス画面と切り替わります。機能切り替え�

メニュー画面/コピー画面/ファクス画面を表示する

●工場出荷時の設定では、電源を入れるとメニュー画面が最初に表示されます。
●タッチパネルディスプレイの初期画面の変更は、「本体管理/コピー編」を参照してください。

コピー画面では、コピーの各種機能
を選択することができます。コピー
画面には基本コピー、お好みコピー、
コピー機能一覧の3つの画面があり
ます。
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ファクス画面には、基本ファクス、お好みファクス、ファクス機能一覧の3つの画面があります。
工場出荷時は、ファクス画面を表示すると基本ファクス画面が一番上に表示されるように
設定されています。

基本ファクス/お好みファクス/ファクス機能一覧画面を表示する

●基本ファクス画面
を選択すると、右図のような画面が表

示されます。

基本ファクス�

サブダイヤル/�
キーボード�

高画質�

標準�

送信画質�

文字/写真�

写真(中間調)

文字�

原稿の画質� 送信濃度�

超高画質�

短縮（グループ）�

ポーズ（ー）�
宛先表�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�100%

●お好みファクス画面
を選択すると、右図のような画面が表

示されます。
お好みファクス画面は、よく使う機能を任意に
6つ選んで表示させることができます。

お好みファクス�

サブダイヤル/�
キーボード�

ポーズ（ー）�

100%

基本ファクス� ファクス機能一覧�

標準� 文字�

お好みファクス�

原稿の画質�送信画質�

G3自動� なし� なし�

送信濃度�

送信シ－ト�通信モ－ド� モニタ－�
レポ－ト�

宛先を指定してください�
[  宛先番号  ]

短縮（グループ）�

宛先表�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

●ファクス機能一覧画面
を選択すると、右図のような画面が

表示されます。

ファクス機能一覧�

100%

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

原稿の画質�送信画質� 送信濃度�

読み取り指定�通信モ－ド� 並列合成送信�

発信元記録�送信シ－ト� 時刻指定�

両面原稿送り�

ペ－ジ連写� 優先送信� オンフック/�
手動送受信�

次のペ－ジがあります. . .

モニタ－�
レポ－ト�

前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

宛先を指定してください�
[  宛先番号  ]

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

ミックスサイズ�
原稿送り�

を選択すると、ファクス機能一覧画面の次
の画面が表示されます。

を選択すると、前の画面に戻ります。前�
ページ�

次�
ページ�

宛先を指定してください�
[  宛先番号  ]

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘｰ残量�100%

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

親展ボックス�親展通信� 送信先部数�

ポ－リング予約�
(相手用蓄積)

原稿通過�
スタンプ�

ポ－リング�
(相手から取出)

前のペ－ジがあります. . . 前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

参 照�参 照�

●画面の変更のしかたに
ついては、「9-1 仕様
設定について」を参照
してください。

●ファクス画面の表示の変更は、「9-1 仕様設定について」を参照してください。
●各画面に表示されている機能については、「第3章　基本的な送信」、「第7章　便利な機能を使
った通信」を参照してください。

参 照�参 照�
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タッチパネルディスプレイに表示される名称とそのはたらきを説明します。
ここでは、ファクス画面の基本ファクス画面を例に説明しています。

ポップアップマーク�

機能ボタン�

メモリー残量表示�メッセージエリア�

フォルダー　�
　インデックス�

サブダイヤル/�
キーボード�

高画質�

標準�

送信画質�

文字�

原稿の画質� 送信濃度�

超高画質�

ポーズ（ー）�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

100%

文字/写真�

写真(中間調)

短縮（グループ）�

宛先表�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

1-5
タッチパネルディスプレイ
各部の名称とはたらき

補 足�補 足�

●点線で表示されている
ボタンを選択すること
はできません。

名　　称 機　　　　　能

メッセージエリア 機械の状態や操作ガイドなどのメッセージが表示されます。

メモリー残量表示 ファクスで使用するメモリーの残量が%で表示されます。

機能ボタン
機能の設定や指示をするときに選択します。

黒く反転表示されているボタンが選択されています。

ポップアップマーク

ポップアップ画面があることを示します。

このマークのついている機能ボタンを選択すると、ポップアップ画面が表

示されます。

フォルダーインデックス
基本ファクス、お好みファクス、ファクス機能一覧の各画面に切り替える

ときに選択します。選択した画面が一番上に表示されます。
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1-6 文字の入力のしかた

ここでは、文字の入力のしかたについて説明します。
本機で入力できる文字には、数字、英字、記号、カタカナ、ひらがな、漢字があります。
ただし、項目により入力できる文字には制限があります。
英数字/記号の入力方法とひらがな/カタカナ/漢字の入力方法の2つに分けて説明します。
文字の入力には、タッチパネルディスプレイに表示されるキーボードを使います。

ファクス番号などを入力するときの英数字/記号などの文字の入力方法について説明します。
英数字、記号を入力するときには、以下のようなキーボードを使います。

●英/数キーボード

●記号キーボード

英数字/記号を入力する

補 足�補 足�

●テンキーからも入力す
ることができます。

サブダイヤル[ 1]�
登録/変更� 決定�取り消し�

ト－ン切り替え�
（：）�ポ－ズ（－）�

英/数�記号�

シフト�

＊�)(

@

’�

‘� ‾�}｜�{

?

&

＿�

＞�

／�

%

^

＝�

．�

＄�

]

＜�

－�

#

¥

；�

，�

’’�

[

：�

＋�

!

空白�

後退�

サブダイヤル[ 1]�
登録/変更� 決定�取り消し�

ト－ン切り替え�
（：）�ポ－ズ（－）�

英/数�記号�

シフト�

t

j

0

s

i

9

r

h

8

q

g

7

z

p

f

6

y

o

e

5

x

n

d

4

w

m

c

3

v

l

b

2

u

k

a

1

空白�

後退�
1文字ずつ訂正したい
ときに選択します。�

文字の入力を終了する
ときに選択します。�

1文字分のスペースを
入力するときに選択し
ます。�

シフトで大文字/小文字入力を
切り替えます。�

入力を途中でやめると
きに選択します。�

上の英/数キーボード
を表示させたいときに
選択します。�

下の記号キーボードを
表示させたいときに選
択します。�
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補 足�補 足�

●短縮番号の宛先名、索
引文字（ひらがなのみ）、
発信元名、自局名(カタ
カナのみ)、コメント登
録時にカタカナキー
ボード画面およびひら
がなキーボード画面が
表示されます。

ひらがな/カタカナ/漢字が入力できる項目では、以下のようなキーボードが表示されます。
キーは、50音順に並べられています。
漢字は、ひらがなから漢字変換して入力します。次項に入力する手順を説明します。

●カタカナキーボード

●ひらがなキーボード ● を選択したとき単漢字変換�

ひらがな/カタカナ/漢字を入力する

2.発信元名� 決定�取り消し�

ひらがな�カタカナ�英/数�記号� 単漢字変換�

シフト�オ�

エ�

ウ�

イ�

ア�

コ�

ケ�

ク�

キ�

カ�

ソ�

セ�

ス�

シ�

サ�

ト�

テ�

ツ�

チ�

タ�

ノ�

ネ�

ヌ�

ニ�

ナ�

ホ�

ヘ�

フ�

ヒ�

ハ�

メ�

モ�

ム�

ミ�

マ�

々�

－�

ヨ�

ユ�

ヤ�

ロ�

レ�

ル�

リ�

ラ�

゜�

゛�

ン�

ヲ�

ワ�

無変換�

空白�

後退�

文字の入力を終了する
ときに選択します。�

1文字ずつ訂正したい
ときに選択します。�

1文字分のスペースを
入力するときに選択し
ます。�

入力を途中でやめると
きに選択します。�

下のひらがなキーボー
ドを表示させたいとき
に選択します。�

シフトでいくつかの小文字
を使用することができます�

2.発信元名� 決定�取り消し�

次候補�

変換取消し�お�

え�

う�

い�

あ�

こ�

け�

く�

き�

か�

そ�

せ�

す�

し�

さ�

と�

て�

つ�

ち�

た�

の�

ね�

ぬ�

に�

な�

ほ�

へ�

ふ�

ひ�

は�

め�

む�

み�

ま�

々�

－�

よ�

ゆ�

や�

ろ�

れ�

る�

り�

ら�

゜�

席�背�施�妹�所�谷�士�畝�瀬�世�

゛�

ん�

を�

わ�

無変換�

空白�

後退�

せ�

も�

2.発信元名� 決定�取り消し�

ひらがな�カタカナ�英/数�記号� 単漢字変換�

シフト�お�

え�

う�

い�

あ�

こ�

け�

く�

き�

か�

そ�

せ�

す�

し�

さ�

と�

て�

つ�

ち�

た�

の�

ね�

ぬ�

に�

な�

ほ�

へ�

ふ�

ひ�

は�

め�

む�

み�

ま�

々�

－�

よ�

ゆ�

や�

ろ�

れ�

る�

り�

ら�

゜�

゛�

ん�

を�

わ�

無変換�

空白�

後退�

も�

漢字変換するときに選択します。�
漢字は1文字ずつ変換します。　　　を選択すると
右のキーボードのように下段に漢字が表示されます。�

上のカタカナキーボ
ードを表示させたい
ときに選択します。�

シフトでいくつか
の小文字を使用す
ることができます。�

漢字変換せずに
ひらがなのまま
入力するときに
選択します。�

漢字変換の次候補
を表示させるとき
に選択します。�

単漢字変換�

漢字変換せずにその
まま入力するときに
選択します。�

1文字ずつ訂正したい
ときに選択します。�

1文字分のスペースを入力
するときに選択します。�

参 照�参 照�

●入力できる漢字につい
ては、「表示できる漢字
一覧」を参照してくだ
さい。
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漢字を入力する手順について説明します。

漢字を入力する

を選択します。

ひらがなのキーボードが表示されます。

ひらがな�

2.発信元名� 決定�取り消し�

ひらがな�カタカナ�英/数�記号� 単漢字変換�

シフト�お�

え�

う�

い�

あ�

こ�

け�

く�

き�

か�

そ�

せ�

す�

し�

さ�

と�

て�

つ�

ち�

た�

の�

ね�

ぬ�

に�

な�

ほ�

へ�

ふ�

ひ�

は�

め�

む�

み�

ま�

々�

－�

よ�

ゆ�

や�

ろ�

れ�

る�

り�

ら�

゜�

゛�

ん�

を�

わ�

無変換�

空白�

後退�

も�

操作手順�操作手順�

11

2.発信元名� 決定�取り消し�

次候補�

変換取消し�お�

え�

う�

い�

あ�

こ�

け�

く�

き�

か�

そ�

せ�

す�

し�

さ�

と�

て�

つ�

ち�

た�

の�

ね�

ぬ�

に�

な�

ほ�

へ�

ふ�

ひ�

は�

め�

む�

み�

ま�

々�

－�

よ�

ゆ�

や�

ろ�

れ�

る�

り�

ら�

゜�

席�背�施�妹�所�谷�士�畝�瀬�世�

゛�

ん�

を�

わ�

無変換�

空白�

後退�

せ�

も�

2.発信元名� 決定�取り消し�

ひらがな�カタカナ�英/数�記号� 単漢字変換�

シフト�お�

え�

う�

い�

あ�

こ�

け�

く�

き�

か�

そ�

せ�

す�

し�

さ�

と�

て�

つ�

ち�

た�

の�

ね�

ぬ�

に�

な�

ほ�

へ�

ふ�

ひ�

は�

め�

む�

み�

ま�

々�

－�

よ�

ゆ�

や�

ろ�

れ�

る�

り�

ら�

゜�

゛�

ん�

を�

わ�

無変換�

空白�

後退�

せ�

も�

変換したい漢字を選択します。

ひらがなのキーボードで、変換し
たい漢字の1文字分の読みを入力
し、 を選択します。単漢字変換�

22

33
●変換したい文字がない場合には、 を選
択します。

●何も漢字が表示されない場合には、他の読み
を入力し、手順1から行ってください。

次候補�

参 照�参 照�

●入力できる漢字につい
ては、「表示できる漢字
一覧」を参照してくだ
さい。
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14 2-1 原稿について

2

原
稿
の
セ
ッ
ト

2-1 原稿について

原稿は、自動両面原稿送り装置または原稿ガラスにセットします。

次のような原稿は、原稿ガラスにセットしてください。自動両面原稿送り装置にセットす
ると、原稿づまりや原稿破損の原因になります。
●厚みのある原稿(パンフレット、小冊子)
●破れ、しわ、のり貼り、穴あき、折れ、カールが激しい原稿
●クリップ、ホチキスがついている原稿
●裏カーボンのついた原稿
●透過度の高い原稿(OHPフィルム、トレーシングペーパーなど)
●鉛筆の粉が落ちやすい用紙(トレーシングペーパーなど)に鉛筆書きをした原稿
●感熱紙

自動両面原稿送り装置または原稿ガラスにセットできる原稿については、次に説明します。

自動両面原稿送り装置に原稿をセットするとき

●原稿搬送中は原稿を押さえないでください。原稿づまりの原因になります。
●排出された原稿を原稿排出口にためたり(A3: 35枚、B4: 50枚、A4以下: 50枚まで)、
原稿排出口に物を置かないでください。原稿づまりの原因になります。

●OHPフィルム、トレーシングペーパーの原稿サイズを自動検知することはできません。
●自動両面原稿送り装置にセットできる原稿は以下のとおりです。
・サイズ

・メートル坪量 片面原稿 : 35～110g/m2、両面原稿 : 50～110g/m2

・枚数　 A3：35枚、B4：50枚、A4以下：50枚　(64g/m2)
●自動両面原稿送り装置を使用する場合に機械が自動的に原稿サイズを検知できるのは
A5 、B5 、B5、A4 、A4、B4、A3の定形サイズの原稿です。
A/B系列以外の原稿を自動両面原稿送り装置にセットすると、読み取らない部分が発生
することがありますので、定形サイズの原稿をセットしてください。

3600mm�
(両面原稿の場合は420mm)

297mm

148mm

100mm

：原稿送り方向�

最大サイズ� 最小サイズ�

補 足�補 足�

●メートル坪量とは、
1m2の用紙1枚の質量
をいいます。

補 足�補 足�

●600mm以上の原稿を
送信するときは、仕様
設 定 の 長 尺 原 稿 を
3600mmに設定して
ください。設定方法に
ついては、「9-1 仕様
設定について」を参照
してください。
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●原稿ガラスにセットできる原稿の最大サイズは以下のとおりです。

●機械が自動的に原稿サイズを検知できるのはA5 、A5、B5 、B5、A4 、A4、
B4、A3の定形サイズの原稿です。
透過度の高い原稿はサイズを自動検知できない場合がありますので、サイズの指定をし
てください。

420mm

297mm

補 足�補 足�

●セットできる原稿の最
小サイズの制限はあり
ません。

●原稿カバーを開けたまま原稿を読み取るとき、ランプ光を見つめないでく
ださい。目の疲れや痛みの原因となるおそれがあります。

●厚手の原稿を読み取るとき、原稿を強く押さえないでください。原稿ガラ
スが割れてケガをすることがあります。

注意

原稿ガラスに原稿をセットするとき
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原
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2-2 原稿をセットする

原稿セットについて説明します。原稿セットの方法には、以下の2つがあります。
●原稿を自動両面原稿送り装置にセットする
●原稿を原稿ガラスにセットする

原稿を自動両面原稿送り装置にセットする

自動両面原稿送り装置は、複数枚の原稿を読み取り部に1枚ずつ送り込み、排出する装置
です。一度にまとめてセットできるので、原稿を手で入れ替える手間が省けます。

●原稿によっては、自動両面原稿送り装置を使用できないものもあります。詳しくは、「2-1 原
稿について」を参照してください。

送信する面(両面の場合は先に読み
取る面)を上に向け、奥側のガイド
に沿って原稿をセットします。

原稿検知ランプが点灯します。

●原稿の先端をきれいにそろえてセットしてく
ださい。

おもて面�

操作手順�操作手順�

11

原稿ガイド(可動)を原稿の端に軽
く当てます。

22

補 足�補 足�

●一度にセットできる原
稿枚数は、A3：35枚、
B4：50枚、A4以
下：50枚(64g/m2の
場合)です。それ以上
セットすると原稿づま
りの原因となります。

補 足�補 足�

●原稿ガイド(可動)が原
稿サイズに合っていな
いと、原稿が正常に引
き込まれないことがあ
ります。

注 記�注 記�
●一番上にセットしている原稿のサイズ幅で、次の原稿も読み取られるため、異なるサイズの原
稿を一度にセットする場合は、 を必ず選択してください。詳細は「7-9 異なるサイ
ズの原稿を一度に送信する(ミックスサイズ原稿送り)」を参照してください。

ミックスサイズ�
原稿送り�

原稿検知ランプ
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原稿カバーを開けて原稿を直接原稿ガラスに1枚セットし、原稿カバーを閉じます。

原稿を原稿ガラスにセットする

原稿カバーを開けます。

センサー�

操作手順�操作手順�

11

うら面�

原稿カバーを閉じます。

送信する面を下に向け、原稿ガラ
ス左奥の角に合わせて原稿をセッ
トします。

22

33

注 記�注 記�
●原稿カバーは棒状のセンサーが離れる位置ま
で開けてください。センサーが一度離れない
と、原稿サイズを正しく検知できないことが
あります。

補 足�補 足�

●トレーシングペーパー
など透過度の高い原稿
では、原稿カバー裏面
の汚れが読み取られる
ことがあります。この
場合は、原稿の上に同
じ大きさの白紙をのせ
てください。

厚手の原稿を読み取るとき、原稿を強く
押さえないでください。原稿ガラスが割
れてケガをすることがあります。

注意
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次の原稿があるときは、原稿を読み取り中にタッチパネルディスプレイに表示され
る を選択し、機械に次の原稿があることを認識させます。次の原稿あり�

次の原稿があるとき

原稿を読み取り中に、 を選
択します。

次の原稿あり�

閉じる�
(操作完了)ファクス�

次の原稿なし� 次の原稿あり�

蓄積しています。�

90%

�
�
�
 文書番号   0004

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘｰ残量�

A4  
読み取りサイズ�

13
ペ－ジ�

操作手順�操作手順�

11

3

6

9

C

■

クリア�

ストップ�

スタート�

06

ジョブメ

を押します。

さらに次の原稿があるときには、原稿の
セットと を押す操作を繰り返し
ます。

スタート�

スタート�

次の原稿をセットします。22

33

補 足�補 足�

●自動両面原稿送り装置
を使っているときは、
機械は最初にセットし
た原稿をすべて読み取
ってから、次の原稿の
セットを待ちます。
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次の原稿なし� 次の原稿あり�

閉じる�
(操作完了)ファクス�

A4  

設定変更�

続けて原稿を読み込みます。�
原稿をセットして[スタ－ト]ボタンを押してください。�
�
読み取りサイズ�

20
ペ－ジ�

45%

�
�
�
 文書番号   0004

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘｰ残量�すべての原稿を読み取ったら、
を選択します。次の原稿なし�

44
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補 足�補 足�

●工場出荷時の送信画質
は に設定され
ています。

●選択した解像度で原稿
を読み取っても、相手
機に受信能力がない場
合、解像度を自動的に
相手機の能力に合わせ
て送信します。

●解像度が高いほど電送
時間がかかりますの
で、必要に応じた画質
を選択してください。

標準�
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3

3-1
送信の操作の流れ
（送信画質/原稿の画質/送信濃度）

本機は、読み取った原稿をメモリーに蓄積して送信します（手動送信を除く）。
ここでは、基本的な送信の操作の流れを説明します。
また基本的な機能の設定も説明します。

●送信画質
原稿を読み取るときの解像度(送信画質)を選択します。

●標準
普通の原稿を送信するときに選択します。
(G3:8画素/mm×3.85本/mm、G4 (オプション):200dpi×100dpi)

●高画質
小さな文字や細かい図がある原稿を送信するときに選択します。
(G3:8画素/mm×7.7本/mm、G4 (オプション):200dpi×200dpi)

●超高画質
精密な図などがある特に細かい原稿を送信するときに選択します。
(G3:16画素/mm×15.4本/mm、G4 (オプション):400dpi×400dpi)

●原稿の画質
写真または写真が混在する原稿を送信するとき、原稿の画質を選択すると原稿に応じた
画質で送信することができます。
文字の原稿、写真が入っている原稿など、原稿の内容により、原稿の画質を選択します。

●文字
文字の原稿を送信するときに選択します。

●文字/写真
文字や写真が混在した原稿を送信するときに選択します。

●写真(中間調)
写真の原稿を送信するときに選択します。

●送信濃度
送信濃度を選択します。
送信濃度は薄く～濃くまで5段階あります。

補 足�補 足�

●工場出荷時の原稿の画
質は、 に設定
されています。

●写真の入った原稿を使
用する場合は、できる
だけ等倍で読み取るこ
とをおすすめします。
読み取り指定機能など
で、縮小して読み取っ
た場合などは、写真画
像部分に縞模様などが
でる場合があります。

文字�

補 足�補 足�

●工場出荷時の送信濃度
は に設定され
ています。

ふつう�

●メモリー（標準：2MB）に蓄積できる原稿の枚数は、A4判700字程度で101枚（標準画質で
読み取った場合）です。画質、原稿の種類によって蓄積できる枚数は異なります。メモリーは
送信/受信兼用です。
なお、オプションの増設メモリ(4MB)を2枚装着することにより、メモリーは最大10MBにな
ります。この場合、蓄積できる原稿の枚数は590枚です。

●本機は原稿読み取り終了時や通信の終了時に音が鳴るように設定されています。設定を変更す
る場合は、「9-1 仕様設定について」を参照してください。

●原稿が読み取られタッチパネルディスプレイに「予約されました」と表示される前に、瞬時停
電などがあった場合は、設定内容は取り消されます。もう一度最初から設定し直してください。

●ハンドセット(受話器)またはオンフックを使って相手先を確認して送信する手動送信については
「3-6 手動送信のしかた」を参照してください。
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3

ファクス画面を表示させる�

各種機能を設定する（必要に応じて設定します）�

原稿をセットする�

相手先を指定する�

参 照�参 照� ●「第2章　原稿のセット」�

●「3-3　相手先を指定する」�

原稿が読み取られ送信が開始されます�

参 照�参 照�
●通信モードの選択については、「第3章　基本的な送信」参照。�
●その他の機能については、「第7章　便利な機能を使った通信」参照。�

参 照�参 照�

　　　　を押す�スタート�

100%ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

サブダイヤル/�
キーボード�

標準� 文字�

短縮（グループ）�

ポーズ（ー）�
宛先表�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

G3自動� なし� なし�

通信モード�

送信画質�

送信シート�

原稿の画質� 送信濃度�

モニター�
レポート�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�100%

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

原稿の画質�送信画質� 送信濃度�

読み取り指定�通信モ－ド� 並列合成送信�

発信元記録�送信シ－ト� 時刻指定�

両面原稿送り�ミックスサイズ�
原稿送り�

ペ－ジ連写� 優先送信� オンフック/�
手動送信�

次のペ－ジがあります. . .

モニタ－�
レポ－ト�

前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

宛先を指定してください�
[  宛先番号  ]

4

7

5

8

0

設定確認�

機能切り替え�

ファクス�
コピー�

メニュー�

　　　　を押す�機能切り替え�

送信画質/原稿の種類/�
送信濃度を設定する�

100%ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

サブダイヤル/�
キーボード�

高画質�

標準�

送信画質�

文字�

原稿の画質� 送信濃度�

超高画質�

短縮（グループ）�

ポーズ（ー）�
宛先表�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

文字/写真�

写真(中間調)

注 記�注 記�

●原稿が読みとられ「予
約されました」と表示
されるまえに、瞬時停
電などがあった場合、
その設定は、クリアさ
れます。もう一度最初
から設定しなおしてく
ださい。

●送信操作の流れ

参 照�参 照�
●ハンドセット(受話器)またはオンフックを使って相手先を確認して送信する手動送信については
「3-6 手動送信のしかた」を参照してください。

●本機は、原稿読み取りや通信の終了時に音が鳴るように設定されています。設定を変更する場
合は、「9-1 仕様設定について」を参照してください。
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3

3-2 通信モードを選択する（通信モード）

ファクス機能一覧画面を表示します。 100%

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

原稿の画質�送信画質� 送信濃度�

読み取り指定�通信モ－ド� 並列合成送信�

発信元記録�送信シ－ト� 時刻指定�

両面原稿送り�ミックスサイズ�
原稿送り�

ペ－ジ連写� 優先送信� オンフック/�
手動送受信�

次のペ－ジがあります. . .

モニタ－�
レポ－ト�

前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

宛先を指定してください�
[  宛先番号  ]

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

操作手順�操作手順�

11

通信モードを選択します。
オプションのG4通信ユニットを装着して
いない場合は、 は表示されませ
ん。

G4自動�

閉じる�通信モ－ド�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

100%

国際通信�

G3自動�

G4自動�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�33

を選択します。通信モード�22

通信モードを選択します。
G3およびG4はITU-Tで定められたファクス通信の規格です。
●G3自動
G3で通信するときに選択します。通常はこの通信モードを選択します。
相手機の受信能力に応じてG3ECMモードからG3モードに自動的に切り替わります。

●国際通信
国際通信のように、雑音が多い、声が小さいなど、電話回線の状態が良くない地域の場
合に選択します。
日本国内において電話回線の状態がよくない地域に送る場合にも選択します。

●G4自動
G4で通信するときに選択します(相手側にG4通信の能力がない場合は、自動的にG3に
切り替えて送信します)。G4は、A4サイズ1枚を約1秒*で送信できます。

補 足�補 足�

●工場出荷時の
は に設定され
ています。

G3自動�

通信モード�

●G4自動はオプションのG4通信ユニットが必要です。
* A4判700字程度の原稿を使用した場合
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3

テンキーで相手先のファクス番号を入力します。

テンキーで指定する

3-3 相手先を指定する

相手先の指定方法には、以下の5つの方法があります。
●テンキーで指定する
●短縮番号で指定する
●ワンタッチボタンで指定する
●宛先表を用いて指定する
●サブダイヤルを用いて指定する

以上の方法を使って複数の相手先を指定することもできます。
それぞれを組み合わせて指定することもできます。

参 照�参 照�

●一度に指定できる相手
先の最大数は「7-1 複
数の相手先に送信する
（同報送信）」を参照し
てください。

ここで使うボタン�

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■ 蓄積文書あり� ■  割り込み�

クリア�

リセット�

ストップ�

スタート�

設定確認�

機能切り替え�

節電中/解除�
061

066

ジョブメモリー�

062

067

063

068

064

069

065

070

M06

M02M01 M03 M04 M05

M07 M08 M09 M10

M11 M12 M13 M14 M15

M16 M17 M18 M19 M20

ファクス�
コピー�

メニュー�

テンキー�

サブダイヤル/�
キーボード�

高画質�

標準�

送信画質�

文字�

原稿の画質� 送信濃度�

超高画質�

短縮（グループ）�

ポーズ（ー）�
宛先表�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

文字/写真�

写真(中間調)

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量100%

相手先のファクス番号をテンキー
で入力します。

画面に入力されたファクス番号が表示さ
れます。

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

■ 通信中� ■■ 蓄積文書あり�
■  割り込み�

クリア�

操作手順�操作手順�

11
補 足�補 足�

●入力した数字を1文字ず
つ訂正するには、

を押します。クリア�C
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3

テンキーで複数の相手先を指定する

ここで使うボタン�

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■ 蓄積文書あり� ■  割り込み�

クリア�

リセット�

ストップ�

スタート�

設定確認�

機能切り替え�

節電中/解除�
061

066

ジョブメモリー�

062

067

063

068

064

069

065

070

M06

M02M01 M03 M04 M05

M07 M08 M09 M10

M11 M12 M13 M14 M15

M16 M17 M18 M19 M20

ファクス�
コピー�

メニュー�

テンキー�

スタートボタン�

サブダイヤル/�
キーボード�

高画質�

標準�

送信画質�

文字�

原稿の画質� 送信濃度�

超高画質�

ポーズ（ー）�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

文字/写真�

写真(中間調)

短縮（グループ）�

宛先表�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量100%

テンキーで指定します。
複数の相手先を指定する場合も、ファクス番号の入力方法は、1か所に送信するときの操
作と同様です。
50か所まで相手先を指定することができます。

補 足�補 足�

●ファクス機能一覧画面
には、 が表示
されません。基本ファ
クス画面またはお好み
ファクス画面で指定し
てください。

次宛先�

相手先のファクス番号をテンキー
で指定し、 を押します。

この操作を繰り返し、相手先のファクス
番号を入力します。

次宛先�

サブダイヤル/�
キーボード�

高画質�

標準�

送信画質�

文字/写真�

写真(中間調)

文字�

原稿の画質� 送信濃度�

超高画質�

ポーズ（ー）�

設定数[  1 ] D01�
[ 宛先番号 ] 123

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

100%

宛先表�

次宛先�

短縮（グループ）�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

操作手順�操作手順�

11



ダイヤル

回線から

PB信号を

送出する

基
本
的
な
送
信

宛先指定時に、タッチパネルディスプレイから特殊記号を入力することにより、次のよう
な機能を利用することができます。

特殊記号を入力するとき

機　　能 ボタン 働　　き 入力方法

ポーズを

入れる

―

または
ポーズ（ー）�

「0」発信など、内線から外線への切り替え

に時間を要する場合などに設定します(1

ポーズ=3秒)。

繰り返し使用して、6秒、9秒…のポーズ

を設定することもできます。

基本ファクス画面の を選択しま

す。「0」などの外線発信番号の後に入力し

ます。

(例) 0-123…

0- -123…

ポーズ（ー）�

外線のダ

イヤルト

ーンを検

出する

(ダイヤル

トーン検

出記号)

＝� 内線から外線への切り替え時に外線のダイ

ヤルトーン(発信音)を検出します。

3秒以上のポーズが必要な場合に、ポーズ記

号よりも確実に待機させることができます。

1. 基本ファクス画面の を選択し

ます。

2. を選択し、キーボードを表示

します。

3. を選択します。

(例) 0=123…

＝�

サブダイヤル/�
キーボード�

サブダイヤル/�
キーボード�

第二ダイ

ヤルトー

ンを検出

する

(第2ダイ

ヤルトー

ン検出

記号)

＝�＝� 「プップップッ…」という音の第2ダイヤル

トーンを検出します。
1. 基本ファクス画面の を選択し

ます。

2. を選択し、キーボードを表示

します。

3. を2回選択します。

(例) 001==123…

＝�

サブダイヤル/�
キーボード�

サブダイヤル/�
キーボード�

サブアド

レスを指

定する

＿� ISDN/G4通信をするときに、サブアドレス

を指定するときに設定します。
1. 基本ファクス画面の を選択し

ます。

2. を選択し、キーボードを表示

します。

3. を選択します。

(例) 031234567_123

＿�

サブダイヤル/�
キーボード�

サブダイヤル/�
キーボード�

3-3 相手先を指定する 27

3

：� ダイヤル回線からFAX情報サービスを利用

するときなど、PB信号を送出したいとき

に使います。

1. 基本ファクス画面の を選択し

ます。

2. を選択し、キーボードを表示

します。

3. を選択します。

(例) 0312340001:#12…

または

1. オンフックまたはオフフック画面で

を押します。トーン（：）�

：�

サブダイヤル/�
キーボード�

サブダイヤル/�
キーボード�
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3

短縮番号で指定する

ここで使うボタン�

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■ 蓄積文書あり� ■  割り込み�

クリア�

リセット�

ストップ�

スタート�

設定確認�

機能切り替え�

節電中/解除�
061

066

ジョブメモリー�

062

067

063

068

064

069

065

070

M06

M02M01 M03 M04 M05

M07 M08 M09 M10

M11 M12 M13 M14 M15

M16 M17 M18 M19 M20

ファクス�
コピー�

メニュー�

テンキー�

サブダイヤル/�
キーボード�

高画質�

標準�

送信画質�

文字�

原稿の画質� 送信濃度�

超高画質�

ポーズ（ー）�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

文字/写真�

写真(中間調)

短縮（グループ）�

宛先表�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量100%

参 照�参 照�

●短縮番号の登録方法に
ついては、「8-2 短縮
ダイヤルに登録する」
を参照してください。

●1 、 1 、 1 などは、指定することはできません。

短縮番号で指定します。
短縮番号は、事前に登録しておきます。

短縮番号を使う場合、ワイルドカード( または )を使って複数の相手先を指定する
こともできます。
●短縮番号の上2ケタで指定する
たとえば、10 と指定すると、100から109まで10宛先が指定されます。

●全短縮番号を指定する
と指定すると、すべての短縮番号が指定できます。

�
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3

を選択します。短縮(グループ)

サブダイヤル/�
キーボード�

高画質�

標準�

送信画質�

文字/写真�

写真(中間調)

文字�

原稿の画質� 送信濃度�

超高画質�

ポーズ（ー）�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

100%

短縮（グループ）�

宛先表�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

操作手順�操作手順�

11

3けたの短縮番号を入力します。

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

■ 通信中� ■■ 蓄積文書あり�
■  割り込み�

クリア�

22
●複数の相手先を指定するときは、手順1～2の
操作を繰り返します。
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3

ワンタッチボタンで指定します。
ワンタッチボタンは、短縮番号001～070に登録されている番号と対応しています。た
とえば、短縮番号001に登録されている場合には、 を押します。

001

ワンタッチボタンで指定する

ワンタッチボタンを押します。

001

006

02

007

003

008

004

009

005

011 012 013 014 015

010

016

021

017

022

018

023

019

024

020

026 027 028 029 030

025

節電中/解除�

操作手順�操作手順�

11

ここで使うボタン�

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■ 蓄積文書あり� ■  割り込み�

クリア�

リセット�

ストップ�

スタート�

設定確認�

機能切り替え�

節電中/解除�
001

006

002

007

003

008

004

009

005

011 012 013 014 015

010

016

021

017

022

018

023

019

024

020

026 027 028 029 030

025

ファクス�
コピー�

メニュー�

サブダイヤル/�
キーボード�

高画質�

標準�

送信画質�

文字�

原稿の画質� 送信濃度�

超高画質�

ポーズ（ー）�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

文字/写真�

写真(中間調)

ワンタッチ�
ボタン�

短縮（グループ）�

宛先表�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量100%

●ワンタッチボタンは、短縮番号001～070ま
でに対応しています。

●複数の相手先を指定するときは、連続してワ
ンタッチボタンを押します。

●短縮番号031以降を使用する場合は、パネル
をめくって使用します。

参 照�参 照�

●短縮番号の登録方法に
ついては、「8-2 短縮
ダイヤルに登録する」
を参照してください。
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3

検索するインデックスを選択し、
指定するファクス番号の欄を選択
します。

次の宛先表の使いかたを参考に選択して
ください。
選択した番号が表示されます。

100%

　英 / 数字�ら / わ�ま / や�な / は�

さ / た�あ / か�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

閉じる�

前ペ－ジ�

宛先検索�

短縮� ～�001
(001－500)�
表示番号変更�

宛先一覧 / 検索�

次ペ－ジ�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

001�
A株式会社�

002�
B株式会社�

003�
C株式会社�

003�
C株式会社�

005�
E支店�

006�
F会社�

007�
G商店�

008�
研究所�

009�
山田様�

010�
田中様�

011�
営業所�

012�
佐藤様�

22

ここで使うボタン�

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■ 蓄積文書あり� ■  割り込み�

クリア�

リセット�

ストップ�

スタート�

設定確認�

機能切り替え�

節電中/解除�
061

066

ジョブメモリー�

062

067

063

068

064

069

065

070

M06

M02M01 M03 M04 M05

M07 M08 M09 M10

M11 M12 M13 M14 M15

M16 M17 M18 M19 M20

ファクス�
コピー�

メニュー�

サブダイヤル/�
キーボード�

高画質�

標準�

送信画質�

文字�

原稿の画質� 送信濃度�

高画質�

ポーズ（ー）�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

文字/写真�

写真(中間調)

短縮（グループ）�

宛先表�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量100%

●複数の相手先を指定するときは、連続して指
定します。

宛先表を用いて、相手先のファクス番号を検索して指定します。

宛先表を用いて指定する

基本ファクス画面またはお好みファ
クス画面で を選択します。宛先表�

サブダイヤル/�
キーボード�

高画質�

標準�

送信画質�

文字/写真�

写真(中間調)

文字�

原稿の画質� 送信濃度�

超高画質�

ポーズ（ー）�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

100%

短縮（グループ）�

宛先表�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

操作手順�操作手順�

11

参 照�参 照�

●宛先表にファクス番号
を登録するには、短縮
番号に登録します。「8-
2 短縮ダイヤルに登
録する」を参照してく
ださい。
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3

100%

　英 / 数字�ら / わ�ま / や�な / は�

さ / た�あ / か�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

閉じる�

前ペ－ジ�

宛先検索�

短縮� ～�001
(001－500)�
表示番号変更�

宛先一覧 / 検索�

次ペ－ジ�

001�
A株式会社�

002�
B株式会社�

003�
C株式会社�

003�
C株式会社�

005�
E支店�

006�
F会社�

007�
G商店�

008�
研究所�

009�
山田様�

010�
田中様�

011�
営業所�

012�
佐藤様�

宛先名の文字をキーワードとして検索しま
す。文字を入力し、　　　　を選択します。�

番号で検索したいときに
選択し、上の欄に数値を
入力します。�

次のページや前のページ
を表示させたいときに選
択します。�

短縮登録時に登録した索引文字を指定して検
索します。�

検索実行�

検索文字�

100%

検索実行�取り消し�

�
検索文字を入力してください。その文字が入っている宛先�
を検索します。�

ひらがな�カタカナ�英/数�記号� 単漢字変換�

シフト�お�

え�

う�

い�

あ�

こ�

け�

く�

き�

か�

そ�

せ�

す�

し�

さ�

と�

て�

つ�

ち�

た�

の�

ね�

ぬ�

に�

な�

ほ�

へ�

ふ�

ひ�

は�

も�

め�

む�

み�

ま�

々�

－�

よ�

ゆ�

や�

ろ�

れ�

る�

り�

ら�

゜�

゛�

ん�

を�

わ�

無変換�

空白�

後退�

100%

　英 / 数字�ら / わ�ま / や�な / は�

あ / か�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ] 

閉じる�

た�右の索引文字を選択してください。� さ�

ち� し�

つ� す�

て� せ�

と� そ�

宛先一覧 / 検索� さ / た�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

宛先表を選択すると、左下の画面が表示されます。
短縮番号、宛先名、検索用の文字で相手先のファクス番号を検索することができます。
表示される短縮番号の開始番号は、 で設定することができます。仕様設定�

宛先表の使い方

参 照�参 照�

●登録については、「8-2
短縮ダイヤルに登録す
る」の「索引文字を登
録する」を参照してく
ださい。宛先表開始番
号の変更は、「9-1 仕
様設定について」を参
照してください。
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3

グループ番号で指定します。
グループ番号は、事前に登録しておきます。1つのグループ番号に20宛先までの短縮番号
を登録することができます。

グループ番号で指定する

を選択し、テンキーの
と2けたのグループ番号を入力し
ます。

複数のグループを指定する場合はこの操
作を繰り返します。

#短縮(グループ)

サブダイヤル/�
キーボード�

高画質�

標準�

送信画質�

文字/写真�

写真(中間調)

文字�

原稿の画質� 送信濃度�

超高画質�

ポーズ（ー）�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

100%

短縮（グループ）�

宛先表�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

操作手順�操作手順�

11

ここで使うボタン�

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■ 蓄積文書あり� ■  割り込み�

クリア�

リセット�

ストップ�

スタート�

設定確認�

機能切り替え�

節電中/解除�
061

066

ジョブメモリー�

062

067

063

068

064

069

065

070

M06

M02M01 M03 M04 M05

M07 M08 M09 M10

M11 M12 M13 M14 M15

M16 M17 M18 M19 M20

ファクス�
コピー�

メニュー�

テンキー�

サブダイヤル/�
キーボード�

高画質�

標準�

送信画質�

文字�

原稿の画質� 送信濃度�

超高画質�

ポーズ（ー）�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

文字/写真�

写真(中間調)

短縮（グループ）�

宛先表�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量100%

補 足�補 足�

●#01～#10まで指定
できます。

参 照�参 照�

●グループの登録方法に
ついては、「8-3 グ
ループを登録する」を
参照してください。
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3

サブダイヤルを使い、番号を指定
します。 ポーズ（ー）� 次宛先�

100%

サブダイヤル/�
キ－ボ－ド�

ト－ン切り替え�
（：）� 閉じる�

[1]　001

[3]　0041

[5]　123-765-

[7]　未登録�

[9]　未登録�

[2]　0088

[4]　06

[6]　0888-

[8]　未登録�

[10]　未登録�

サブダイヤル(ユ－ザ－登録ダイヤル)

宛先を指定してください�
[  宛先番号  ]

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�22

ここで使うボタン�

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■ 蓄積文書あり� ■  割り込み�

クリア�

リセット�

ストップ�

スタート�

設定確認�

機能切り替え�

節電中/解除�
061

066

ジョブメモリー�

062

067

063

068

064

069

065

070

M06

M02M01 M03 M04 M05

M07 M08 M09 M10

M11 M12 M13 M14 M15

M16 M17 M18 M19 M20

ファクス�
コピー�

メニュー�

テンキー�

スタートボタン�

サブダイヤル/�
キーボード�

高画質�

標準�

送信画質�

文字�

原稿の画質� 送信濃度�

超高画質�

ポーズ（ー）�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

文字/写真�

写真(中間調)

短縮（グループ）�

宛先表�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量100%

補 足�補 足�

●サブダイヤルは補助的
に使います。残りの番
号をテンキーなどで、
入力してください。

●未登録のサブダイヤル
は使用できません。登
録方法や、変更方法は、
「8-1 サブダイヤル
を登録する｣を参照し
てください。

サブダイヤルを用いて指定します。
サブダイヤルは、よく使う番号を登録しておき、番号を入力するときに、補助的に使います。
例えば、サブダイヤル〔1〕に「001」を登録しておいて -1234567と指定する
と、0011234567とダイヤルします。

[1]→001

サブダイヤルを用いて指定する

を選択します。サブダイヤル/�
キーボード�

サブダイヤル/�
キーボード�

高画質�

標準�

送信画質�

文字/写真�

写真(中間調)

文字�

原稿の画質� 送信濃度�

超高画質�

ポーズ（ー）�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

100%

短縮（グループ）�

宛先表�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

操作手順�操作手順�

11

参 照�参 照�

●サブダイヤルを登録す
る方法については、
「8-1 サブダイヤル
を登録する」を参照し
てください。

●サブダイヤルは複数組み合わせて使用するこ
とができます。
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3

3-4 原稿の途中から異なった原稿を読み取る

を押し、 を選択し
ます。

次の原稿あり�スタート�

A4  
読み取りサイズ�

1
ペ－ジ�

閉じる�
(操作完了)ファクス�

�
�
�
 文書番号   0004

次の原稿なし� 次の原稿あり�

蓄積しています。�

90%ﾌｧｸｽﾒﾓﾘｰ残量�

操作手順�操作手順�

11

最初の原稿の読み取りが終わった
ら、設定の変更をする次の原稿を
セットして を選択します。設定変更�

次の原稿なし� 次の原稿あり�

ファクス�

A4  

設定変更�

続けて原稿を読み込みます。�
原稿をセットして[スタ－ト]ボタンを押してください。�
�
読み取りサイズ�

13
ペ－ジ�

45%

�
�
�
 文書番号   0004

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘｰ残量�

閉じる�
(操作完了)

22

設定を変更します。

変更できる項目は、 、 、
、 です。読み取り指定�送信濃度�

原稿の画質�送信画質�
閉じる�

(操作完了)ファクス�
閉じる�設定変更�

高画質�

標準�

送信画質�

文字/写真�

写真(中間調)

文字�

原稿の画質�

自動検知�
自動％�

超高画質�

送信濃度�

読み取り指定�

33

を選択します。

を押し、読み取りを開始します。スタート�

閉じる�44

を押すと、原稿の読み取りを開始します。
ここでは、 を押した後に設定を変更する方法について説明します。スタート�

スタート�

●濃度、画質、読み取り指定の設定の変更は、原稿のセットのしかたにより以下のように異なり
ます。
・原稿を原稿ガラスにセット …… ページごとに設定の変更を行うことができます。
・原稿を自動両面原稿送り装置にセット …… セットした原稿の読み取り終了後に設定の変更

を行うことができます。
●手動送信時は、設定を変更することはできません。

補 足�補 足�
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3

すべての原稿を読み取ったら、
を選択します。次の原稿なし�

次の原稿なし� 次の原稿あり�

ファクス�

A4  

設定変更�

続けて原稿を読み込みます。�
原稿をセットして[スタ－ト]ボタンを押してください。�
�
読み取りサイズ�

20
ペ－ジ�

45%

�
�
�
 文書番号   0004

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘｰ残量�

閉じる�
(操作完了)

55
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3

3-5 設定を確認する

選択した機能を確認する場合には、設定確認画面を表示させて確認します。

ここで使うボタン�

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■ 蓄積文書あり� ■  割り込み�

クリア�

リセット�

ストップ�

スタート�

設定確認�

機能切り替え�

節電中/解除�
061

066

ジョブメモリー�

062

067

063

068

064

069

065

070

M06

M02M01 M03 M04 M05

M07 M08 M09 M10

M11 M12 M13 M14 M15

M16 M17 M18 M19 M20

ファクス�
コピー�

メニュー�

設定確認ボタン�

サブダイヤル/�
キーボード�

高画質�

標準�

送信画質�

文字�

原稿の画質� 送信濃度�

超高画質�

ポーズ（ー）�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

文字/写真�

写真(中間調)

短縮（グループ）�

宛先表�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量100%

ファクス画面を表示した状態で
を押します。設定確認�

●機能を1ページに表示しきれない場合は、画面
右下の や を選択して確認します。次�

ページ�
前�
ページ�

1

4

7

2

5

8

0

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■ 蓄積文

設定確認�

機能切り替え�

ファクス�
コピー�

メニュー�

操作手順�操作手順�

11

を選択するか、 を
押し、ファクス画面に戻ります。

設定確認�閉じる�

閉じる�設定確認�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

100%

前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

原稿の画質�

モニタ－�
レポ－ト�

原稿通過�
スタンプ�

文字/写真�

送信画質�

高画質�

押す�あり�

送信濃度�

送信シ－ト�

あり�

通信モ－ド�

国際通信�

発信元記録�

付ける�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�22
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3
原稿をセットします。

操作手順�操作手順�

11

を押して、ファクス画面
を表示させます。

機能切り替え�
1

4

7

2

5

8

0

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■

設定確認�

機能切り替え�

ファクス�
コピー�

メニュー�

22

必要に応じて、各種機能を設定し
ます。

100%

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

原稿の画質�送信画質� 送信濃度�

読み取り指定�通信モ－ド� 並列合成送信�

発信元記録�送信シ－ト� 時刻指定�

両面原稿送り�

ペ－ジ連写� 優先送信� オンフック/�
手動送受信�

次のペ－ジがあります. . .

モニタ－�
レポ－ト�

前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

宛先を指定してください�
[  宛先番号  ]

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

ミックスサイズ�
原稿送り�

�

33

ここでは、手動送信のしかたについて説明します。
手動送信とは、ハンドセット(受話器)をあげるかまたはオンフックの状態で、相手先の応
答を確認して送信する方法です。

3-6 手動送信のしかた

参 照�参 照�

●「2-2 原稿をセット
する」を参照してくだ
さい。

補 足�補 足�

●手動送信では、メモリ
ー送信は機能しませ
ん。したがって、メモ
リーを使用する機能
(同報、リダイヤル、
再送など)は使用でき
ません。

受話器をあげるか、 の
を選択します。オンフック/�

手動送受信�

ファクス機能一覧�

補 足�補 足�

● を使用する場
合は、ラインモニタ
ー音量を［3］にする
ことをお勧めします。
音量調節については
「9-1 仕様設定につ
いて」を参照してく
ださい。

オンフック/�
手動送受信�

44
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3

閉じる�
(操作完了)オフフック�

[宛先番号]

手動送信/受信�
切り替え�

手動送信�

サブダイヤル� キ－ボ－ド�
（記号）�

キ－ボ－ド�
 ( A～Z )

短縮�

相手機の「ピー」という音を確認し、
を押します。

原稿が読み取られ、送信が開始されます。

通信中ランプの点灯を確認し、受話器(ハン
ドセット)を上げている場合は置きます。

スタート�

を押して、 に切り替
え、相手先のファクス番号を指定し
ます。

手動送信�手動送信/受信�
切り替え�

補 足�補 足�

●短縮ダイヤル、ワンタ
ッチボタンでも指定で
きます。宛先表は使用
できません。

参 照�参 照�

●相手先の指定方法は
「3-3 相手先を指定
する」を参照してくだ
さい。

55

66
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3

●リダイヤルについて　
相手が話中などで送信できないときは、自動的に再ダイヤルされます。この機能をリダ
イヤルといい、送信できるまで最大9回までリダイヤルされます。工場出荷時は5回ま
でに設定されています。

●自動ページ再送について
通信中に何らかのエラーが発生し、すべての原稿を送信できないときは、送信できなか
ったページ以降をもう一度送信します。この機能を自動ページ再送といい、最大5回ま
で再送されます。工場出荷時は3回までに設定されています。
自動ページ再送されたページには、発信元記録の先頭に「再送」が印字されます。

●未送信レポートについて
設定している回数リダイヤルまたは自動ページ再送してもなお送信できなかった場合
は、未送信レポートが出力されます。未送信レポートについては「10-10 モニター
レポート/未送信レポートの見かた」を参照してください。

●ECMについて
ECM(エラーコレクションモード)とは、ITU-Tで定められたG3通信の誤り訂正方式の
ことです。ECMをもつファクス間の通信では、送信したデータが相手に正しく送られ
たかどうかをチェックし、エラーがある場合にはそのデータを再送します。
このため、電話回線の雑音などによる画像の乱れを防止して通信することができます。
通信管理レポートなどの受信の相手先に「ECM」と記載された場合は、ECMで通信し
たことを示しています。

3-7 送信できなかったとき
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42 4-1 通信を中止する

4

4-1 通信を中止する

ここでは、通信中の文書と通信待ち文書の中止方法について説明します。

ここで使うボタン�

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■ 蓄積文書あり� ■  割り込み�

クリア�

リセット�

ストップ�

スタート�

設定確認�

機能切り替え�

節電中/解除�
061

066

ジョブメモリー�

062

067

063

068

064

069

065

070

M06

M02M01 M03 M04 M05

M07 M08 M09 M10

M11 M12 M13 M14 M15

M16 M17 M18 M19 M20

ファクス�
コピー�

メニュー�

通信/ジョブ状態確認(通信中止)ボタン�

サブダイヤル/�
キーボード�

高画質�

標準�

送信画質�

文字�

原稿の画質� 送信濃度�

超高画質�

ポーズ（ー）�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

文字/写真�

写真(中間調)

短縮（グループ）�

宛先表�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量100%

を押します。

通信/ジョブ状態確認画面の のリ
ストが表示されます。

実行中�

通信/ジョブ�
状態確認(通信中止)

1

4

7

2

5

8

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■■ 蓄積文

設定確認�

機能切り替え�

操作手順�操作手順�

11
補 足�補 足�

●通信/ジョブ状態確認画
面が表示された状態で、

を押すと前
の画面に戻ります。

通信/ジョブ�
状態確認(通信中止)

補 足�補 足�

●同報送信を中止した場
合、実行中/待機中にか
かわらず、同報として
指示した全ての送信が
中止されます。

中止する通信を選択し、 を
選択します。

選択した通信が中止されます。
中止したいジョブが表示されない
場合は、手順4に進みます。

ストップ�

確認終了�通信/ジョブ状態確認�

実行完了�実行待ち�

ストップ�

文書番号-ジョブ　　　相手/内容　　　　　　　ペ－ジ�
�

詳細表示�前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

実行中�

0011- ファクス送信　ABC会社　　　　　　　　 2/ 5

�
選択したジョブを[ストップ]ボタンで中止できます。�

90%ﾌｧｸｽﾒﾓﾘｰ残量�22

確認終了�通信/ジョブ状態確認�

実行完了�実行待ち�

ストップ�

文書番号-ジョブ　　　相手/内容　　　　　　　ペ－ジ�

詳細表示�前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

実行中�

　　　（実行中のジョブはありません。）�

90%ﾌｧｸｽﾒﾓﾘｰ残量�
を選択します。

前画面に戻ります。

確認終了�33
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4-1 通信を中止する 43

4

のインデックスを選択し
ます。

通信待ちやプリント待ちの文書が表示さ
れます。

実行待ち�

確認終了�通信/ジョブ状態確認�

実行完了�

文書番号-ジョブ　　　相手/内容　　　　　　　ペ－ジ�

詳細表示�前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

実行中�実行待ち�

ストップ�

�0011- ファクス送信　ABC会社　　　　　　　　 2/ 5

�
選択したジョブを[ストップ]ボタンで中止できます。�

90%ﾌｧｸｽﾒﾓﾘｰ残量�44

補 足�補 足�

●同報送信を中止した場
合、実行中/待機中にか
かわらず、同報として
指示した全ての送信が
中止されます。

確認終了�通信/ジョブ状態確認�

実行完了�

0015- ファクス送信　B支店　　　　　　　　　 1/  10

0012- ファクス送信　A支店　　　　　　　　　 1/  15�
文書番号-ジョブ　　　相手/内容　　　　　　　ペ－ジ�

詳細表示�前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

実行中�実行待ち�

優先送信�

90%ﾌｧｸｽﾒﾓﾘｰ残量�
を選択します。詳細表示�66

確認終了�通信/ジョブ状態確認�

�
[ストップ]ボタンで中止できます。�

閉じる�実行待ち - ファクス送信�

ページ　　:　1/10�
種別　　　:　ファクス送信�
文書番号　:　0015�
時刻指定　:　12  時  34分�

[相　　手]　B支店�
　　 外線 　0312345678

ストップ�

90%ﾌｧｸｽﾒﾓﾘｰ残量�
を選択します。

選択した通信が中止されます。

ストップ�77

確認終了�通信/ジョブ状態確認�

実行完了�

0015- ファクス送信　B支店　　　　　　　　　 1/  10

0012- ファクス送信　A支店　　　　　　　　　 1/  15

文書番号-ジョブ　　　相手/内容　　　　　　　ペ－ジ�
�

詳細表示�前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

実行中�実行待ち�

90%ﾌｧｸｽﾒﾓﾘｰ残量�中止する通信を選択します。55

確認終了�通信/ジョブ状態確認�

実行完了�

文書番号-ジョブ　　　相手/内容　　　　　　　ペ－ジ�
�

詳細表示�前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

実行中�実行待ち�

0012- ファクス送信　A支店　　　　　　　　　 1/  15

95%ﾌｧｸｽﾒﾓﾘｰ残量�
を選択します。

前画面に戻ります。

確認終了�88
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4

4-2 通信状態を確認する

を押すと、送信または受信した文書やポーリングした文書について通信状態を
表示します。
通信状態は、実行待ち、実行中、実行完了の3つに分類して、ジョブ単位に表示されます。
また実行待ち文書の中で、プリント待ち文書をすぐにプリントしたり、送信待ち文書を優
先送信に設定したりすることができます。

通信/ジョブ�
状態確認(通信中止)

ここで使うボタン�

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■ 蓄積文書あり� ■  割り込み�

クリア�

リセット�

ストップ�

スタート�

設定確認�

機能切り替え�

節電中/解除�
061

066

ジョブメモリー�

062

067

063

068

064

069

065

070

M06

M02M01 M03 M04 M05

M07 M08 M09 M10

M11 M12 M13 M14 M15

M16 M17 M18 M19 M20

ファクス�
コピー�

メニュー�

通信/ジョブ状態確認(通信中止)ボタン�

サブダイヤル/�
キーボード�

高画質�

標準�

送信画質�

文字�

原稿の画質� 送信濃度�

超高画質�

ポーズ（ー）�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

文字/写真�

写真(中間調)

短縮（グループ）�

宛先表�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量100%

を押します。

通信/ジョブ状態確認画面が表示されます。

通信/ジョブ�
状態確認(通信中止)

1

4

7

2

5

8

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■■ 蓄積文

設定確認�

機能切り替え�

操作手順�操作手順�

11
補 足�補 足�

●通信/ジョブ状態確認画
面が表示された状態で、

を押すと前
の画面に戻ります。

通信/ジョブ�
状態確認(通信中止)

通信中文書の確認

詳しい内容をみる場合には、ジョブ
を選択し、 を選択します。詳細表示�

�
選択したジョブを[ストップ]ボタンで中止できます。�

確認終了�通信/ジョブ状態確認�

実行完了�実行待ち�

ストップ�

文書番号-ジョブ　　　相手/内容　　　　　　　ペ－ジ�
�

詳細表示�前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

実行中�

0015- ファクス送信　A支店　　　　　　　　　 1/  10

90%ﾌｧｸｽﾒﾓﾘｰ残量�22

補 足�補 足�

●すでに優先送信に設定
されている通信を優先
させることはできませ
ん。
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4

G3 ECM-9600

通信モード�

1/ 10
ペ－ジ�

閉じる�
(操作完了)ファクス�

[宛　　先] A支店�
 　　　　   0612345679�
　　　　　 �
 文書番号   0015

送信しています。�

90%ﾌｧｸｽﾒﾓﾘｰ残量�
内容を確認し、 を選択し
ます。

終了する場合には、 を選択
します。

確認終了�

閉じる�33

通信待ち文書の確認

ここでは、通信待ち文書の確認方法および優先させる方法について説明します。

を押します。

通信/ジョブ状態確認画面が表示されます。

通信/ジョブ�
状態確認(通信中止)

1

4

7

2

5

8

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■■ 蓄積文

設定確認�

機能切り替え�

操作手順�操作手順�

11
補 足�補 足�

●通信/ジョブ状態確認画
面が表示された状態で、

を押すと前
の画面に戻ります。

通信/ジョブ�
状態確認(通信中止)

のインデックスを選択し
ます。

通信待ちやプリント待ちの文書が表示さ
れます。

実行待ち�

確認終了�通信/ジョブ状態確認�

実行完了�実行待ち�

ストップ�

文書番号-ジョブ　　　相手/内容　　　　　　　ペ－ジ�
�

詳細表示�前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

実行中�

0016- ファクス送信　A支店　　　　　　　　　 1/  10

�
選択したジョブを[ストップ]ボタンで中止できます。�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘｰ残量�90%22
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4 確認終了�通信／ジョブ状態確認�

閉じる�実行待ち - ファクス送信�

ストップ�

ページ　　:　1/10�
種別　　　:　ファクス送信�
文書番号　:　0015�
時刻指定　:　10  時  30分(PM)

[相　　手]　B支店�
　　 外線 　0312345678

�
[ストップ]ボタンで中止できます。�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘｰ残量�90%
内容を確認し、 を選択し
ます。

終了する場合は、 を選択
します。

確認終了�

閉じる�44

確認終了�通信/ジョブ状態確認�

実行完了�

0015- ファクス送信　B支店　　　　　　　　　 1/  10

0012- ファクス送信　A支店　　　　　　　　　 1/  15

文書番号-ジョブ　　　相手/内容　　　　　　　ペ－ジ�
�

詳細表示�前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

実行中�実行待ち�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘｰ残量�90%詳しい内容をみる場合はジョブを
選択し、 を選択します。

プリント待ち文書をプリントした
い場合には、その文書を選択し、

を選択します。

送信待ち文書を優先させる場合は、
その文書を選択し、 を選択
します。

優先送信�

プリント開始�

詳細表示�

33

ここでは、通信結果の確認方法について説明します。

通信結果の確認

を押します。

通信/ジョブ状態確認画面が表示されます。

通信/ジョブ�
状態確認(通信中止)

1

4

7

2

5

8

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■■ 蓄積文

設定確認�

機能切り替え�

操作手順�操作手順�

11
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4

のインデックスを選択し
ます。

実行完了�

確認終了�通信/ジョブ状態確認�

実行完了�

文書番号-ジョブ　　　相手/内容　　　　　　　ペ－ジ�

詳細表示�前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

実行中�実行待ち�

ストップ�

�0025- ファクス送信　ABC会社　　　　　　　　 2/ 5

�
選択したジョブを[ストップ]ボタンで中止できます。�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘｰ残量�90%22

確認終了�通信／ジョブ状態確認�

文書番号 - 種別　相手/内容　　　　　　　 通信結果�
�

前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

実行中�実行待ち�

0021- 中継指示　B会社　　　　　　　　　話中�

0022- ﾌｧｸｽ送信　0312340001　　　　　　　　　 良好�

0023- ﾌｧｸｽ送信　A会社　　　　　　　　　話中�

0011- ﾌｧｸｽ受信　Dシテン　　　　　　　　良好�

実行完了�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘｰ残量�90%詳しい内容を確認する文書を選択
します。

文書の内容が表示されます。

33

確認終了�通信／ジョブ状態確認�

閉じる�実行完了 - ファクス送信�

通信結果　:　話中�
ページ　　:　1�
�
種別　　　:　ファクス送信�
文書番号　:　0023�
通信時刻　:　10  時  30分(AM)

[相　　手]　A会社�
　　 外線 　0612345679

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘｰ残量�90%
内容を確認し、 を選択し
ます。

閉じる�44
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5-1 受信の流れ

受信には、自動受信と手動受信があります。
自動受信は、相手から呼び出しがあると、「ピー」という応答音を送出し自動的に受信を
開始します。
手動受信は、いったん電話を受けてから手動で受信します。相手先を確認したり、通話し
てから受信したりする場合に便利です。
自動受信と手動受信の切り替えは、メニュー画面のファクス受信モードで設定します。

参 照�参 照�

●呼び出し音を鳴らす時
間の設定（ファクス切
り替え時間）は「9-1
仕様設定について」を
参照してください。

参 照�参 照�

●電源を入れたときの
ファクス受信モードの
設定については、「9-
1 仕様設定について｣
を参照してください。

機械が自動受信に設定されているときは、相手から呼び出しがあると自動的にファクス受
信が行われます。

自動受信のしかた

●相手から呼び出しがあったときに、一定時間呼び出し音を鳴らすようにすることができます。
このときは、呼び出し音が鳴っている間に受話器をあげれば会話ができ、相手がファクスのと
きは、手動で受信することもできます。

自動受信と手動受信の切り替え方法

メニュー画面の を選択し
ます。

ファクス�
受信モード�

操作手順�操作手順�

11

仕様設定�

登録/変更�

メ－タ－確認�

ジョブメモリ－�

レポ－ト/�
リストの出力�

コピ－� ファクス�

ファクス�
受信モード�

取り消し� 閉じる�ファクス受信モード�

手動受信�

自動受信�

か を選択します。手動受信�自動受信�22

を選択します。閉じる�33



もしもし�

ポー・ポー・ポー�

相手を確認します。

相手が電話の場合には、受話器を
使って、通話できます。

「ポー・ポー・ポー」という音が
鳴っていれば、手順3に進みます。

22
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呼び出し音が鳴ったらハンドセット
（受話器）を上げるか を選択
します。

オンフック� 着信�
手動受信モードになっています。�
受話器を上げるか[オンフック]を押してください。�

オンフック�

操作手順�操作手順�

11

手動受信のしかた

補 足�補 足�

●工場出荷時は、手動受
信に設定されています。
設定を変更する場合
は、「9-1 仕様設定
について」を参照して
ください。

を選択し、 になって
いることを確認し、 を押
します。

になっている場合は
を選択し、 にします。

受信を開始します。

手動受信�

手動送信/受信�
切り替え�手動送信�

スタート�

手動受信�手動送信/受信�
切り替え�

手動受信�

閉じる�
(操作完了)オフフック�

[宛先番号]

手動送信/受信�
切り替え�

サブダイヤル� キ－ボ－ド�
（記号）�

キ－ボ－ド�
 ( A～Z )

短縮� トーン（：）�

33

補 足�補 足�

● を使用した場
合は、機械のスピーカ
ーから音が聞こえます。

●相手の方が手動送信で
ファクスを送ろうとし
ている場合は、無音の
場合があります。この
場合は、呼びかけて応
答がないことを確認し
てから、手順3に進み
ます。

オンフック�

機械が手動受信に設定されているときは、相手からの呼び出し音が鳴ったらハンドセット
(受話器)を取る、または を押します。 を使用する場合は、ラインモニター
音量を「3」にすることをお勧めします。音量調節については、「9-1 仕様設定について」
を参照してください。

オンフック�オンフック�
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通信中ランプの点灯を確認して、
ハンドセット(受話器)を戻します。

44
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5-2 受信文書の出力方法について

受信文書は基本的に、送信側の原稿と同じサイズになるように出力されます。原稿と同じ
サイズの用紙がセットされていなかったり、受信する用紙を限定していた場合は、送信側
の原稿と異なるサイズの用紙に出力されることもあります。また、設定によって、縮小し
たり、画像の後端をカットしたり、あるいはページ分割することもできます。
ここでは、受信時の出力について説明します。

トレイモードとユーザーモードについて

受信文書をどのサイズの用紙に出力するかを決めるための設定項目に受信紙宣言がありま
す。
受信紙宣言には、トレイモードとユーザーモードがあり、それぞれ出力用紙の選択方法が
以下のように異なります。
●トレイモード
セットされているすべてのトレイの用紙を出力用紙の対象とします。受信文書はセット
されている用紙の中で、等倍で画像が欠けることなく最も近い用紙サイズに出力されま
す。ただし、送信文書サイズより小さい用紙しかセットされていない場合は、最も近い
用紙サイズに送信側で縮小します。なお出力中に用紙がなくなった場合は代行蓄積文書
となります。

●ユーザーモード
出力する用紙サイズを指定(宣言)し、トレイにセットされているかどうかにかかわらず、
宣言したサイズの用紙だけを出力用紙の対象とします。
複数のサイズを宣言することができます。
宣言した用紙サイズの用紙トレイ（手差しトレイ除く）がセットされており、その中に
受信文書の用紙サイズがある場合は、等倍で出力します。受信文書の用紙サイズが宣言
した用紙サイズの中で無い場合、等倍で画像が欠けることなく出力できる用紙へ出力さ
れます。それ以外の場合および出力中に用紙がなくなった場合は、代行蓄積文書となり
ます。
常に、同じサイズの用紙に出力したり、等倍で出力したい時はこのモードを選択します。

出力の状態は、モードの設定とセットされている用紙のサイズによって異なります。

以下のような受信文書の出力のされ方をトレイモードとユーザーモードに分けて説明します。
●原稿と同じサイズの用紙に等倍で出力されるとき
●原稿より大きな用紙に余白つきで出力されるとき
●原稿より小さな用紙に縮小して出力されるとき
●受信側で縮小を行うとき
●代行蓄積文書が表示されたとき

参 照�参 照�

●受信紙宣言の設定方法
については、「9-1 仕
様設定について」を参
照してください。

注 記�注 記�

●受信文書の出力時、用
紙の周囲約4mmは画
像が欠けます。

補 足�補 足�

●工場出荷時の受信紙宣
言は に設定さ
れています。

トレイモード�
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●トレイモード
原稿と同じサイズの用紙がいずれかのトレイにセットされていれば、自動的にその用紙
が選択され、原稿は等倍で出力されます。
サイズが同じであれば、向きが違っていても(原稿がA4 で用紙がA4 の場合など)、
自動的に画像が自動画像回転されてその用紙に出力されます。

●ユーザーモード
原稿と同じサイズの用紙が宣言され、その用紙がいずれかのトレイにセットされていれ
ば、自動的にその用紙が選択され、原稿は等倍で出力されます。
A4サイズの場合は、向きが違っていても、自動的に画像が自動画像回転されてその用
紙に出力されます。
トレイに宣言した用紙がないときには、代行蓄積文書になります。

原稿と同じサイズに等倍で出力されるとき

出力(A4　)
原稿(A4　 )

A4

Portable 
Phone

P
o
r
t
a
b
le

 
P
h
o
n
e

送信側� 受信側�
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Laptop 
computer
Laptop 
computer

余白�

Laptop 
computer
Laptop 
computer

出力(A3)

原稿(B4)

送信側� 受信側�

A4
宣言されている�

A3

原稿より大きな用紙に余白つきで出力されるとき

Laptop 
computer
Laptop 
computer

余白�

Laptop 
computer
Laptop 
computer

出力(A3)

原稿(B4)

送信側� 受信側�

A4

A3
B4：用紙なし�

●等倍で出力中にその用紙がなくなったときも、残りの原稿は、大きな用紙に余白つきで出力さ
れます。

●ユーザーモード
原稿と同じサイズの用紙が宣言されていない場合は、宣言された用紙のなかで、画像が
欠けることなく出力される一番サイズの近い用紙が選択されます。

次のような場合は、原稿より大きな用紙に等倍で出力され、周囲に余白ができます。
●トレイモード
原稿と同じサイズの用紙がセットされていない場合は、画像が欠けることなく出力され
る一番近いサイズの用紙が選択されます。
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受信側に原稿サイズ以上の用紙がセットされていないときは、送信側は等倍で受信できな
いと判断します。出力できる用紙に合わせて原稿を縮小して送信してきます。

原稿が縮小して送信されてくるのは次のような場合です。
●トレイモード
セットされている用紙がすべて原稿サイズよりも小さい場合

原稿より小さな用紙に縮小して出力されるとき

原稿(B4)

縮小�

Laptop 
computer
Laptop 
computer

出力(B4)

Laptop 
computer
Laptop 
computer

原稿�
(A3)

Laptop 
computer
Laptop 
computer

送信側� 受信側�

A4
宣言されている�B4

●ユーザーモード
宣言されている用紙がすべて原稿サイズよりも小さい場合

●セットされている用紙のうち、いちばん近い小さなサイズの用紙に出力されます。

●宣言されている用紙のうち、いちばん近い小さなサイズの用紙に出力されます。
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送信されてくる原稿は、読み取り装置のスリップなどのために、多少間延びしていること
があります。本機にはこれを補正するために、間延びした原稿を自動的に 縮小する機能が
あります。

自動的に縮小を行うときは、次のような場合です。
●送信されてきた原稿が定形サイズよりも大きく、定形サイズを超える長さが「ページ分
割しきい値」以内の場合

●「自動縮小受信」が「あり」に設定されている場合

受信側で縮小を行うとき

定型サイズ�

縮小�

縦方向横方向とも同じ�
倍率で縮小されます。�

超えた長さ�
(しきい値以下)

A

B

C

A

B

C

相手先送信原稿� 本機受信プリント�

参 照�参 照�

●ページ分割しきい値の
設定方法や、自動縮小
受信の設定方法につい
ては、「9-1 仕様設
定について」を参照し
てください。
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受信文書を出力するための用紙がないと、「代行受信文書あるいはレポート文書がありま
す。いずれかのトレイに文書サイズの用紙をセットしてください。」などのメッセージが
表示されます。

●トレイモード
出力中に同じサイズの用紙がなくなったときは、「ピーピーピー」という通知音が鳴っ
て、メッセージが表示されます。
この場合は、宣言されているサイズ以上の用紙を補給すると、自動的に出力が開始され
ます。

代行蓄積文書が表示されたとき

●指定されたサイズよりも小さい用紙がある場合は、「スタートボタンで他の用紙に強制出力しま
す。その際、縮小または分割プリントすることがあります。」というメッセージが表示されます。
この場合は、 を押すと、その用紙に収まるように縮小して出力されます。出力中に原
稿サイズの用紙がなくなり、小さいサイズの用紙しかセットされていない場合も、このメッセ
ージが表示されます。

スタート�

●メモリー（標準：2MB）に蓄積できる原稿の枚数は、A4判700字程度で101枚（200dpi×
100dpi相当で受信した場合）です。画質、原稿の種類によって蓄積できる枚数は異なります。
メモリーは送信/受信兼用です。
なお、オプションの増設メモリ(4MB)を2枚装着することにより、メモリーは最大10MBにな
ります。この場合、蓄積できる原稿の枚数は590枚です。

●ユーザーモード
宣言した用紙がセットされていない場合や出力中にその用紙がなくなったときは、「ピ
ーピーピー」という通知音が鳴って、メッセージが表示されます。
この場合は、指定されたサイズの用紙を補給すると、自動的に出力が開始されます。

●指定されたサイズの用紙がない場合は、 を押すと、トレイにセットされている用紙か
ら指定サイズ以上の大きさの用紙が選択されて出力されます。
指定されたサイズ以上の大きさの用紙がない場合は、小さい用紙の中から一番近いサイズの用
紙が選択され、その用紙に収まるように縮小して出力されます。

スタート�
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2枚の受信文書を1枚の用紙に合成して出力する

複数ページの受信文書を出力する際、選択された用紙に2ページ分収まる場合には、1枚
の用紙にまとめて出力することができます。これをページ合成受信といいます。

以下に、ページ合成受信を行う場合と行わない場合の出力の違いを示します。

参 照�参 照�

●並列合成受信の設定方
法については、「9
-1 仕様設定につい
て」を参照してくださ
い。

B5　�

[例：B5　の受信文書をB4　 の用紙に出力する場合]

●ページ合成を行う場合� ●ページ合成を行わない場合�

FAX
FAX

FAX A

B

1

2
1 2

B4　 B5　�

1

2 2

B4　 余白�

A

B

A

B

A

B

A

B

送信側� 受信側� 送信側� 受信側�
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受信文書を用紙の両面に出力する

参 照�参 照�

●両面プリントの設定方
法や、両面プリント時
のうら面の画像回転の
設定方法については、
「9-1 仕様設定につ
いて」を参照してくだ
さい。

送信側� 受信側�

画像回転あり�

画像回転なし�

●受信文書が　方向の場合�

1

2

3

4

4
3

2
1

送信側� 受信側�

画像回転あり�

画像回転なし�

●受信文書が　 方向の場合�

1

2

3

4

4
3
2
1

1

2

3

4

1

2

3

4

両面プリント機能を使用すれば、複数ページの受信文書を用紙の両面に出力させることが
できます。
また、おもて面とうら面の天地を合わせるために、うら面の画像回転を設定することもで
きます。

以下に、両面プリント時に画像回転を行う場合と行わない場合の出力の違いを示します。
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6-1 電話のかけかた

電話をかける方法について説明します。
電話のかけかたには、以下の2つの方法があります。
●ハンドセット（受話器）をあげてダイヤルする　(オフフックダイヤル)
●ハンドセット（受話器）を置いたままダイヤルする　(オンフックダイヤル)

ここで使うボタン�

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■ 蓄積文書あり� ■  割り込み�

クリア�

リセット�

ストップ�

スタート�

設定確認�

機能切り替え�

節電中/解除�
061

066

ジョブメモリー�

062

067

063

068

064

069

065

070

M06

M02M01 M03 M04 M05

M07 M08 M09 M10

M11 M12 M13 M14 M15

M16 M17 M18 M19 M20

ファクス�
コピー�

メニュー�

テンキー�

サブダイヤル/�
キーボード�

高画質�

標準�

送信画質�

文字�

原稿の画質� 送信濃度�

超高画質�

短縮（グループ）�

ポーズ（ー）�
宛先表�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

文字/写真�

写真(中間調)

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量100%

●ダイヤル回線でご使用の場合でも相手を呼び出した後に を選択することにより、プッ
シュホンサービス（銀行ANSER、クレジット通話サービス、ポケットベルサービス、照会案内
サービス、ホームテレホンにおけるテレコントロール、留守番電話における遠隔制御など）を
利用することができます。

●お手持ちの電話を外付けすることができます。ただし、留守番電話の機能は使用できません。

トーン（：）�

●お手持ちの電話を外付けしている場合は、そ
の受話器を上げます。

オフフックダイヤル

ハンドセット（受話器）を上げてダイヤルするオフフックダイヤルの方法について説明し
ます。

ハンドセット（受話器）を上げます。

操作手順�操作手順�

11
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オンフックダイヤル

受話器を置いたままダイヤルするオンフックダイヤルの方法について説明します。
この場合、ラインモニター音量を「3」にすることをお勧めします。音量調整については、
「9-1 仕様設定について」を参照してください。

ファクス機能一覧画面の を
選択します。

オンフック／�
手動送受信�

100%

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

原稿の画質�送信画質� 送信濃度�

読み取り指定�通信モ－ド� 並列合成送信�

発信元記録�送信シ－ト� 時刻指定�

両面原稿送り�

ペ－ジ連写� オンフック/�
手動送受信�

次のペ－ジがあります. . .

モニタ－�
レポ－ト�

前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

宛先を指定してください�
[  宛先番号  ]

ミックスサイズ�
原稿送り�

優先送信�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

操作手順�操作手順�

11

補 足�補 足�

●回線種別がプッシュ回
線に設定されていると
きは、 は表示
されません。

●ダイヤル回線を使用し
ている場合に、PB信
号を送出したいとき
(プッシュ回線用のサ
ービスを受けるとき)
は、 を選択し
ます。

●サービスの種類により
PB信号を送出しても
サービスが受けられな
いことがあります。

トーン（：）�

トーン（：）�

相手先を指定します。

●テンキー、短縮番号、ワンタッチボタンなど
で指定します。宛先表は使用できません。

閉じる�
(操作完了)オフフック�

[宛先番号]

100%

手動送信/受信�
切り替え�

手動受信�

サブダイヤル� キ－ボ－ド�
（記号）�

キ－ボ－ド�
 ( A～Z )

短縮� トーン（：）�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘｰ残量�22

相手に電話がかかったら通話します。33
もしもし�

通話終了後、受話器を戻します。44
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●受話器は正しく戻してください。正しく戻さ
ないと「話中」の状態が続きます。

補 足�補 足�

●回線種別がプッシュ回
線に設定されていると
きは、 は表示
されません。

●ダイヤル回線を使用し
ている場合に、PB信
号を送出したいとき
(プッシュ回線用のサ
ービスを受けるとき)
は、 を選択し
ます。

●サービスの種類により
PB信号を送出しても
サービスが受けられな
いことがあります。

トーン（：）�

トーン（：）�

相手先を指定します。
終了�

(回線切断)オンフック�
[宛先番号]

100%

サブダイヤル� キ－ボ－ド�
（記号）�

キ－ボ－ド�
 ( A～Z )

短縮� トーン（：）�手動送信/受信�
切り替え�

手動受信�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘｰ残量�22

もしもし…�

相手に電話がかかったら受話器を
上げ、通話します。

33

通話終了後、受話器を戻します。44

●テンキー、短縮番号、ワンタッチボタンで指
定できます。宛先表は使用できません。



補 足�補 足�

●工場出荷時の
ファクス切り替え時間
は に設定されてい
ます。

 0秒�

プププツ�

音量切り替え�
スイッチ�

呼び出し音が鳴ったらハンドセッ
ト(受話器)をあげ、通話をします。

11

通話終了後、受話器を戻します。22
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6-2 電話のとりかた

ハンドセット（受話器）を使って電話を受ける方法について説明します。

操作手順�操作手順�

補 足�補 足�

●「ポー・ポー・ポー」
などの発信音が聞こえ
た場合は、手動受信し
てください。

●工場出荷時は、着信後すぐにファクスに切り替わるように設定されているため、電話の着信ベ
ルが鳴りません。仕様設定で、ファクス切り替え時間を変更してください。

●ファクス切り替え時間については「9-1 仕様設定について」を参照してください。
●ファクス切り替え時間の間、着信ベルが鳴りますので、電話をとることができます。

●本体のスピーカーから鳴る呼び出し音の設定方法については「9-1 仕様設定について」を参
照してください。

呼び出しベル音量の調整

ハンドセット（受話器）の呼び出し音量は、受話器側面にある音量切り替えスイッチで調整
します。
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68 7-1 複数の相手先に送信する（同報送信）

7-1 複数の相手先に送信する（同報送信）

同報送信は、同一原稿を一度の操作で複数の相手に送信できる機能です。相手ごとに繰り
返し操作する必要がなくなり、送信の手間が省けます。
増設G3ポート(オプション)またはG4通信ユニット(オプション)を装着している場合には、
同時に複数の送信を行う一斉同報が使用できます。

●一度に指定できる相手先の最大数は、以下のとおりです。
・テンキーによる指定 ……………………………………………………50宛先
・短縮ダイヤルによる指定 ………………………………………………500宛先
・テンキーと短縮ダイヤルの組み合わせ ………………………………549宛先

●短縮ダイヤルの001～070はワンタッチボタンに対応しています。
●同報送信時、 と は、操作パネルで指示しても、無効になります。
と を利用したい場合は、各相手先を短縮ダイヤルに登録し、その際にそれぞれ設定を
してください。

●モニターレポートは、指示できません。

親展通信�

送信シート�親展通信�送信シート�

A

A

A

A
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7-1 複数の相手先に送信する（同報送信）

ここで使うボタン�

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■ 蓄積文書あり� ■  割り込み�

クリア�

リセット�

ストップ�

スタート�

設定確認�

機能切り替え�

節電中/解除�
061

066

ジョブメモリー�

062

067

063

068

064

069

065

070

M06

M02M01 M03 M04 M05

M07 M08 M09 M10

M11 M12 M13 M14 M15

M16 M17 M18 M19 M20

ファクス�
コピー�

メニュー�

テンキー�

スタートボタン�

サブダイヤル/�
キーボード�

高画質

標準�

送信画質�

文字�

原稿の画質� 送信濃度�

高画質

ポーズ（ー）�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

文字/写真�

写真(中間調)

短縮（グループ）�

宛先表�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量100%

原稿をセットします。

操作手順�操作手順�

11
参 照�参 照�

●「2-2 原稿をセット
する」を参照してくだ
さい。

参 照�参 照�

●電話番号の指定のしか
た は 、 次 ペ ー ジ の
「(2) 複数の相手先の
指定方法」を参照して
ください。

(1) 同報通信を指示する

3

6

9

C

■

クリア�

ストップ�

スタート�

06

ジョブメ

サブダイヤル/�
キーボード�

高画質�

標準�

送信画質�

文字/写真�

写真(中間調)

文字�

原稿の画質� 送信濃度�

超高画質�

短縮（グループ）�

ポーズ（ー）�
宛先表�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�100%

を押します。

確認画面が表示され、送信する場
合は、 を選択します。

原稿が読み取られ送信が開始されます。
工場出荷時、送信終了後に同報/集信レ
ポートを出力するように設定されていま
す。

はい��
（送信する）�

スタート�

複数の相手先を指定します。

テンキーで入力する場合には、電話番号
を入力後、 を選択して、次の相手
先の番号を指定します。
送信したい相手先を続けて指定します。

次宛先�

参 照�参 照�

●送信した文書の確認や
中止の方法について
は、「第4章　通信の
中止と通信状態の確
認」を参照してくださ
い。

22

33
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7

補 足�補 足�

●ファクス機能一覧画面
には、 が表示
されません。基本ファ
クス画面またはお好み
ファクス画面で指定し
てください。

次宛先�

●指定できる相手先は50までです。

(2) 複数の相手先の指定方法

複数の相手先の指定方法について説明します。
複数の相手先を指定して送信する機能を同報といいます。同報は、同じ文書を数か所に送
信する場合、便利な機能です。
複数の相手先を指定する方法には、以下の4つがあります。
●テンキーで指定する
●短縮番号で指定する
●ワンタッチボタンで指定する
●グループ番号で指定する
それぞれを組み合わせて指定することもできます。また、宛先表でも指定することができ
ます。

テンキーで指定する

テンキーで複数の相手先を指定します。短縮登録がない場合に便利です。

テンキーで相手先のファクス番号
を指定し、 を押します。

この操作を繰り返し、相手先の番号を入
力します。

次宛先�

サブダイヤル/�
キーボード�

高画質�

標準�

送信画質�

文字/写真�

写真(中間調)

文字�

原稿の画質� 送信濃度�

超高画質�

ポーズ（ー）�

設定数[  1 ] D01�
[ 宛先番号 ] 123

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

100%

宛先表�

次宛先�

短縮（グループ）�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

操作手順�操作手順�

11

ここで使うボタン�

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■ 蓄積文書あり� ■  割り込み�

クリア�

リセット�

ストップ�

スタート�

設定確認�

機能切り替え�

節電中/解除�
061

066

ジョブメモリー�

062

067

063

068

064

069

065

070

M06

M02M01 M03 M04 M05

M07 M08 M09 M10

M11 M12 M13 M14 M15

M16 M17 M18 M19 M20

ファクス�
コピー�

メニュー�

テンキー�

スタートボタン�

サブダイヤル/�
キーボード�

高画質

標準�

送信画質�

文字�

原稿の画質� 送信濃度�

高画質

ポーズ（ー）�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

文字/写真�

写真(中間調)

短縮（グループ）�

宛先表�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量100%
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7-1 複数の相手先に送信する（同報送信）

を押し、3けたの短縮番号
を入力します。

この操作を繰り返して、複数の相手先を
指定します。

短縮(グループ)

サブダイヤル/�
キーボード�

高画質�

標準�

送信画質�

文字/写真�

写真(中間調)

文字�

原稿の画質� 送信濃度�

超高画質�

短縮（グループ）�

ポーズ（ー）�
宛先表�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�100%

操作手順�操作手順�

11

短縮番号で指定する

参 照�参 照�

●短縮番号の登録方法に
ついては、「8-2 短縮
ダイヤルに登録する」
を参照してください。

●1 、 1 、 1 などは、指定することはできません。

短縮番号で指定します。
短縮番号は、事前に登録しておきます。
なお各短縮番号に登録された通信モード、送信シート、中継同報指示、親展通信は、登録
どおりに行います。

短縮番号を使う場合、ワイルドカード( または )を使って複数の相手先を指定する
こともできます。
●短縮番号の上2ケタで指定する
たとえば、10 と指定すると、100から109まで10宛先が指定されます。

●全短縮番号を指定する
と指定すると、すべての短縮番号が指定できます。

�

ここで使うボタン�

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■ 蓄積文書あり� ■  割り込み�

クリア�

リセット�

ストップ�

スタート�

設定確認�

機能切り替え�

節電中/解除�
061

066

ジョブメモリー�

062

067

063

068

064

069

065

070

M06

M02M01 M03 M04 M05

M07 M08 M09 M10

M11 M12 M13 M14 M15

M16 M17 M18 M19 M20

ファクス�
コピー�

メニュー�

テンキー�

スタートボタン�

サブダイヤル/�
キーボード�

高画質

標準�

送信画質�

文字�

原稿の画質� 送信濃度�

高画質

ポーズ（ー）�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

文字/写真�

写真(中間調)

短縮（グループ）�

宛先表�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量100%
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7

ワンタッチボタンで指定する

ワンタッチボタンで指定します。

ワンタッチボタンは、短縮番号に登録されている番号001～070と対応しています。た

とえば、短縮番号「001」に登録されている場合には、 ボタンを押します。
001

ワンタッチボタンを押します。

続けて、ワンタッチボタンを押し、複数
の相手先を指定します。 001

006

02

007

003

008

004

009

005

011 012 013 014 015

010

016

021

017

022

018

023

019

024

020

026 027 028 029 030

025

節電中/解除�

操作手順�操作手順�

11

●ワンタッチボタン「031」以降は、パネルをめ
くって選択します。

参 照�参 照�

●短縮番号の登録方法に
ついては、「8-2 短縮
ダイヤルに登録する」
を参照してください。

ここで使うボタン�

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■ 蓄積文書あり� ■  割り込み�

クリア�

リセット�

ストップ�

スタート�

設定確認�

機能切り替え�

節電中/解除�
001

006

002

007

003

008

004

009

005

011 012 013 014 015

010

016

021

017

022

018

023

019

024

020

026 027 028 029 030

025

ファクス�
コピー�

メニュー�

サブダイヤル/�
キーボード�

高画質�

標準�

送信画質�

文字�

原稿の画質� 送信濃度�

超高画質�

短縮/グループ�

ポーズ（ー）�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

文字/写真�

写真(中間調)

ワンタッチ�
ボタン�スタートボタン�

短縮（グループ）�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量100%

宛先表�
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7-1 複数の相手先に送信する（同報送信）

グループ番号で指定する

グループ番号で指定します。
グループ番号は、事前に登録しておきます。1つのグループ番号に20宛先までの短縮番号
を登録することができます。

サブダイヤル/�
キーボード�

高画質�

標準�

送信画質�

文字/写真�

写真(中間調)

文字�

原稿の画質� 送信濃度�

超高画質�

ポーズ（ー）�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

100%

短縮（グループ）�

宛先表�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

操作手順�操作手順�

11
補 足�補 足�

●#01～#10まで指定
できます。

参 照�参 照�

●グループの登録方法に
ついては、「8-3 グ
ループを登録する」を
参照してください。

ここで使うボタン�

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■ 蓄積文書あり� ■  割り込み�

クリア�

リセット�

ストップ�

スタート�

設定確認�

機能切り替え�

節電中/解除�
061

066

ジョブメモリー�

062

067

063

068

064

069

065

070

M06

M02M01 M03 M04 M05

M07 M08 M09 M10

M11 M12 M13 M14 M15

M16 M17 M18 M19 M20

ファクス�
コピー�

メニュー�

テンキー�

スタートボタン�

サブダイヤル/�
キーボード�

高画質�

標準�

送信画質�

文字�

原稿の画質� 送信濃度�

超高画質�

ポーズ（ー）�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

文字/写真�

写真(中間調)

短縮（グループ）�

宛先表�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量100%

を選択し、テンキーの
と2けたのグループ番号を入力し
ます。

この操作を繰り返して、複数のグループ
を指定することもできます。

#短縮(グループ)
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7

7-2
中継局を介して同報送信する
(中継同報)

中継同報は、他のファクス(中継局)を介して、複数の相手先に送る機能です。
相手先が遠距離に複数ある場合、その１つを中継局にして、そこから数か所に同報します。
遠距離に送信先が多い場合、中継同報を利用すれば、通信料金が軽減できます。
また、中継同報を同時に複数指定することもできます。これをマルチ中継同報と呼びます。

中継同報には、以下の2つの方式があります。
●FAX信号方式
独自の通信手順を用いているため、特定の中継同報可能機のみ使用できます。通信モー
ドは、G3およびG4が可能です。

●PB信号方式
PB信号を送出可能で、かつ通信モードG3で手動送信が可能な機種であれば、本機に対
して中継同報指示が可能です。

補 足�補 足�

●中継同報の指示局およ
び中継局として使用で
きる機種は限定されま
す。詳しくは当社の
サービス取扱所へお問
い合わせください。

A

A
A

A
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7-2 中継局を介して同報送信する(中継同報)

ここで使うボタン�

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■ 蓄積文書あり� ■  割り込み�

クリア�

リセット�

ストップ�

スタート�

設定確認�

機能切り替え�

節電中/解除�
061

066

ジョブメモリー�

062

067

063

068

064

069

065

070

M06

M02M01 M03 M04 M05

M07 M08 M09 M10

M11 M12 M13 M14 M15

M16 M17 M18 M19 M20

ファクス�
コピー�

メニュー�

テンキー�

スタートボタン�

サブダイヤル/�
キーボード�

高画質�

標準�

送信画質�

文字�

原稿の画質� 送信濃度�

超高画質�

ポーズ（ー）�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

文字/写真�

写真(中間調)

短縮（グループ）�

宛先表�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量100%

● FAX信号方式の場合

・中継局に登録されている指示局の短縮番号を中継局IDとして登録します。

・中継局に登録されている中継送信先の短縮番号またはグループ番号を同報宛先とし

て登録します。ワイルドカード「＊」を使うこともできます。

● PB信号方式の場合（G3）

・登録はありません（自動送信の場合、ダイヤル指示を登録しておくことは可能）。

中継同報をする前の準備

補 足�補 足�

●右記は、本機での中継同
報について説明してい
ます。本機以外の機種
を指示局あるいは中継
局とする場合、対象と
なる相手機のマニュア
ルを参照してください。

登録先 登　　録　　内　　容

指示局

中継局

● 指示局を短縮番号001～099のいずれかに登録し、その中継指示局登録を

に設定します。

● 中継送信先を短縮番号に登録します。

指示局からは、中継局の短縮番号001～099を中継送信先として指定できます。ま

た、指示局から中継送信先を中継局のグループで指定する場合（FAX信号方式のみ可

能）は、短縮番号100以上を中継送信先にすることができます。

する�

中継同報をする前には、事前に短縮ダイヤルに登録しておく必要があります。
「8-2 短縮ダイヤルに登録する」を参照して、登録してください。
また、短縮ダイヤルの登録には、以下の情報が必要です。
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7

原稿をセットします。

操作手順�操作手順�

11
参 照�参 照�

●「2-2 原稿をセット
する」を参照してくだ
さい。

FAX信号方式の場合

サブダイヤル/�
キーボード�

高画質�

標準�

送信画質�

文字/写真�

写真(中間調)

文字�

原稿の画質� 送信濃度�

超高画質�

ポーズ（ー）�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

100%

短縮（グループ）�

宛先表�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�中継同報が登録されている短縮番
号を指定します。

複数の中継同報を行う場合には、続けて
短縮番号を入力します。

22

を押します。スタート�
3

6

9

C

■

クリア�

ストップ�

スタート�

06

ジョブメ

33
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7-2 中継局を介して同報送信する(中継同報)

本機種から本機種に対してのみ指示が可能です。
ダイヤル指示の形式は、以下のとおりです。

補 足�補 足�

●工場出荷時などでパス
ワードが設定されてい
ない場合、パスワード
は入力しません。

PB信号方式では、以下のダイヤル指示を行えば、中継同報することができます（通信
モードG3のみ）。
●パスワード
事前に登録した2ケタの数字のパスワード
(工場出荷時は設定されていません。パスワードを設定する場合は、当社のサービス取
扱所にお問い合わせください。)

●中継局ID
中継局に登録されている指示局の短縮番号

●短縮番号
中継局に登録されている中継送信先の短縮番号
ワイルドカード「＊」を使用することもできます。

PB信号方式には、以下の2つの方式があります。
●自動送信(受話器をあげずに送信)、または短縮ダイヤルに登録する場合

PB信号方式の場合

中継局電話番号� 中継局ID 短縮番号� ‥‥�短縮番号�パスワード�！� ＄�

＄�

＃�￥� ￥�＃� ＃� ＃�

＃�＃�

�

原稿をセットします。11参 照�参 照�

●「2-2 原稿をセット
する」を参照してくだ
さい。

補 足�補 足�

●中継送信先は、20ま
で指定できます。

●ダイヤル回線で使用し
ている場合は、電話番
号の直後に を入力
してください。

：�

を押します。スタート�

を2回選択し、タッチパネルディスプレイ上にキーボード
を表示し、以下の形式を入力します。

複数の中継同報を行う場合には、 を押して指示します。次宛先�

サブダイヤル/�
キーボード�22

33

中継局電話番号� 中継局ID 短縮番号� ‥‥�短縮番号�パスワード��！� ＄�

＄�

＃�￥� ￥�＃� ＃� ＃�

＃�＃�
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7

原稿をセットします。11
受話器をとります。22

スタートボタンを押します。

（機種によりスタート指示の方法は異なります。）

以下の手順で入力します。

ダイヤル回線で使用している場合は、電話番号を入力後、PB信号に切り替えて
ください。

33

44

中継局電話番号�「ピープルプル」
音を確認�

「ピーピーピー」
音を確認�

「ピーピーピー」
と鳴ります�

中継局ID 短縮番号�

‥‥�

パスワード�＃� ＃� ＃�

＃�＃�

●手動で(受話器をあげて)送信する場合

ダイヤル指示の形式は、以下のとおりです。

●PB信号を送出可能なG3ファクスから本機に対して手動送信することができます。

中継局電話番号�「ピープルプル」
音を確認�

「ピーピーピー」
音を確認�

「ピーピーピー」
と鳴ります�

中継局ID 短縮番号�

‥‥�

パスワード�＃� ＃� ＃�

＃�＃�

参 照�参 照�

●「2-2 原稿をセット
する」を参照してくだ
さい。
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7-3 遠隔地に中継同報する(リモート中継同報)

リモート中継同報は、中継局を2つ以上経由して同報送信する機能です。
中継同報より、大規模に、かつ遠方に対しての送信を経済的に行うことができます。

●リモート中継同報のしくみ

リモート中継同報にも中継同報と同様に、以下の2つの方式が使えます。
●FAX信号方式
独自の通信手順を用いているため、特定の中継同報可能機のみ使用できます。通信モー
ドは、G3およびG4が可能です。

●PB信号方式
PB信号を送出可能で、かつ通信モードG3で手動送信が可能な機種であれば、本機に対
してリモート中継同報指示が可能です。

自局自局�自局�

中継�
送信先�
中継�
送信先�

中継�
送信先�
中継�
送信先�

中継�
送信先�
中継�
送信先�

1次�
中継局�
1次�
中継局�

2次�
中継局�
2次�
中継局�

7-3 遠隔地に中継同報する(リモート中継同報)

補 足�補 足�

●2次中継局からは、複
数の同報指示(マルチ
中継同報)ができます。

補 足�補 足�

●1次中継局、および2
次中継局として使用で
きる機種は限定されま
す。詳しくは、当社の
サービス取扱所へお問
い合わせください。

ここで使うボタン�

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■ 蓄積文書あり� ■  割り込み�

クリア�

リセット�

ストップ�

スタート�

設定確認�

機能切り替え�

節電中/解除�
061

066

ジョブメモリー�

062

067

063

068

064

069

065

070

M06

M02M01 M03 M04 M05

M07 M08 M09 M10

M11 M12 M13 M14 M15

M16 M17 M18 M19 M20

ファクス�
コピー�

メニュー�

テンキー�

スタートボタン�

サブダイヤル/�
キーボード�

高画質�

標準�

送信画質�

文字�

原稿の画質� 送信濃度�

超高画質�

ポーズ（ー）�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

文字/写真�

写真(中間調)

短縮（グループ）�

宛先表�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量100%
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7

FAX信号方式の場合

FAX信号方式の場合、事前に短縮ダイヤルに登録しておく必要があります。
「8-2 短縮ダイヤルに登録する」を参照して、まず登録してください。

また、短縮ダイヤルの登録には、登録先に以下の情報が必要です。

登録先 登　　録　　内　　容

指示局

● 短縮番号001～500のいずれかに中継同報を登録します。

・1次中継局に登録されている指示局の短縮番号を中継局IDとして登録します。

・1次中継局に登録されている2次中継局の短縮番号を同報送信宛先として登録し

ます。

1次中継局

2次中継局

● 1次中継局に登録されている指示局の短縮番号と同じ番号に1次中継局を登録し、

中継同報指示局を に設定します。

● 中継送信先を短縮番号に登録します。

・1次中継局からは2次中継局の短縮番号001～099を中継送信先として指定でき

ます。また、中継送信先を2次中継局のグループで指定する場合は、短縮番号

100以上を中継送信先にすることができます。

する�

● 指示局を短縮番号の001～099のいずれかに登録し、その中継指示局登録を

に設定します。

● 2次中継局を短縮番号の001～099のいずれかに登録します。

・2次中継局に登録されている1次中継局の短縮番号を中継局IDとして登録します。

・2次中継局に登録されている中継送信先の短縮番号を同報送信宛先として登録し

ます。

する�
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7-3 遠隔地に中継同報する(リモート中継同報)

中継同報が登録されている短縮番
号を指定します。

サブダイヤル/�
キーボード�

高画質�

標準�

送信画質�

文字/写真�

写真(中間調)

文字�

原稿の画質� 送信濃度�

超高画質�

ポーズ（ー）�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

100%

短縮（グループ）�

宛先表�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�22

3

6

9

C

■

クリア�

ストップ�

スタート�

06

ジョブメ

を押します。スタート�33

原稿をセットします。

操作手順�操作手順�

11
参 照�参 照�

●「2-2 原稿をセット
する」を参照してくだ
さい。
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7
● 1次中継局に登録されている指示局の短縮番号と同じ番号に1次中継局を登録し、中継

同報指示局を に設定します。

● 中継送信先を短縮番号001～099に登録します。

する�2次中継局

PB信号方式の場合

PB信号方式では、次ページのダイヤル指示で、リモート中継同報することができます。
●パスワード
事前に登録した2けたの数字のパスワード
(工場出荷時は設定されていません。パスワードを設定する場合は、当社のサービス取
扱所にお問い合わせください。)

●中継局ID
1次中継局に登録されている指示局の短縮番号

●短縮番号
1次中継局に登録されている2次指示局の短縮番号

また、FAX信号方式と同様に1次中継局、2次中継局に以下の登録が必要です。

登録先 登　　録　　内　　容

1次中継局

● 指示局を短縮番号001～099のいずれかに登録し、その中継指示局登録を に

設定します。

● 2次中継局を短縮番号の001～099のいずれかに登録します。

・2次中継局に登録されている1次中継局の短縮番号を中継局IDとして登録します。

・2次中継局に登録されている中継送信先の短縮番号を同報送信宛先として登録し

ます。

する�

7-3 遠隔地に中継同報する(リモート中継同報)
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7-3 遠隔地に中継同報する(リモート中継同報)

原稿をセットします。11参 照�参 照�

●「2-2 原稿をセット
する」を参照してくだ
さい。

を押します。スタート�

を2回選択し、タッチパネルディスプレイ上にキーボード
を表示し、以下の形式を入力します。

複数の中継同報を行う場合には、 を押して指示します。次宛先�

サブダイヤル/�
キーボード�22

33

短縮番号� ＄�＃�＃�＃�パスワード�1次中継局電話番号�！� ＄�＃�￥� ￥�中継局ID�

ダイヤル指示の形式は、以下のとおりです。

●本機種から本機種に対してのみ、指示が可能です。

●PB信号を送出可能なG3ファクスから本機に対して手動送信することができます。

以下の2とおりの方法があります。
●自動送信(受話器をあげずに送信)、または短縮ダイヤルに登録する場合

「ピープルプル」
音を確認�

「ピーピーピー」
音を確認�

短縮番号�

パスワード�1次中継局電話番号� 中継局ID＃� ＃�

＃�＃�

ダイヤル指示の形式は、以下のとおりです。

●手動で(受話器をあげて)送信する場合

短縮番号� ＄�＃�＃�＃�中継局IDパスワード�1次中継局電話番号�！� ＄�＃�￥� ￥��

参 照�参 照�

●「2-2 原稿をセット
する」を参照してくだ
さい。

原稿をセットします。11
受話器をとります。22

スタートボタンを押します。

（機種によりスタート指示の方法は異なります。）

以下の手順で入力します。33

44

「ピープルプル」
音を確認�

「ピーピーピー」
音を確認�

短縮番号�

パスワード�1次中継局電話番号� ＃�

＃�＃�

中継局ID ＃�

補 足�補 足�

●ダイヤル回線で使用し
ている場合は、電話番
号を入力後、PB信号
に切り替えてくださ
い。

補 足�補 足�

●ダイヤル回線で使用し
ている場合は、電話番
号の直後に を入力
してください。

：�
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7

原稿のサイズにかかわりなく、指定したサイズや倍率で原稿を読み取ります。
意図的に余白を設けたり、余分な部分を削除して送信することができます。
また倍率を指定すると読み取った原稿を指定した倍率に拡大/縮小して送信します。
原稿サイズを指定したときの読み取り方は、原稿ガラスを使う場合と、自動両面原稿送り
装置を使う場合で、次のように異なります。

●原稿ガラスを使うとき
原稿の幅/長さともに指定されたサイズで読み取ります。

●自動両面原稿送り装置を使うとき
原稿の幅は指定されたサイズで読み取りますが、原稿の長さは原稿サイズのまま読み取
ります。

7-4
範囲や倍率を指定して送信する
(読み取り指定)

読み取り方向�
●原稿サイズより小さな�
　サイズを指定したとき�

●原稿サイズより大きな�
　サイズを指定したとき�

画像が�
切れる�

余白が�
できる�

Portable 
Phone

Portable 
Phone

Portable 
Phone

rtable 
one

原　稿� 原稿ガラス� 読み取り方�

原稿送り方向�

●原稿サイズより大きなサイズを�
　指定したとき�

余白が�
できる�

●原稿サイズより小さなサイズを�
　指定したとき�

画像が�
切れる�

自動両面原稿送り装置� 読み取り方�
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7-4 範囲や倍率を指定して送信する(読み取り指定)

操作手順�操作手順�

11

読み取り指定�

100%

読み取りサイズ� 読み取り倍率�

閉じる�取り消し�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

( 5 0～400 )

自動検知�

B5

自動%A5

A4

B4 A4

A3

%自動�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

100%

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

原稿の画質�送信画質� 送信濃度�

読み取り指定�通信モ－ド� 並列合成送信�

発信元記録�送信シ－ト� 時刻指定�

両面原稿送り�

ペ－ジ連写� オンフック/�
手動送受信�

次のペ－ジがあります. . .

モニタ－�
レポ－ト�

前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

宛先を指定してください�
[  宛先番号  ]

優先送信�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

ミックスサイズ�
原稿送り�

読み取りサイズを選択します。

ファクス機能一覧画面の
を選択します。

読み取り指定�

原稿をセットします。

参 照�参 照�

●「2-2 原稿をセット
する」を参照してくだ
さい。

補 足�補 足�

●原稿サイズと同じ大き
さで読み取る場合に
は、 を選択し
ます。

自動検知�

22

33

ここで使うボタン�

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■ 蓄積文書あり� ■  割り込み�

クリア�

リセット�

ストップ�

スタート�

設定確認�

機能切り替え�

節電中/解除�
061

066

ジョブメモリー�

062

067

063

068

064

069

065

070

M06

M02M01 M03 M04 M05

M07 M08 M09 M10

M11 M12 M13 M14 M15

M16 M17 M18 M19 M20

ファクス�
コピー�

メニュー�

テンキー�

スタートボタン�

100%

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

原稿の画質�送信画質� 送信濃度�

読み取り指定�通信モ－ド� 並列合成送信�

発信元記録�送信シ－ト� 時刻指定�

両面原稿送り�ミックスサイズ�
原稿送り�

ペ－ジ連写� 優先送信� オンフック/�
手動送受信�

次のペ－ジがあります. . .

モニタ－�
レポ－ト�

前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

宛先を指定してください�
[  宛先番号  ]

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�
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86 7-4 範囲や倍率を指定して送信する(読み取り指定)

7

読み取り指定�

読み取り倍率�

閉じる�取り消し�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

( 5 0～400 )

自動検知�

B5

自動%A5

A4

B4 A4

A3

%103

100%

読み取りサイズ�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�
倍率を指定する場合には、

を選択して設定します。
44

●読み取り倍率の は最大蓄積サイズが原
稿サイズよりも小さい場合、収まるサイズま
で縮小して読み取る機能です。

●倍率を指定する場合は、自動回転送信されま
せん。

自動％�

を選択します。閉じる�

読み取り指定�

読み取り倍率�

閉じる�取り消し�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

( 5 0～400 )

自動検知�

B5

自動%A5

A4

B4 A4

A3

%103

100%

読み取りサイズ�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�55

参 照�参 照�

●「3-3 相手先を指定
する」を参照してくだ
さい。

相手先を指定し、 を押し
ます。

原稿が読み取られ、送信が開始されます。

スタート�
3

6

9

C

■

クリア�

ストップ�

スタート�

06

ジョブメ

66

参 照�参 照�

●最大蓄積サイズについ
ては、「8-2 短縮ダイ
ヤルに登録する」の
「最大蓄積サイズを設
定する」を参照してく
ださい。
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7-5 複数の原稿を1枚に合成して送信する(並列合成送信)

自動両面原稿送り装置を使用して、複数枚の原稿を1枚の原稿に合成して送信することが
できます。
原稿の長さに関係なく、前の原稿の後ろに次の原稿が合成されます。

たとえば、2枚の原稿を合成する場合には、以下のようになります。参 照�参 照�

●自動両面原稿送り装置
にセットできる原稿に
ついては、「2-1 原稿
について」を参照して
ください。

●原稿を合成した結果原稿が長くなると、受信側で分割される場合があります。

補 足�補 足�

●合成できる枚数は、最
大9枚までです。

●指定枚数よりも原稿
の枚数が少ない場合
は、読み取った分の
原稿のみを合成して
送信します。

7-5
複数の原稿を1枚に合成して送信する
(並列合成送信)

BA

BA

原稿(1枚目)

 蓄積された�
イメージ�

原稿(2枚目)

ここで使うボタン�

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■ 蓄積文書あり� ■  割り込み�

クリア�

リセット�

ストップ�

スタート�

設定確認�

機能切り替え�

節電中/解除�
061

066

ジョブメモリー�

062

067

063

068

064

069

065

070

M06

M02M01 M03 M04 M05

M07 M08 M09 M10

M11 M12 M13 M14 M15

M16 M17 M18 M19 M20

ファクス�
コピー�

メニュー�

テンキー�

スタートボタン�

100%

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

原稿の画質�送信画質� 送信濃度�

読み取り指定�通信モ－ド� 並列合成送信�

発信元記録�送信シ－ト� 時刻指定�

両面原稿送り�ミックスサイズ�
原稿送り�

ペ－ジ連写� 優先送信� オンフック/�
手動送受信�

次のペ－ジがあります. . .

モニタ－�
レポ－ト�

前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

宛先を指定してください�
[  宛先番号  ]

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

自動両面原稿送り装置に原稿をセ
ットします。

操作手順�操作手順�

11
参 照�参 照�

●「2-2 原稿をセット
する」を参照してくだ
さい。
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7

ファクス機能一覧画面の
を選択します。

並列合成送信�
100%

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

原稿の画質�送信画質� 送信濃度�

読み取り指定�通信モ－ド� 並列合成送信�

発信元記録�送信シ－ト� 時刻指定�

両面原稿送り�

ペ－ジ連写� オンフック/�
手動送受信�

次のペ－ジがあります. . .

モニタ－�
レポ－ト�

前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

宛先を指定してください�
[  宛先番号  ]

優先送信�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

ミックスサイズ�
原稿送り�

22

原稿の枚数を で指定し
ます。

33
並列合成送信�

100%

閉じる�取り消し�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

1枚�

原稿枚数�

(2～9 )

2

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

を選択します。

が白黒反転表示されます。並列合成送信�

閉じる�

並列合成送信�

100%

閉じる�取り消し�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

1枚�

原稿枚数�

(2～9 )

2

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�44

参 照�参 照�

●「3-3 相手先を指定
する」を参照してくださ
い。

●送信した文書の確認や
中止の方法については、
「第4章　通信の中止と
通信状態の確認」を参照
してください。

相手先を指定し、 を押し
ます。

原稿が読み取られ、送信が開始されます。

スタート�55 3

6

9

C

■

クリア�

ストップ�

スタート�

06

ジョブメ
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7

7-6 表紙をつけて送信する（送信シート）

送信シートとは、原稿の先頭ページに表紙をつける機能です。
送信シートには、送信先、コメント、発信元名、こちらの電話番号、送信枚数、送信日時、
備考が記載されます。

参 照�参 照�

●設定方法は、「8 - 2
短縮ダイヤルに登録
する」を参照してく
ださい。

●コメント登録について
は、「8-10 コメント
を登録する」を参照し
てください。

7-6 表紙をつけて送信する(送信シート)

ファクス送信シート�

送信先　　　　　　　　　：　A株式会社�

　　　　　　　　　　　　：　折り返しTELしてください。�

発信元　　　　　　　　　：　ABC商事(株)�

　　　　　　　　　　　　：　竹林�

ファクス番号　　　　　　：　0312345679�

送信枚数　　　　　　　　：　10枚　(このシートを除く)�

送信日時　　　　　　　　：　99- 9-19；10:30AM�

備考　　　　　　　　　　：　再送信�

短縮ダイヤルで指定した場
合、短縮番号に登録されて
いる宛先名が記録されま
す。宛先名が登録されてい
ない場合は、空白となりま
す。�

コメントで指定した番号の
コメントが記録されます。�

登録されている発信元名が
記録されます。�

コメントで指定した番号の
コメントが記録されます。�

登録されている自局IDが記
録されます。G3通信の場
合はG3ID、G4通信の場合
はG4 IDが記録されます。�

蓄積枚数が記録されます。�

送信の開始時刻が記録され
ます。�

同報、親展、中継同報指
示、再送信された場合に記
録されます。�

ここで使うボタン�

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■ 蓄積文書あり� ■  割り込み�

クリア�

リセット�

ストップ�

スタート�

設定確認�

機能切り替え�

節電中/解除�
061

066

ジョブメモリー�

062

067

063

068

064

069

065

070

M06

M02M01 M03 M04 M05

M07 M08 M09 M10

M11 M12 M13 M14 M15

M16 M17 M18 M19 M20

ファクス�
コピー�

メニュー�

テンキー�

スタートボタン�

100%

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

原稿の画質�送信画質� 送信濃度�

読み取り指定�通信モ－ド� 並列合成送信�

発信元記録�送信シ－ト� 時刻指定�

両面原稿送り�ミックスサイズ�
原稿送り�

ペ－ジ連写� 優先送信� オンフック/�
手動送受信�

次のペ－ジがあります. . .

モニタ－�
レポ－ト�

前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

宛先を指定してください�
[  宛先番号  ]

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

●送信シートは、短縮ダイヤルに設定することができます。短縮ダイヤルに登録し、その短縮ダイヤ
ルで相手先を指定したときは次ページからの操作は不要になります。

● を設定した場合、送信シート自体には、発信元記録は記載されません。
●同報をテンキーで指示する場合には、送信シート機能は使用できません。必要な場合、短縮ダイヤ
ルに登録してください。

●送信シートのサイズおよび解像度は、原稿の1ページめに準じます。
●コメントは、あらかじめ登録が必要です。

発信元記録�
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7

操作手順�操作手順�

11

コメント�

送信シ－ト�

送信シ－トの上部に下のようにコメントが入ります。�

送　信　先�：＜短縮ダイヤルの相手先名が入ります＞�

コメント�

ファクス番号�

発　信　元�

100%宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

閉じる�取り消し�

：�

：ABC商事(株)

：�

：＜自局 IDが入ります＞�

フ ァ ク ス 送 信 シ － ト �

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

100%

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

原稿の画質�送信画質� 送信濃度�

読み取り指定�通信モ－ド� 並列合成送信�

発信元記録�送信シ－ト� 時刻指定�

両面原稿送り�

ペ－ジ連写� オンフック/�
手動送受信�

次のペ－ジがあります. . .

モニタ－�
レポ－ト�

前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

宛先を指定してください�
[  宛先番号  ]

優先送信�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

ミックスサイズ�
原稿送り�

コメントを入れる場合には、送信
先または発信元の を選択し
ます。

コメント　→�

ファクス機能一覧画面の
を選択します。

送信シート�

原稿をセットします。

参 照�参 照�

●「2-2 原稿をセット
する」を参照してくだ
さい。

22

33

1 　　　　　　折り返しTELください�
2 　　　　　　竹林�
3 　　　　　　(未登録)�
4 　　　　　　(未登録)�
5 　　　　　　(未登録)�
6 　　　　　　(未登録)�
7 　　　　　　(未登録)�
8 　　　　　　(未登録)�
9 　　　　　　(未登録)�
10   　　　　　(未登録)

閉じる�送信シ－ト�
送信先コメント�

コメント番号　コメント内容�

取り消し�

前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

�
コメントを選択してください。�
[取り消し]を選択すると、コメントは付きません。�

100%ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�コメント番号を直接指で触れる
か を使って選択します。

44



便
利
な
機
能
を
使
っ
た
通
信

91

7

7-6 表紙をつけて送信する（送信シート）

55

3

6

9

C

■

クリア�

ストップ�

スタート�

06

ジョブメ

コメント�

送信シ－ト�

送信シ－トの上部に下のようにコメントが入ります。�

送　信　先�：＜短縮ダイヤルの相手先名が入ります＞�

コメント�

ファクス番号�

発　信　元�

100%宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

閉じる�取り消し�

：折り返しTELください�

：ABC商事(株)

：竹林�

：＜自局 IDが入ります＞�

フ ァ ク ス 送 信 シ － ト �

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

閉じる�送信シ－ト�
送信先コメント� 取り消し�

�
コメントを選択してください。�
[取り消し]を選択すると、コメントは付きません。�

100%

1 　　　　　　折り返しTELください�
2 　　　　　　竹林�
3 　　　　　　(未登録)�
4 　　　　　　(未登録)�
5 　　　　　　(未登録)�
6 　　　　　　(未登録)�
7 　　　　　　(未登録)�
8 　　　　　　(未登録)�
9 　　　　　　(未登録)�
10   　　　　　(未登録)

コメント番号　コメント内容�

前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

相手先を指定し、 を押し
ます。

原稿が読み取られ、送信が開始されます。

スタート�

を選択します。

が白黒反転表示されます。送信シート�

閉じる�

を選択します。

送信先コメントも発信元コメントも同様
に選択します。

閉じる�

参 照�参 照�

●電話番号の指定方法に
ついては、「3-3 相
手先を指定する」を参
照してください。

66

77
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7

補 足�補 足�

●工場出荷時の
は に設定され
ています。初期値を変
更したいときは、「9-1
仕様設定について」を
参照してください。

あり�

発信元記録�

参 照�参 照�

●発信元名、自局IDの登
録については「8-5 発
信元名を登録する」「8-
6 G3 IDと回線を設
定する」「8-7 G4 ID
を設定する」を参照して
ください。

7-7
こちらの名前や番号をつけて送信する
(発信元記録)

99- 9-19；10:30AM；　ABC商事(株)　　　A株式会社　　　　；0312345679　　＃ 1/ 3

送信日時� 発信元名� 宛先名� 自局ID 枚数�

原稿をセットします。

操作手順�操作手順�

11
参 照�参 照�

●「2-2 原稿をセット
する」を参照してくだ
さい。

ここで使うボタン�

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■ 蓄積文書あり� ■  割り込み�

クリア�

リセット�

ストップ�

スタート�

設定確認�

機能切り替え�

節電中/解除�
061

066

ジョブメモリー�

062

067

063

068

064

069

065

070

M06

M02M01 M03 M04 M05

M07 M08 M09 M10

M11 M12 M13 M14 M15

M16 M17 M18 M19 M20

ファクス�
コピー�

メニュー�

テンキー�

スタートボタン�

100%

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

原稿の画質�送信画質� 送信濃度�

読み取り指定�通信モ－ド� 並列合成送信�

発信元記録�送信シ－ト� 時刻指定�

両面原稿送り�ミックスサイズ�
原稿送り�

ペ－ジ連写� 優先送信� オンフック/�
手動送受信�

次のペ－ジがあります. . .

モニタ－�
レポ－ト�

前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

宛先を指定してください�
[  宛先番号  ]

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

発信元記録とは、相手先に出力する文書に発信元名、送信日時、自局ID、枚数をつけて送
信する機能です。
相手先でいつどこから送信された文書なのかが、確認しやすくなります。

●発信元記録は、原稿のデータの先端に上書きするため、相手側が受信する文書の先端の情報が
約5mm程度欠ける場合があります。

●宛先名は、短縮登録されているものだけが記録されます。
●再送された文書の場合は、送信日時の左側に「再送」と印字されます。
●同報で発信元記録をつける場合は、すべての相手先に発信元記録をつけて送信します。
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7-7 こちらの名前や番号をつけて送信する(発信元記録)

3

6

9

C

■

クリア�

ストップ�

スタート�

06

ジョブメ

100%

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

原稿の画質�送信画質� 送信濃度�

読み取り指定�通信モ－ド� 並列合成送信�

発信元記録�送信シ－ト� 時刻指定�

両面原稿送り�

ペ－ジ連写� オンフック/�
手動送受信�

次のペ－ジがあります. . .

モニタ－�
レポ－ト�

前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

宛先を指定してください�
[  宛先番号  ]

優先送信�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

ミックスサイズ�
原稿送り�

相手先を指定し、 を押し
ます。

原稿が読み取られ、送信が開始されます。

スタート�

ファクス機能一覧画面の を
選択します。

が白黒反転表示されます。発信元記録�

発信元記録�

補 足�補 足�

●工場出荷時は発信元記
録がつくように設定さ
れています。通常、選
択する必要はありませ
ん。 が白黒反
転表示されていること
を確認してください。

発信元記録�

補 足�補 足�

●電話番号の指定方法に
ついては、「3-3 相
手先を指定する」を参
照してください。

22

33
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7

指定した時刻に通信を開始します。
電話料金の安い深夜などを利用して、通信するときなどに便利です。

7-8
時刻を指定して通信する
(時刻指定)

●指定できる時刻は、24時間以内です。日付の指定はできません。
●短縮ダイヤルに登録しておくこともできます。ただし、同報送信時、短縮ダイヤル、またはグ
ループで相手先を指定した場合は、短縮ダイヤルに登録されている時刻指定は無効になります。

●指定時刻に回線が使用中などの理由で送信できなかった場合は、通信可能になり次第送信します。

送信の場合は、原稿をセットします。

操作手順�操作手順�

11
参 照�参 照�

●「2-2 原稿をセット
する」を参照してくだ
さい。

ここで使うボタン�

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■ 蓄積文書あり� ■  割り込み�

クリア�

リセット�

ストップ�

スタート�

設定確認�

機能切り替え�

節電中/解除�
061

066

ジョブメモリー�

062

067

063

068

064

069

065

070

M06

M02M01 M03 M04 M05

M07 M08 M09 M10

M11 M12 M13 M14 M15

M16 M17 M18 M19 M20

ファクス�
コピー�

メニュー�

テンキー�

スタートボタン�

100%

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

原稿の画質�送信画質� 送信濃度�

読み取り指定�通信モ－ド� 並列合成送信�

発信元記録�送信シ－ト� 時刻指定�

両面原稿送り�ミックスサイズ�
原稿送り�

ペ－ジ連写� 優先送信� オンフック/�
手動送受信�

次のペ－ジがあります. . .

モニタ－�
レポ－ト�

前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

宛先を指定してください�
[  宛先番号  ]

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

ファクス機能一覧画面の
を選択します。

時刻指定�
100%

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

原稿の画質�送信画質� 送信濃度�

読み取り指定�通信モ－ド� 並列合成送信�

発信元記録�送信シ－ト� 時刻指定�

両面原稿送り�

ペ－ジ連写� オンフック/�
手動送受信�

次のペ－ジがあります. . .

モニタ－�
レポ－ト�

前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

宛先を指定してください�
[  宛先番号  ]

優先送信�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

ミックスサイズ�
原稿送り�

22

注 記�注 記�
●時刻指定機能が設定されている場合に電源を切ったり、停電があった場合は、時刻指定の設定は
取り消され、電源が入った時に通信を開始します。
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7

7-8 時刻を指定して通信する(時刻指定)

時刻を設定します。

で時または分を選択し、テンキー
で入力します。また、 / を
選択します。

午後(PM)午前(AM)

時/分選択� 時刻指定�

100%

午後( PM )

午前(AM )

時�

通信開始時刻� 現在の時刻�
PM ( 1～12 )

時/分選択�

閉じる�取り消し�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

9 分�

( 00～59 )

0 0 AM  1 1 : 4 0

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�33

3

6

9

C

■

クリア�

ストップ�

スタート�

06

ジョブメ

時刻指定�

100%

午後( PM )

午前(AM )

時�

通信開始時刻� 現在の時刻�
PM ( 1～12 )

時/分選択�

閉じる�取り消し�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

1 2 分�

( 00～59 )

3 0 AM  1 1 : 4 0

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�
を選択します。閉じる�44

55
参 照�参 照�

●「3-3 相手先を指定
する」を参照してくだ
さい。

●時刻指定通信を設定し
た文書を取り消す方法
については、「第4章
通信の中止と通信状態
の確認」を参照してく
ださい。

参 照�参 照�

●初期値は、午後9時に
設定されています。設
定を変更する場合は、
「9-1 仕様設定につ
いて」を参照してくだ
さい。

●指定時刻を過ぎてから を押した場合
は、翌日の指定時刻に送信します。

スタート�

●24時間表示の場合は、 と は
表示されません。

午後(PM)午前(AM)

相手先を指定し、 を押し
ます。

送信の場合は、原稿が読み取られ、メモ
リーに蓄積されます。

スタート�
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96 7-9 異なるサイズの原稿を一度に送信する(ミックスサイズ原稿送り)

7

サイズの異なる原稿を一度に読み取ることができます。

7-9
異なるサイズの原稿を一度に送信する
（ミックスサイズ原稿送り）

異なるサイズの原稿� それぞれの原稿サイズを検知して読み取る�

3

A

B

2

Report

1 3

A

B

2

Report

1

ここで使うボタン�

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■ 蓄積文書あり� ■  割り込み�

クリア�

リセット�

ストップ�

スタート�

設定確認�

機能切り替え�

節電中/解除�
061

066

ジョブメモリー�

062

067

063

068

064

069

065

070

M06

M02M01 M03 M04 M05

M07 M08 M09 M10

M11 M12 M13 M14 M15

M16 M17 M18 M19 M20

ファクス�
コピー�

メニュー�

テンキー�

スタートボタン�

100%

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

原稿の画質�送信画質� 送信濃度�

読み取り指定�通信モ－ド� 並列合成送信�

発信元記録�送信シ－ト� 時刻指定�

両面原稿送り�ミックスサイズ�
原稿送り�

ペ－ジ連写� 優先送信� オンフック/�
手動送受信�

次のペ－ジがあります. . .

モニタ－�
レポ－ト�

前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

宛先を指定してください�
[  宛先番号  ]

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

●ミックスサイズ原稿送り機能を使う場合は、原稿サイズを検知できるA5 からA3までの定形
サイズの原稿をセットしてください。

●読み取り指定機能を設定した場合は、指定した読み取りサイズで読み取られます。
●並列合成送信と併用させると、ミックスサイズ原稿送りは機能しません。

補 足�補 足�

●原稿をクリップやホチ
キスでとめている場合
ははずします。

原稿を自動両面原稿送り装置に
セットします。

右図のようにすべての原稿を原稿ガイド
(固定)側にそろえて当て、原稿ガイド(可
動)を最大原稿幅の位置に合わせます。

操作手順�操作手順�

11
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7

7-9 異なるサイズの原稿を一度に送信する(ミックスサイズ原稿送り)

ファクス機能一覧画面の を
選択します。

ミックスサイズ�
原稿送り�

100%

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

原稿の画質�送信画質� 送信濃度�

読み取り指定�通信モ－ド� 並列合成送信�

発信元記録�送信シ－ト� 時刻指定�

両面原稿送り�ミックスサイズ�
原稿送り�

ペ－ジ連写� オンフック/�
手動送受信�

次のペ－ジがあります. . .

モニタ－�
レポ－ト�

前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

宛先を指定してください�
[  宛先番号  ]

優先送信�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�22

相手先を指定し、 を押し
ます。

スタート�

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

■ 通信中� ■■ 蓄積文書あり�
■  割り込み�

クリア�

リセット�

ストップ�

スタート�

33
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98 7-10 両面原稿を送信する(両面原稿送り)

7

自動両面原稿送り装置を使用して、両面原稿を自動的に読み取って送信します。

●基本的な両面原稿の送信

●異なるサイズの両面原稿の送信（ミックスサイズ原稿送り選択時）

●並列合成送信との併用による両面原稿の送信

7-10 両面原稿を送信する(両面原稿送り)

補 足�補 足�

●メモリーがいっぱいに
なったときには、両面
送信できません。タッ
チパネルディスプレイ
にメッセージが表示さ
れたときには、メッセ
ージに従ってください。

● 選択中は原稿
ガラスから原稿を読
み取ることはできま
せん。

●並列合成送信と同時
に を選択した
場合は、1枚めの原稿
は合成されません。発
信元記録は合成後の各
ページの先端部分に記
録されます。

表紙のうら面は�
送信しない�

両面原稿送り�

1枚目� 2枚目�

A

B

FAXFAX

原　稿� 蓄積されたイメージ�

4
43231 1

3231 1

送信側� 蓄積されたイメージ�

1
21

43

送信側� 蓄積されたイメージ�
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7

7-10 両面原稿を送信する(両面原稿送り)

自動両面原稿送り装置に原稿をセ
ットします。

操作手順�操作手順�

11

ファクス機能一覧画面の
を選択します。

両面原稿送り�
100%

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

原稿の画質�送信画質� 送信濃度�

読み取り指定�通信モ－ド� 並列合成送信�

発信元記録�送信シ－ト� 時刻指定�

両面原稿送り�

ペ－ジ連写� オンフック/�
手動送受信�

次のペ－ジがあります. . .

モニタ－�
レポ－ト�

前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

宛先を指定してください�
[  宛先番号  ]

優先送信�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

ミックスサイズ�
原稿送り�

22

ここで使うボタン�

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■ 蓄積文書あり� ■  割り込み�

クリア�

リセット�

ストップ�

スタート�

設定確認�

機能切り替え�

節電中/解除�
061

066

ジョブメモリー�

062

067

063

068

064

069

065

070

M06

M02M01 M03 M04 M05

M07 M08 M09 M10

M11 M12 M13 M14 M15

M16 M17 M18 M19 M20

ファクス�
コピー�

メニュー�

テンキー�

スタートボタン�

100%

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

原稿の画質�送信画質� 送信濃度�

読み取り指定�通信モ－ド� 並列合成送信�

発信元記録�送信シ－ト� 時刻指定�

両面原稿送り�ミックスサイズ�
原稿送り�

ペ－ジ連写� 優先送信� オンフック/�
手動送受信�

次のペ－ジがあります. . .

モニタ－�
レポ－ト�

前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

宛先を指定してください�
[  宛先番号  ]

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

参 照�参 照�

●「2-2 原稿をセット
する」を参照してくだ
さい。
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100 7-10 両面原稿を送信する(両面原稿送り)

7

●原稿のセットのしかたと相手先でのプリントのされかた

1 1

32 3 2

3

2 3

2

左とじ�

の場合�

右とじ�

の場合�

上とじ�

の場合�

下とじ�

の場合�

天地を揃えて�
片面ずつ読み�
取る�

原　稿� 原稿セットのしかた� 蓄積されたイメージ�

両面原稿送り�

100%

とじ位置� 送信ペ－ジ�

閉じる�取り消し�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

左とじ�

右とじ�

全ペ－ジ�

上とじ�

下とじ�

表紙のうら面は�
送信しない�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�全ページを両面送信する場合は
を、1枚目のうら面を送信

しない場合は を選択します。表紙のうら面は�
送信しない�

全ページ�

補 足�補 足�

● を選択すると
設定が取り消されます。

取り消し�

44

両面原稿送り�

100%

とじ位置� 送信ペ－ジ�

閉じる�取り消し�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

左とじ�

右とじ�

全ペ－ジ�

上とじ�

下とじ�

表紙のうら面は�
送信しない�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�を選択します。閉じる�55

補 足�補 足�

● 、 、
、 の

選択が異なると相手先
で天地の向きが正しく
プリントされません。

● または
が選択されて

いる場合、原稿の裏
面は反転して送信さ
れます。

● を選択した場
合、多量の原稿を小分
けに蓄積することはで
きません。 を
選択後の1枚めの原稿
は表紙として認識さ
れ、うら面が送信され
ません。自動両面原稿
送り装置の収容枚数の
範囲内で送信してくだ
さい。

次の原稿あり�

表紙のうら面は�
送信しない�

下とじ�

上とじ�

下とじ�上とじ�

右とじ�左とじ�

、 、 、
を原稿のとじ位置に応じて

選択します。

下とじ�

上とじ�右とじ�左とじ�

両面原稿送り�

100%

とじ位置� 送信ペ－ジ�

閉じる�取り消し�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

左とじ�

右とじ�

全ペ－ジ�

上とじ�

下とじ�

表紙のうら面は�
送信しない�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�33
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7

7-10 両面原稿を送信する(両面原稿送り)

3

6

9

C

■

クリア�

ストップ�

スタート�

06

ジョブメ

相手先を指定し、 を押し
ます。

原稿が読み取られ、送信されます。

スタート�

参 照�参 照�

●「3-3 相手先を指定
する」を参照してくだ
さい。

66



便
利
な
機
能
を
使
っ
た
通
信

102 7-11 見開き原稿を左右に分割して送信する（ページ連写）

7

とじた原稿の見開きページを別々に読み取り送信することができます。

7-11
見開き原稿を左右に分割して送信する
（ページ連写）

原　稿� 蓄積されたイメージ�

ここで使うボタン�

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■ 蓄積文書あり� ■  割り込み�

クリア�

リセット�

ストップ�

スタート�

設定確認�

機能切り替え�

節電中/解除�
061

066

ジョブメモリー�

062

067

063

068

064

069

065

070

M06

M02M01 M03 M04 M05

M07 M08 M09 M10

M11 M12 M13 M14 M15

M16 M17 M18 M19 M20

ファクス�
コピー�

メニュー�

テンキー�

スタートボタン�

100%

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

原稿の画質�送信画質� 送信濃度�

読み取り指定�通信モ－ド� 並列合成送信�

発信元記録�送信シ－ト� 時刻指定�

両面原稿送り�ミックスサイズ�
原稿送り�

ペ－ジ連写� 優先送信� オンフック/�
手動送受信�

次のペ－ジがあります. . .

モニタ－�
レポ－ト�

前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

宛先を指定してください�
[  宛先番号  ]

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

●ページ連写機能は、自動両面原稿送り装置に原稿をセットしたときは使用できません。
●定型でない原稿や、サイズを検知できない原稿などは、正確に2等分されない場合があります。

原稿ガラスに原稿をセットし、原
稿カバーを閉じます。

操作手順�操作手順�

11
原稿のセット位置�

2 3 3 2
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7

7-11 見開き原稿を左右に分割して送信する（ページ連写）

ファクス機能一覧画面の
を選択します。

ページ連写�
ﾌｧｸｽ空ﾒﾓﾘ�100%

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

原稿の画質�送信画質� 送信濃度�

読み取り指定�通信モ－ド� 並列合成送信�

発信元記録�送信シ－ト� 時刻指定�

両面原稿送り�ミックスサイズ�
原稿送り�

ペ－ジ連写� オンフック/�
手動送受信�

次のペ－ジがあります. . .

原稿通過�
スタンプ�

モニタ－�
レポ－ト�

前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

宛先を指定してください�
[  宛先番号  ]22

または を選択し
ます。

右とじ原稿�左とじ原稿�

ここでは、例として を選択します。右とじ原稿�

ペ－ジ連写� 閉じる�取り消し�

左とじ原稿�

右とじ原稿�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

100%ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�33
補 足�補 足�

● と を
間違って選択すると、
ページ順で読み取りさ
れません。

右とじ原稿�左とじ原稿�

補 足�補 足�

● を選択すると
設定が取り消されます。

取り消し�

参 照�参 照�

●「3-3 相手先を指定
する」を参照してくだ
さい。

ペ－ジ連写� 閉じる�取り消し�

左とじ原稿�

右とじ原稿�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

100%ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�を選択します。閉じる�44

3

6

9

C

■

クリア�

ストップ�

スタート�

06

ジョブメ

相手先を指定し、 を押し
ます。

原稿の見開きページが別々に読み取られ、
送信されます。

スタート�55

左とじの原稿� 右とじの原稿�

2 3 3 2
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104 7-12 急ぎの通信があるとき(優先送信)

7

7-12 急ぎの通信があるとき(優先送信)

ここで使うボタン�

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■ 蓄積文書あり� ■  割り込み�

クリア�

リセット�

ストップ�

スタート�

設定確認�

機能切り替え�

節電中/解除�
061

066

ジョブメモリー�

062

067

063

068

064

069

065

070

M06

M02M01 M03 M04 M05

M07 M08 M09 M10

M11 M12 M13 M14 M15

M16 M17 M18 M19 M20

ファクス�
コピー�

メニュー�

テンキー�

スタートボタン�

100%

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

原稿の画質�送信画質� 送信濃度�

読み取り指定�通信モ－ド� 並列合成送信�

発信元記録�送信シ－ト� 時刻指定�

両面原稿送り�ミックスサイズ�
原稿送り�

ペ－ジ連写� 優先送信� オンフック/�
手動送受信�

次のペ－ジがあります. . .

モニタ－�
レポ－ト�

前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

宛先を指定してください�
[  宛先番号  ]

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

●通信中に優先送信を行う場合は、その通信が終わってから送信されます。
●時刻指定した場合は設定した時間に優先して送信されます。
●再送信となった場合は、設定しているリダイヤル間隔をとったあと、優先して送信されます。
●実行待ちの通信を優先させる場合は、「4-2 通信状態を確認する」の「通信待ち文書の確認」
を参照してください。ただし、すでに優先させている通信を優先させることはできません。

●同報先または集信先の1つ1つを個別に優先させることはできません。

原稿をセットします。

操作手順�操作手順�

11

ファクス機能一覧画面の を
選択します。

優先送信�
100%

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

原稿の画質�送信画質� 送信濃度�

読み取り指定�通信モ－ド� 並列合成送信�

発信元記録�送信シ－ト� 時刻指定�

両面原稿送り�

ペ－ジ連写� 優先送信� オンフック/�
手動送受信�

次のペ－ジがあります. . .

モニタ－�
レポ－ト�

前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

宛先を指定してください�
[  宛先番号  ]

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

ミックスサイズ�
原稿送り�

22

補 足�補 足�

●「2-2 原稿をセット
する」を参照してくだ
さい。

すでに予約されている通信よりも、優先させて送信やポーリングすることができます。
またすでに予約されている通信（実行待ち）を優先させることもできます。



便
利
な
機
能
を
使
っ
た
通
信

105

7

7-12 急ぎの通信があるとき(優先送信)

3

6

9

C

■

クリア�

ストップ�

スタート�

06

ジョブメ

相手先を指定し、 を押し
ます。

原稿が読み取られ、送信されます。

スタート�33
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7

親展通信とは、特定の人以外に見られたくない原稿を送受信する機能です。

親展通信には、以下の4つの機能があります。
●親展送信
親展送信した原稿は、相手先ファクスの親展ボックスに蓄積され、相手先で暗証番号を
入力すると出力されます。

●親展受信
受信した文書は親展ボックスに蓄積され、暗証番号を入力し、出力を指示すると出力さ
れます。

●親展ポーリング
親展ポーリングは、相手先の親展ボックスに蓄積されている文書を本機からの指示で送
信させます。

●親展ポーリング予約
相手先からの指示で送信できるように親展ボックスに文書を蓄積しておきます。

親展送信や親展ポーリングを行うには、相手先に親展ボックスを登録しておく必要があり
ます。
また、親展受信や親展ポーリング予約を行うには、自局に親展ボックスを登録しておく必
要があります。
親展ボックスは、通信する文書を蓄積し、暗証番号の設定により他の人に文書を見られる
ことなく通信します。

親展送信や親展ポーリングには、以下の2つの通信方式があります。
●FAX信号方式
独自の通信手順を用いているため、特定の親展通信可能機のみ使用できます。通信モー
ドは、G3およびG4が可能です。

●PB信号方式
PB信号を送出可能で、かつ通信モードG3で手動送信、または手動受信が可能な機種で
あれば、本機に対して親展送信、または親展ポーリングすることができます。

FAX信号方式とPB信号方式の2つの方式に分けて、各手順で説明します。

7-13 親展通信する(親展通信/親展ボックス)

親展受信�

親展送信�

親展ポーリング予約�

親展ポーリング�

補 足�補 足�

●暗証番号とは、親展ボ
ックス登録時に設定す
る4ケタの番号です。

補 足�補 足�

●親展通信の相手機は限
定されます。詳しくは、
当社のサービス取扱所
へお問い合わせくださ
い。

参 照�参 照�

●親展ボックスの登録に
ついては、「8-11 親
展ボックスを登録する」
を参照してください。
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7-13 親展通信する(親展通信/親展ボックス)

親展送信(FAX信号方式）

親展送信を行う場合、事前に相手先の親展ボックス番号の確認が必要です。

FAX信号方式で親展送信を行う方法には、以下の2種類の方法があります。
● の で指示する
●事前に短縮ダイヤルを登録し、短縮ダイヤルする

ここでは、 の で指示する方法について説明します。親展通信�ファクス機能一覧�

親展通信�ファクス機能一覧�

原稿をセットします。

操作手順�操作手順�

11
参 照�参 照�

●「2-2 原稿をセット
する」を参照してくだ
さい。

ここで使うボタン�

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■ 蓄積文書あり� ■  割り込み�

クリア�

リセット�

ストップ�

スタート�

設定確認�

機能切り替え�

節電中/解除�
061

066

ジョブメモリー�

062

067

063

068

064

069

065

070

M06

M02M01 M03 M04 M05

M07 M08 M09 M10

M11 M12 M13 M14 M15

M16 M17 M18 M19 M20

ファクス�
コピー�

メニュー�

テンキー�

スタートボタン�

宛先を指定してください�
[  宛先番号  ]

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

親展ボックス�親展通信� 送信先部数�

ポ－リング予約�
(相手用蓄積)

ポ－リング�
(相手から取出)

前のペ－ジがあります. . . 前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量100%

�

参 照�参 照�

●短縮ダイヤルへの登録
方法については、「8-
2 短縮ダイヤルに登
録する」を参照してく
ださい。

宛先を指定してください�
[  宛先番号  ]

100%

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

親展ボックス�親展通信� 送信先部数�

ポ－リング予約�
(相手用蓄積)

前のペ－ジがあります. . . 前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

原稿通過�
スタンプ�

ポ－リング�
(相手から取出)

ファクス機能一覧画面の を選択
し、 を選択します。親展通信�

次�
ページ�22
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7

3

6

9

C

■

クリア�

ストップ�

スタート�

06

ジョブメ

親展通信�

100%

決定/次選択�

送信/受信�相手先の　　�
ボックス番号�
(1～200 )

暗証番号�
�

(0000～9999)

親展ポ－リング�
(相手から取出)

親展送信�
(相手先へ蓄積)1

閉じる�取り消し�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

親展通信�

100%

決定/次選択�

送信/受信�相手先の　　�
ボックス番号�
(1～200 )

暗証番号�
�

(0000～9999)

親展ポ－リング�
(相手から取出)

親展送信�
(相手先へ蓄積)

閉じる�取り消し�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

相手先を指定し、 を押し
ます。

スタート�

を選択します。閉じる�

テンキーで相手先のボックス番号を
入力します。

補 足�補 足�

●暗証番号は、入力しな
くても送信できます。
暗証番号がまちがって
いた場合は送信されま
せん。

参 照�参 照�

●電話番号の指定方法に
ついては、「3-3 相
手先を指定する」を参
照してください。

33

44

55
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7-13 親展通信する(親展通信/親展ボックス)

ここで使うボタン�

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■ 蓄積文書あり� ■  割り込み�

クリア�

リセット�

ストップ�

スタート�

設定確認�

機能切り替え�

節電中/解除�
061

066

ジョブメモリー�

062

067

063

068

064

069

065

070

M06

M02M01 M03 M04 M05

M07 M08 M09 M10

M11 M12 M13 M14 M15

M16 M17 M18 M19 M20

ファクス�
コピー�

メニュー�

テンキー�

スタートボタン�

サブダイヤル/�
キーボード�

高画質�

標準�

送信画質�

文字�

原稿の画質� 送信濃度�

高画質�

ポーズ（ー）�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

文字/写真�

写真(中間調)

短縮（グループ）�

宛先表�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量100%

補 足�補 足�

●ここでいう親展ボック
ス番号は、相手先に登
録されている親展ボッ
クスの番号です。

●ダイヤル回線で使用し
ている場合は、電話番
号の入力後、PB信号
に切り替えてくださ
い。

親展送信を行う場合、事前に相手先の親展ボックス番号が必要です。

PB信号方式で親展送信を行う場合、以下の2とおりの方法があります。
●自動送信(受話器をあげずに送信)、または短縮ダイヤルに登録する場合

ダイヤル指示の形式は、以下のとおりです。

●手動で(受話器をあげて)送信する場合

ダイヤル指示の形式は、以下のとおりです。

ここでは、自動送信(ハンドセット(受話器)をあげずに送信)する方法を説明します。

親展送信(PB信号方式)

相手先電話番号� 相手先親展ボックス番号�！� ＄� ＃�＃�＄��

●本機種から本機種に対してのみ、指示が可能です。

●PB信号を送出可能なG3ファクスから本機に対して手動送信することができます。

「ピープルプル」
音を確認�

「ピーピーピー」
音を確認�

「ピーピーピー」
と鳴ります�

「スタート」の指示�
（機種により異なります）�

‥‥�相手先電話番号�

相手先親展ボックス番号�＃�＃�
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7
3

6

9

C

■

クリア�

ストップ�

スタート�

06

ジョブメ

サブダイヤル/�
キーボード�

高画質�

標準�

送信画質�

文字/写真�

写真(中間調)

文字�

原稿の画質� 送信濃度�

超高画質�

短縮（グループ）�

ポーズ（ー）�
宛先表�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�100%

を押します。スタート�

親展送信を指示します。

以下の形式で入力します。
「相手先電話番号」！＊＄「親展ボックス
番号」＃＃＄

参 照�参 照�

●「!」や「＊」などの
入力のしかたについて
は「1-6 文字の入力
のしかた」を参照して
ください。

22

33

操作手順�操作手順�

11 原稿をセットします。

参 照�参 照�

●「2-2 原稿をセット
する」を参照してくだ
さい。

●「!」や「＊」などの記号は、 を選択
して入力します

サブダイヤル/�
キーボード�

補 足�補 足�

●ダイヤル回線で使用し
ている場合は、電話番
号の直後に を入力
してください。

：�
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7-13 親展通信する(親展通信/親展ボックス)

親展受信

親展受信されると ■蓄積文書あり ランプが点灯し、親展受信レポートが出力されます。
親展受信レポートには、親展ボックス番号、ボックス名が記載されています。
ここでは、親展受信文書の出力のしかたについて説明します。

●本機では、PB信号方式で親展受信できますが、受け付けられる信号は、数字および＊、#のみで
す。

●親展受信レポートの詳細については、「10-12 親展受信レポートの見かた」を参照してくだ
さい。

ファクス機能一覧画面の を選
択し、 を選択します。親展ボックス�

次�
ページ�

宛先を指定してください�
[  宛先番号  ]

100%

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

親展ボックス�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

原稿通過�
スタンプ�

親展通信� 送信先部数�

ポ－リング予約�
(相手用蓄積)

前のペ－ジがあります. . . 前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

ポ－リング�
(相手から取出)

操作手順�操作手順�

11

ここで使うボタン�

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■ 蓄積文書あり� ■  割り込み�

クリア�

リセット�

ストップ�

スタート�

設定確認�

機能切り替え�

節電中/解除�
061

066

ジョブメモリー�

062

067

063

068

064

069

065

070

M06

M02M01 M03 M04 M05

M07 M08 M09 M10

M11 M12 M13 M14 M15

M16 M17 M18 M19 M20

ファクス�
コピー�

メニュー�

テンキー�

スタートボタン�

宛先を指定してください�
[  宛先番号  ]

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

親展ボックス�親展通信� 送信先部数�

ポ－リング予約�
(相手用蓄積)

ポ－リング�
(相手から取出)

前のペ－ジがあります. . . 前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量100%

�

親　展　受　信　レ　ポ　ー　ト�

○　親展文書を受信しました。�

　　　親展ボックス番号　：001�

　　　親展ボックス名　　：総務部長�

�

○　この親展レポートを�

　　上記親展ボックスの管理者へお渡しください。�

�

○　親展受信文書の排出はファクスの画面で次の手順で行います。�

　　「ファクス機能一覧」→「親展ボックス」→�

　　「ボックス番号の入力/暗証番号の入力」→「決定」→「プリント(文書取り出し)」→「スタート」�

時刻　　　　　　　　  99- 9-19; 3:30PM�
G3-ID　　　　　　　　　　 0312345679�
G4-ID�
自局名　　　　　　　　　　　  ABCショウジ�
発信元　　　　　　　　　　　   ABC商事(株)
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7

取り消し�親展ボックス�

�
指定された親展ボックスに予約文書を登録します。�
原稿をセットして[スタ－ト]ボタンを押してください。�

100%

次選択� 決定�

全文書削除�

文書あり�

文書登録 �
/取り出し�

本体の　　　�
ボックス番号�
(1～200 )

暗証番号�
�

(0000～9999)

ポ－リング予約�
(本体へ蓄積)
プリント�
(文書取り出し)

＊＊＊＊�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

1

親展ボックス�

100%

次選択�

本体の　　　�
ボックス番号�
(1～200 )

暗証番号�
�

(0000～9999)

取り消し�

�
親展ボックス番号と暗証番号を入力してください。�

決定�

全文書削除�

文書登録 �
/取り出し�

ポ－リング予約�
(本体へ蓄積)
プリント�
(文書取り出し)

＊＊＊＊�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

1

を選択し、 を押し
ます。

受信文書が出力され、文書データが削除
されます。

スタート�プリント�
(文書取り出し)

テンキーで暗証番号を入力し、
を選択します。決定�

補 足�補 足�

●暗証番号がまちがって
いた場合は、
を選択した時に異常入
力音が鳴り、
などのボタンが点線で
表示されます。

●親展ボックスに文書が
ないときには、

などのボタン
が点線で表示されます。

プリント�
(文書取り出し)

プリント�
(文書取り出し)

決定�

44

55

親展ボックス�

100%

次選択�

本体の　　　�
ボックス番号�
(1～200 )

暗証番号�
�

(0000～9999)

取り消し�

�
親展ボックス番号と暗証番号を入力してください。�

決定�

全文書削除�

文書登録 �
/取り出し�

ポ－リング予約�
(本体へ蓄積)
プリント�
(文書取り出し)

1

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

親展ボックス�

100%

次選択�

本体の　　　�
ボックス番号�
(1～200 )

暗証番号�
�

(0000～9999)

1

取り消し�

�
親展ボックス番号と暗証番号を入力してください。�

決定�

全文書削除�

文書登録 �
/取り出し�

ポ－リング予約�
(本体へ蓄積)
プリント�
(文書取り出し)

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

を選択します。

の左に が表示されます。暗証番号�

次選択�

テンキーで親展ボックスの番号を
入力します。

22

33

注 記�注 記�
●ポーリング予約文書が同じ親展ボックスに入っ
ている場合は、ポーリング予約文書も、プリン
トされ文書データは削除されます。
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親展ポーリング(FAX信号方式)

FAX信号方式で、親展ポーリングを行う場合、以下の2種類の方法があります。
● の で指示する
●事前に短縮ダイヤルに登録し、短縮ダイヤルする

ここでは、 の で指示する親展ポーリングの方法について説明します。
親展ポーリングを行う場合、相手先の親展ボックス番号と暗証番号が必要です。

親展通信�ファクス機能一覧�

親展ボックス�ファクス機能一覧�

ファクス機能一覧画面の を選
択し、 を選択します。親展通信�

次�
ページ�

宛先を指定してください�
[  宛先番号  ]

100%

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

親展ボックス�親展通信� 送信先部数�

ポ－リング予約�
(相手用蓄積)

前のペ－ジがあります. . . 前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

原稿通過�
スタンプ�

ポ－リング�
(相手から取出)

操作手順�操作手順�

11

ここで使うボタン�

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■ 蓄積文書あり� ■  割り込み�

クリア�

リセット�

ストップ�

スタート�

設定確認�

機能切り替え�

節電中/解除�
061

066

ジョブメモリー�

062

067

063

068

064

069

065

070

M06

M02M01 M03 M04 M05

M07 M08 M09 M10

M11 M12 M13 M14 M15

M16 M17 M18 M19 M20

ファクス�
コピー�

メニュー�

テンキー�

スタートボタン�

宛先を指定してください�
[  宛先番号  ]

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

親展ボックス�親展通信� 送信先部数�

ポ－リング予約�
(相手用蓄積)

ポ－リング�
(相手から取出)

前のペ－ジがあります. . . 前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量100%

�

参 照�参 照�

●短縮ダイヤルへの登録
方法については、「8-
2 短縮ダイヤルに登
録する」を参照してく
ださい。

補 足�補 足�

●一度のポーリングで、
複数の親展ボックスか
ら、文書を送信させる
ことはできません。
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7

親展通信�

100%

決定/次選択�

送信/受信�相手先の�
ボックス番号�
(1～200 )

暗証番号�
�

(0000～9999)

親展ポ－リング�
(相手から取出)

親展送信�
(相手先へ蓄積)

閉じる�取り消し�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

＊＊＊＊�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

1

親展通信�

100%

決定/次選択�

送信/受信�宛先局の　　�
ボックス番号�
(1～200 )

暗証番号�
�

(0000～9999)

親展ポ－リング�
(相手から取出)

親展送信�
(相手先へ蓄積)

閉じる�取り消し�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

1

＊＊＊＊�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

を選択します。親展ポーリング�
(宛先から取出)

テンキーで暗証番号を入力します。

補 足�補 足�

●暗証番号がまちがって
いた場合は、親展ポー
リングは行われませ
ん。

44

55

親展通信�

100%

決定/次選択�

送信/受信�相手先の　　　�
ボックス番号�
(1～200 )

暗証番号�
�

(0000～9999)

親展ポ－リング�
(相手から取出)

親展送信�
(相手先へ蓄積)

閉じる�取り消し�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

＊＊＊＊�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

1

を選択します。閉じる�66

親展通信�

100%

決定/次選択�

送信/受信�相手先の　　�
ボックス番号�
(1～200 )

暗証番号�
�

(0000～9999)

親展ポ－リング�
(相手から取出)

親展送信�
(相手先へ蓄積)

閉じる�取り消し�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

親展通信�

100%

決定/次選択�

送信/受信�相手先の　　�
ボックス番号�
(1～200 )

暗証番号�
�

(0000～9999)

親展ポ－リング�
(相手から取出)

親展送信�
(相手先へ蓄積)

閉じる�取り消し�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

を選択します。

の左に が表示されます。暗証番号�

決定/次選択�

テンキーで親展ボックスの番号を
入力します。

22

33
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3

6

9

C

■

クリア�

ストップ�

スタート�

06

ジョブメ

相手先を指定し、 を押し
ます。

スタート�

補 足�補 足�

●電話番号の指定方法に
ついては、「3-3 相
手先を指定する」を参
照してください。

77

親展ポーリング(PB信号方式)

PB信号方式で親展ポーリングを指示する場合、以下の2種類の方法があります。
●自動でポーリング、または短縮ダイヤルに登録する場合

ダイヤル指示の形式は、以下のとおりです。

●手動でポーリングする場合

ダイヤル指示の形式は、以下のとおりです。

ここでは、自動でポーリングする方法を説明します。

補 足�補 足�

●一度のポーリングで、
複数の親展ボックスか
ら、文書を送信させる
ことはできません。

●ダイヤル回線で使用し
ている場合は、電話番
号の入力後、PB信号
に切り替えてくださ
い。

＄�相手先電話番号� 相手先親展ボックスの暗証番号�！� ＄�＃�￥� ￥�� � �

「ピープルプル」
音を確認�

「ピーピーピー」
音を確認�

「ピーピーピー」
と鳴ります�

手動受信指示�
(機種により異なります。)

‥‥�相手先電話番号�

相手先親展ボックスの暗証番号�＃�

●本機種から本機種に対してのみ、指示が可能です。

●PB信号を送出可能なG3ファクスから本機に対して指示することができます。
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7

ここで使うボタン�

サブダイヤル/�
キーボード�

高画質�

標準�

送信画質�

文字�

原稿の画質� 送信濃度�

高画質�

ポーズ（ー）�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

文字/写真�

写真(中間調)

短縮（グループ）�

宛先表�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量100% 1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■ 蓄積文書あり� ■  割り込み�

クリア�

リセット�

ストップ�

スタート�

設定確認�

機能切り替え�

節電中/解除�
061

066

ジョブメモリー�

062

067

063

068

064

069

065

070

M06

M02M01 M03 M04 M05

M07 M08 M09 M10

M11 M12 M13 M14 M15

M16 M17 M18 M19 M20

ファクス�
コピー�

メニュー�

テンキー�

スタートボタン�

3

6

9

C

■

クリア�

ストップ�

スタート�

06

ジョブメ

ファクス機能一覧画面の を選択
し、 を選択します。ポーリング�

（相手から取出）�

次�
ページ�22

を押します。スタート�33

親展ポーリングを指示します。

以下の形式で入力します。
「相手先電話番号」!＊ ＄# ¥「暗証番号」
¥＊＊＄

サブダイヤル/�
キーボード�

高画質�

標準�

送信画質�

文字/写真�

写真(中間調)

文字�

原稿の画質� 送信濃度�

超高画質�

短縮（グループ）�

ポーズ（ー）�
宛先表�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�100%

宛先を指定してください�
[  宛先番号  ]

100%

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

親展ボックス�親展通信� 送信先部数�

ポ－リング予約�
(相手用蓄積)

ポ－リング�
(相手から取出)

前のペ－ジがあります. . . 前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

原稿通過�
スタンプ�

操作手順�操作手順�

11
参 照�参 照�

●「!」や「＊」などの
入力のしかたについて
は「1-6 文字の入力
のしかた」を参照して
ください。

●「!」や「＊」などの記号は、 を選択
して入力します。

サブダイヤル/�
キーボード�

補 足�補 足�

●ダイヤル回線で使用し
ている場合は、電話番
号の直後に を入力
してください。

：�
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親展ポーリング予約

親展ポーリング予約は、相手先からの指示で送信する文書を自局の親展ボックスにあらか
じめ蓄積する機能です。

●親展ポーリング予約された文書は、自局でプリントしたり、親展ボックスに蓄積している全文
書を削除したりすることができます。次項を参照してください。

原稿をセットします。

操作手順�操作手順�

11

ここで使うボタン�

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■ 蓄積文書あり� ■  割り込み�

クリア�

リセット�

ストップ�

スタート�

設定確認�

機能切り替え�

節電中/解除�
061

066

ジョブメモリー�

062

067

063

068

064

069

065

070

M06

M02M01 M03 M04 M05

M07 M08 M09 M10

M11 M12 M13 M14 M15

M16 M17 M18 M19 M20

ファクス�
コピー�

メニュー�

テンキー�

スタートボタン�

宛先を指定してください�
[  宛先番号  ]

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

親展ボックス�親展通信� 送信先部数�

ポ－リング予約�
(相手用蓄積)

ポ－リング�
(相手から取出)

前のペ－ジがあります. . . 前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量100%

�

参 照�参 照�

●「2-2 原稿をセット
する」を参照します。

100%

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

原稿の画質�送信画質� 送信濃度�

読み取り指定�通信モ－ド� 並列合成送信�

発信元記録�送信シ－ト� 時刻指定�

両面原稿送り�

ペ－ジ連写� 優先送信� オンフック/�
手動送受信�

次のペ－ジがあります. . .

モニタ－�
レポ－ト�

前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

宛先を指定してください�
[  宛先番号  ]

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

ミックスサイズ�
原稿送り�

送信画質などその他の機能を設定
します。

22
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7

親展ボックス�

100%

次選択�

本体の　　　�
ボックス番号�
(1～200 )

暗証番号�
�

(0000～9999)

取り消し�

�
親展ボックス番号と暗証番号を入力してください。�

決定�

全文書削除�

文書登録 �
/取り出し�

ポ－リング予約�
(本体へ蓄積)
プリント�
(文書取り出し)

＊＊＊＊�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

1

親展ボックス�

100%

次選択�

本体の　　　�
ボックス番号�
(1～200 )

暗証番号�
�

(0000～9999)

取り消し�

�
親展ボックス番号と暗証番号を入力してください。�

決定�

全文書削除�

文書登録 �
/取り出し�

ポ－リング予約�
(本体へ蓄積)
プリント�
(文書取り出し)

1

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

親展ボックス�

100%

次選択�

本体の　　　�
ボックス番号�
(1～200 )

暗証番号�
�

(0000～9999)

1

取り消し�

�
親展ボックス番号と暗証番号を入力してください。�

決定�

全文書削除�

文書登録 �
/取り出し�

ポ－リング予約�
(本体へ蓄積)
プリント�
(文書取り出し)

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

テンキーで暗証番号を入力し、
を選択します。決定�

を選択します。

の左に が表示されます。暗証番号�

次選択�

テンキーで親展ボックスの番号を
入力します。

補 足�補 足�

●暗証番号がまちがって
いた場合は、
を選択した時に異常入
力音が鳴り、
などのボタンが点線で
表示されます。

プリント�
(文書取り出し)

決定�

44

55

66

取り消し�親展ボックス�

�
指定された親展ボックスに予約文書を登録します。�
原稿をセットして[スタ－ト]ボタンを押してください。�

100%

次選択� 決定�

全文書削除�

文書なし�

文書登録 �
/取り出し�

本体の　　　�
ボックス番号�
(1～200 )

暗証番号�
�

(0000～9999)

ポ－リング予約�
(本体へ蓄積)
プリント�
(文書取り出し)

1

＊＊＊＊�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�を選択し、 を押し
ます。

親展文書が蓄積されます。

スタート�ポーリング予約�
(本体へ蓄積)77

宛先を指定してください�
[  宛先番号  ]

100%

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

親展ボックス�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

原稿通過�
スタンプ�

親展通信� 送信先部数�

ポ－リング予約�
(相手用蓄積)

前のペ－ジがあります. . . 前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

ポ－リング�
(相手から取出)

ファクス機能一覧画面の を選択
し、 を選択します。親展ボックス�

次�
ページ�33



便
利
な
機
能
を
使
っ
た
通
信

119

7

7-13 親展通信する(親展通信/親展ボックス)

親展ポーリング予約文書のプリントと削除

親展ポーリング予約した文書を削除したり、プリントすることができます。
プリントすると、蓄積されている文書は削除されます。

●親展ポーリング予約した文書は、送信後、自動的に削除されます。

ファクス機能一覧画面の を選
択し、 を選択します。親展ボックス�

次�
ページ�

宛先を指定してください�
[  宛先番号  ]

98%

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

親展ボックス�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

原稿通過�
スタンプ�

親展通信� 送信先部数�

ポ－リング予約�
(相手用蓄積)

前のペ－ジがあります. . . 前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

ポ－リング�
(相手から取出)

操作手順�操作手順�

11

ここで使うボタン�

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■ 蓄積文書あり� ■  割り込み�

クリア�

リセット�

ストップ�

スタート�

設定確認�

機能切り替え�

節電中/解除�
061

066

ジョブメモリー�

062

067

063

068

064

069

065

070

M06

M02M01 M03 M04 M05

M07 M08 M09 M10

M11 M12 M13 M14 M15

M16 M17 M18 M19 M20

ファクス�
コピー�

メニュー�

テンキー�

スタートボタン�

宛先を指定してください�
[  宛先番号  ]

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

親展ボックス�親展通信� 送信先部数�

ポ－リング予約�
(相手用蓄積)

ポ－リング�
(相手から取出)

前のペ－ジがあります. . . 前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量100%

�

親展ボックス�

98%

次選択�

本体の　　　�
ボックス番号�
(1～200 )

暗証番号�
�

(0000～9999)

1

取り消し�

�
親展ボックス番号と暗証番号を入力してください。�

決定�

全文書削除�

文書登録 �
/取り出し�

ポ－リング予約�
(本体へ蓄積)
プリント�
(文書取り出し)

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�テンキーで親展ボックスの番号を
入力します。

22
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120 7-13 親展通信する(親展通信/親展ボックス)

7

取り消し�親展ボックス�

�
[スタ－ト]ボタンで親展文書をプリントします。�
プリント後、ボックス内の文書を削除します。�

98%

次選択� 決定�

全文書削除�

文書あり�

文書登録 �
/取り出し�

本体の　　　�
ボックス番号�
(1～200 )

暗証番号�
�

(0000～9999)

ポ－リング予約�
(本体へ蓄積)
プリント�
(文書取り出し)

＊＊＊＊�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

1

親展ボックス�

98%

次選択�

本体の　　　�
ボックス番号�
(1～200 )

暗証番号�
�

(0000～9999)

取り消し�

�
親展ボックス番号と暗証番号を入力してください。�

決定�

全文書削除�

文書登録 �
/取り出し�

ポ－リング予約�
(本体へ蓄積)
プリント�
(文書取り出し)

＊＊＊＊�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

1

親展ボックス�

98%

次選択�

本体の　　　�
ボックス番号�
(1～200 )

暗証番号�
�

(0000～9999)

取り消し�

�
親展ボックス番号と暗証番号を入力してください。�

決定�

全文書削除�

文書登録 �
/取り出し�

ポ－リング予約�
(本体へ蓄積)
プリント�
(文書取り出し)

1

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

親展ポーリング予約文書をプリン
トし、削除する場合には
を選択します。

ポーリング予約文書を全て削除す
る場合には を選択し、次画
面で を選択します。はい�

(削除する)

全文書削除�

プリント�
(文書取り出し)

テンキーで暗証番号を入力し、
を選択します。決定�

を選択します。

の左に が表示されます。暗証番号�

次選択�

注 記�注 記�

●受信した文書も親展ポ
ーリング予約文書と同
様に扱われるので、

を選択する
と、削除されてしまい
ます。

全文書削除�

補 足�補 足�

●暗証番号がまちがって
いた場合は、
を選択した時に異常入
力音が鳴り、
などのボタンが点線で
表示されます。

プリント�
(文書取り出し)

決定�

33
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7

7-14 送信先で複数部コピーする(送信先部数)

送信した原稿を、受信側で複数部コピーして出力することができます。

●送信先部数機能を使用できる相手先は限定されます。詳しくは、当社のサービス取扱所へお問い
合わせください。

原稿をセットします。

操作手順�操作手順�

11

ファクス機能一覧画面の を選
択し、 を選択します。送信先部数�

次�
ページ�

宛先を指定してください�
[  宛先番号  ]

100%

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

親展ボックス�親展通信� 送信先部数�

ポ－リング予約�
(相手用蓄積)

前のペ－ジがあります. . . 前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

原稿通過�
スタンプ�

ポ－リング�
(相手から取出)

22

ここで使うボタン�

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■ 蓄積文書あり� ■  割り込み�

クリア�

リセット�

ストップ�

スタート�

設定確認�

機能切り替え�

節電中/解除�
061

066

ジョブメモリー�

062

067

063

068

064

069

065

070

M06

M02M01 M03 M04 M05

M07 M08 M09 M10

M11 M12 M13 M14 M15

M16 M17 M18 M19 M20

ファクス�
コピー�

メニュー�

テンキー�

スタートボタン�

100%

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

原稿の画質�送信画質� 送信濃度�

読み取り指定�通信モ－ド� 並列合成送信�

発信元記録�送信シ－ト� 時刻指定�

両面原稿送り�ミックスサイズ�
原稿送り�

ペ－ジ連写� 優先送信� オンフック/�
手動送受信�

次のペ－ジがあります. . .

モニタ－�
レポ－ト�

前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

宛先を指定してください�
[  宛先番号  ]

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

参 照�参 照�

●「2-2 原稿をセット
する」を参照してくだ
さい。

7-14 送信先で複数部コピーする(送信先部数)
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122 7-14 送信先で複数部コピーする(送信先部数)

7

3

6

9

C

■

クリア�

ストップ�

スタート�

06

ジョブメ

送信先部数�

100%

閉じる�取り消し�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

部�

相手先で出力する�
プリント部数　　�

(2～99 )

1 0

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

送信先部数�

100%

閉じる�取り消し�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

部�

相手先で出力する�
プリント部数　　�

(2～99 )

2

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

相手先を指定し、 を押し
ます。

原稿が読み取られ、送信が開始されます。

スタート�

を選択します。閉じる�

部数を で設定します。

参 照�参 照�

●「3-3 相手先を指定
する」を参照してくだ
さい。

補 足�補 足�

●2～99部の範囲で設
定できます。

33
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7

7-15 相手先の原稿を取り出す(ポーリング)

ポーリングとは、相手先でポーリング予約されている原稿を、こちらからの操作で送信さ
せる機能です。
また、複数の相手先から原稿を取り出す集信(マルチポーリング)もできます。

7-15 相手先の原稿を取り出す(ポーリング)

●ポーリングは、相手機により、使用できない場合があります。
●一度に指定できる相手先の最大数は、以下のとおりです。

・テンキーによる指定 ………………………50宛先
・短縮ダイヤルによる指定 …………………500宛先
・テンキーと短縮ダイヤルの組み合せ ……549宛先

● を行い、ポーリングを指示すれば、時刻指定ポーリングもできます。時刻指定�

送信要求�

A

参 照�参 照�

●ファクス情報サービ
スを利用する場合は
「付録-D FAX情報サ
ービスについて」を
参照してください。
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124 7-15 相手先の原稿を取り出す(ポーリング)

7

操作手順�操作手順�

11

3

6

9

C

■

クリア�

ストップ�

スタート�

06

ジョブメ

宛先を指定してください�
[  宛先番号  ]

100%

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

親展ボックス�親展通信� 送信先部数�

ポ－リング予約�
(相手用蓄積)

ポ－リング�
(相手から取出)

前のペ－ジがあります. . . 前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

原稿通過�
スタンプ�

を押します。スタート�

相手先を指定します。

集信を行う場合には、複数の相手先を指
定します。

ファクス機能一覧画面の を選択
し、 を選択します。ポーリング�

（相手から取出）�

次�
ページ�

参 照�参 照�

●「3-3 相手先を指
定する」を参照して
ください。

22
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7

7-16 相手先からの操作で原稿を送信する（ポーリング予約）

ポーリング予約とは、こちらの原稿をメモリーに蓄積しておいて相手先からの操作で送信
できるようにすることです。必要に応じて相手局を制限することができます。相手先を制
限する場合は、ポーリングしてよい相手局のIDを指定します。相手局IDは、G3の場合は
G3ID、G4の場合は加入者番号を指定します。

7-16
相手先からの操作で原稿を送信する
(ポーリング予約)

A

A

送信要求�

原稿をセットします。

操作手順�操作手順�

11
参 照�参 照�

●「2-2 原稿をセット
する」を参照してくだ
さい。

ポーリング予約する

参 照�参 照�

●ポーリング予約文書
を送信後に自動的に
削除するように設定
することができます。
設定方法については
「9-1 仕様設定につ
いて」を参照してく
ださい。
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126 7-16 相手先からの操作で原稿を送信する（ポーリング予約）

7

3

6

9

C

■

クリア�

ストップ�

スタート�

06

ジョブメ

閉じる�ポ－リング予約(相手用蓄積)�
－受信許可 相手�

登録または変更する場所を選択し、�
受信相手局の I D を登録してください。�
一般的に I D は自局のファクス番号が使用されます。�

100%

空白�

後退�

9

6

3

0

8

5

2

＋�

7

4

1

受信許可相手ファクスの I D �
(最大10件)
1.[(未登録)　　　　　　　 ]�
2.[(未登録)　　　　　　　 ]�
3.[(未登録)　　　　　　　 ]�
4.[(未登録)　　　　　　　 ]�
5.[(未登録)　　　　　　　 ]�
6.[(未登録)　　　　　　　 ]�
7.[(未登録)　　　　　　　 ]�
8.[(未登録)　　　　　　　 ]�
9.[(未登録)　　　　　　　 ]�

10.[(未登録)　　　　　　　 ]

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

取り消し�ポ－リング予約(相手用蓄積)

100%

全文書削除�

確認プリント�

予約文書なし�

文書登録/削除� 受信許可相手�

制限しない�登録/追加�
(本体へ蓄積)

相手局を指定�

�
ポ－リング予約文書を登録します。�
原稿をセットして[スタ－ト]ボタンを押してください。�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

宛先を指定してください�
[  宛先番号  ]

100%

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

親展ボックス�親展通信� 送信先部数�

ポ－リング予約�
(相手用蓄積)

ポ－リング�
(相手から取出)

前のペ－ジがあります. . . 前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

原稿通過�
スタンプ�

を押します。スタート�

で（未登録）の番号を選択
し、テンキーまたは画面内のテンキ
ーで相手先のIDを入力し、
を選択します。

G3の場合はG3ID、G4の場合は加入者
番号を入力します。

閉じる�

相手先を制限する場合には、
を選択します。相手局を指定�

ファクス機能一覧画面の を選択
し、 を選択します。ポーリング予約�

（相手用蓄積）�

次�
ページ�

補 足�補 足�

●相手先は、10局まで
指定できます。

●相手先のIDは、最大
20けたまで入力でき
ます。

●入力できる記号は、数
字、スペース、+です。

22

33

44

55



便
利
な
機
能
を
使
っ
た
通
信

127

7

7-16 相手先からの操作で原稿を送信する（ポーリング予約）

ポーリング予約内容を確認する

ファクス機能一覧画面の を選
択し、 を選択します。ポーリング予約�

（相手用蓄積）�

次�
ページ�

宛先を指定してください�
[  宛先番号  ]

98%

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

親展ボックス�親展通信� 送信先部数�

ポ－リング予約�
(相手用蓄積)

ポ－リング�
(相手から取出)

前のペ－ジがあります. . . 前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

原稿通過�
スタンプ�

操作手順�操作手順�

11

3

6

9

C

■

クリア�

ストップ�

スタート�

06

ジョブメ

取り消し�ポ－リング予約(相手用蓄積)

�
既に登録されているポーリング予約文書に追加登録します。
原稿をセットして[スタ－ト]ボタンを押してください。�

98%

全文書削除�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

確認プリント�

予約文書あり�

文書登録/削除� 受信許可相手�

制限しない�登録/追加�
(本体へ蓄積)

相手局を指定�

を押します。

ポーリング予約した文書がプリントされ
ます。

スタート�

を選択します。確認プリント�22

33
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128 7-16 相手先からの操作で原稿を送信する（ポーリング予約）

7

ポーリング予約全文書を削除する

ファクス機能一覧画面の を選
択し、 を選択します。ポーリング予約�

（相手用蓄積）�

次�
ページ�

宛先を指定してください�
[  宛先番号  ]

98%

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

親展ボックス�親展通信� 送信先部数�

ポ－リング予約�
(相手用蓄積)

ポ－リング�
(相手から取出)

前のペ－ジがあります. . . 前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

原稿通過�
スタンプ�

操作手順�操作手順�

11

取り消し�ポ－リング予約(相手用蓄積)

�
既に登録されているポーリング予約文書に追加登録します。
原稿をセットして[スタ－ト]ボタンを押してください。�

98%

全文書削除�

確認プリント�

予約文書あり�

文書登録/削除� 受信許可相手�

制限しない�登録/追加�
(本体へ蓄積)

相手局を指定�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

を選択します。

ポーリング予約した文書がすべて削除さ
れます。

はい�
(削除する)

を選択します。全文書削除�22

33
補 足�補 足�

● を選択すると、
ポーリング予約した原
稿は削除されません。

いいえ�
(削除しない)

ポ－�

全�

確�

登�
(本�

はい�
（削除する）�

いいえ�
（削除しない）�

ポ－リング予約文書をすべて削除します。�
�
よろしいですか?

98%ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�
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7-17 原稿通過スタンプをつける(原稿通過スタンプ)

●スタンプを押すにはオプションの済スタンプキットが必要です。
●スタンプインクは消耗品です。「付録B スタンプの交換」を参照してください。

原稿通過スタンプは、原稿が自動両面原稿送り装置を通過するときにスタンプを押す機能
です。スタンプは○印で原稿の読み取り面の後端に押されます。
スタンプの有無により、原稿を1枚ずつ読み取ったかどうかを確認することができます。

7-17
原稿通過スタンプをつける
(原稿通過スタンプ)

原稿をセットします。

操作手順�操作手順�

11
参 照�参 照�

●「2-2 原稿をセット
する」を参照してくだ
さい。

ここで使うボタン�

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■ 蓄積文書あり� ■  割り込み�

クリア�

リセット�

ストップ�

スタート�

設定確認�

機能切り替え�

節電中/解除�
061

066

ジョブメモリー�

062

067

063

068

064

069

065

070

M06

M02M01 M03 M04 M05

M07 M08 M09 M10

M11 M12 M13 M14 M15

M16 M17 M18 M19 M20

ファクス�
コピー�

メニュー�

テンキー�

スタートボタン�

100%

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

原稿の画質�送信画質� 送信濃度�

読み取り指定�通信モ－ド� 並列合成送信�

発信元記録�送信シ－ト� 時刻指定�

両面原稿送り�ミックスサイズ�
原稿送り�

ペ－ジ連写� 優先送信� オンフック/�
手動送受信�

次のペ－ジがあります. . .

モニタ－�
レポ－ト�

前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

宛先を指定してください�
[  宛先番号  ]

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

宛先を指定してください�
[  宛先番号  ]

100%

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

親展ボックス�親展通信� 送信先部数�

ポ－リング予約�
(相手用蓄積)

原稿通過�
スタンプ�

ポ－リング�
(相手から取出)
�

前のペ－ジがあります. . . 前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘｰ残量�ファクス機能一覧画面の を選択
し、 を選択します。

が白黒反転表示されます。

オプションの済スタンプキットを装着し

ていない場合は、 は表示されま

せん。

原稿通過�
スタンプ�

原稿通過�
スタンプ�

原稿通過�
スタンプ�

次�
ページ�22
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7

参 照�参 照�

●「3-3 相手先を指定
する」を参照してくだ
さい。

相手先を指定し、 を押し
ます。

原稿が読み取られ、読み終わった原稿面に
スタンプが押され、送信が開始されます。

スタート�
3

6

9

C

■

クリア�

ストップ�

スタート�

06

ジョブメ

33
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7-18 回線を指定して送信する

ここでは、回線を指定して通信する方法を説明します。

7-18 回線を指定して送信する

ここで使うボタン�

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■ 蓄積文書あり� ■  割り込み�

クリア�

リセット�

ストップ�

スタート�

設定確認�

機能切り替え�

節電中/解除�
061

066

ジョブメモリー�

062

067

063

068

064

069

065

070

M06

M02M01 M03 M04 M05

M07 M08 M09 M10

M11 M12 M13 M14 M15

M16 M17 M18 M19 M20

ファクス�
コピー�

メニュー�

スタートボタン�

サブダイヤル/�
キーボード�

高画質�

標準�

送信画質�

文字�

原稿の画質� 送信濃度�

超高画質�

ポーズ（ー）�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

文字/写真�

写真(中間調)

短縮（グループ）�

宛先表�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量100%

テンキー�

原稿をセットします。

操作手順�操作手順�

11
参 照�参 照�

●「2-2 原稿をセット
する」を参照してくだ
さい。

3

6

9

C

■

クリア�

ストップ�

スタート�

06

ジョブメ

を押します。スタート�33

を2回選択し、タッチパネル上にキーボードを表示し、以
下の形式を入力します。

●ポート番号は、以下のように対応しています。
外線1→1、外線2→3、外線3→5、ISDN→9

サブダイヤル/�
キーボード�22

相手先電話番号�ポート番号�＜� ＞�
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7

一連の定型操作をジョブメモリーに登録しておくと、1つのボタンを押すだけで登録した
操作を行うことができます。
いつも同じように送受信するときには、一連の操作を登録しておくと便利です。
この節では、ジョブメモリーへの登録のしかたとジョブメモリーの使い方を説明します。

7-19
定型操作を登録して操作する
(ジョブメモリー)

●ジョブメモリーには、ジョブメモリーボタン、 、 、 、 、
、 は登録できません。仕様設定�メーター確認�

ジョブメモリー�スタート�リセット�割り込み�

ここで使うボタン�

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■ 蓄積文書あり� ■  割り込み�

クリア�

リセット�

ストップ�

スタート�

設定確認�

機能切り替え�

節電中/解除�
061

066

ジョブメモリー�

062

067

063

068

064

069

065

070

M06

M02M01 M03 M04 M05

M07 M08 M09 M10

M11 M12 M13 M14 M15

M16 M17 M18 M19 M20

ファクス�
コピー�

メニュー�

ジョブメモリー�
ボタン�

リセットボタン�

スタートボタン�

仕様設定�

登録/変更�

メ－タ－確認�

ジョブメモリ－�

レポ－ト/�
リストの出力�

ファクス�
受信モード�

コピ－� ファクス�

定型操作をジョブメモリーに登録する手順について説明します。
ジョブメモリーは、コピー機能を含めて20種類登録することができます。
また、登録できる操作は、1つのジョブメモリーにつき、58ステップまで登録できます。
1ステップは、ボタンを1回選択する(押す)操作です。

ジョブメモリーに登録する

メニュー画面の を選択し
ます。

登録/変更�

仕様設定�

登録/変更�

メ－タ－確認�

ジョブメモリ－�

レポ－ト/�
リストの出力�

ファクス�
受信モ－ド�

コピ－� ファクス�

操作手順�操作手順�

11
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7-19 定型操作を登録して操作する（ジョブメモリー）

削除�

登録開始�

コメントなし�

コメント選択�

決定�登録/変更 － ジョブメモリ－1

�
[登録開始]から[リセット]または[スタ－ト]ボタン�
を押す直前までの操作を登録します。�

コメント番号� コメント内容�登録状況　　�

未登録　　　�

�
項目を選択してください。�

閉じる�

登録/変更�

登録/変更 － ジョブメモリ－�

前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

ボタン番号　　 コメント�
1 　　　　　　 (未登録)�
2 　　　　　　 (未登録)�
3 　　　　　　 (未登録)�
4 　　　　　　 (未登録)�
5 　　　　　　 (未登録)�
6 　　　　　　 (未登録)�
7 　　　　　　 (未登録)�
8 　　　　　　 (未登録)�
9 　　　　　　 (未登録)�
10   　　　　　 (未登録)

閉じる�登録/変更�

サブダイヤル�

短縮ダイヤル�

コメント�

ジョブメモリ－�

自局情報�

親展ボックス�

宛先グル－プ�

ジョブメモリーにコメントをつける
場合には、 を選択します。

コメントをつけない場合には、手
順9に進んでください。

コメント選択�

直接指で触れるか を使って
登録するジョブの番号を選択します。

を選択します。ジョブメモリー�

補 足�補 足�

●登録済みのジョブメモ
リーの場合、コメント
のみを変更することは
できますが、操作の追
加や変更はできませ
ん。 を選択し
てから、登録しなおし
てください。

削除�

22

33

55

決定�

登録/変更�

ジョブメモリ－1�
コメント選択�

前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

コメント番号　 コメント内容�
1 　　　　　　 送信1�
2 　　　　　　 (未登録)�
3 　　　　　　 (未登録)�
4 　　　　　　 (未登録)�
5 　　　　　　 (未登録)�
6 　　　　　　 (未登録)�
7 　　　　　　 (未登録)�
8 　　　　　　 (未登録)�
9 　　　　　　 (未登録)�
10   　　　　　 (未登録)

コメントが登録されている場合に
は、直接指で触れるか を使
ってコメントの番号を選択します。

手順8に進んでください。
コメントが の場合には、コメントを
登録します。
直接指で触れるか を使ってコメン
ト番号を選択し、手順7に進んでください。

(未登録)

66

ボタンを押します。登録/変更�44
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7
削除�

登録開始�

コメントなし�

コメント選択�

決定�登録/変更 － ジョブメモリ－1

コメント番号� コメント内容�登録状況　　�

未登録　　　� 　　2　　　�送信2

�
[登録開始]から[リセット]または[スタ－ト]ボタン�
を押す直前までの操作を登録します。�

決定�

登録/変更�

ジョブメモリ－1�
コメント選択�

前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

コメント番号　 コメント内容�
1 　　　　　　 送信1�
2 　　　　　　 送信2�
3 　　　　　　 (未登録)�
4 　　　　　　 (未登録)�
5 　　　　　　 (未登録)�
6 　　　　　　 (未登録)�
7 　　　　　　 (未登録)�
8 　　　　　　 (未登録)�
9 　　　　　　 (未登録)�
10   　　　　　 (未登録)

コメント2�
登録/変更� 決定�取り消し�

ひらがな�カタカナ�英/数�記号� 単漢字変換�

シフト�

無変換�

空白�

後退�

送信2

＊�)(

@

’�

‘� ‾�}｜�{

?

&

＿�

＞�

／�

%

^

＝�

．�

＄�

]

＜�

－�

#

¥

；�

，�

’’�

[

－� 々�ゞ�ゝ�・�、�」�「�。�

：�

＋�

!

を選択します。登録開始�

コメントが選択されていることを
確認し、 を選択します。決定�

コメントを入力し、 を選択
します。

決定�

参 照�参 照�

●文字の入力方法につい
ては、「1-6 文字の
入力のしかた」を参照
してください。

補 足�補 足�

●以前に登録した操作を
すべて削除したい場合
には、 を選択
します。

●ジョブメモリー登録中
は、「プッ、プッ、
プッ…」という音が鳴
ります。

削除�

補 足�補 足�

●1つのジョブメモリー
に58ステップまで登
録できます。

補 足�補 足�

● や、その他の
プリントが始まるボタ
ンを押しても、操作の
登録は終了します。

● 、 、
その他のプリントが始
まるボタンは、登録で
きません。

リセット�スタート�

オンフック/�
手動送受信�

77

88

99

仕様設定�

登録/変更�

ジョブメモリ－�

レポ－ト/�
リストの出力�

ファクス�
受信モ－ド�

コピ－� ファクス�

登録/変更�

メ－タ－確認�

登録する操作を選択します。

登録したい操作を続けて選択してください。
1010

3

6

9

C

■  割り込み�

クリア�

リセット�

ストップ�

スタート�

06

06

ジョブメ

節電中/解除�
または を押し、操

作の登録を終了します。

スタート�リセット�1111
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7-19 定型操作を登録して操作する（ジョブメモリー）

あらかじめジョブメモリーに登録しておいた一連の操作を行います。

ジョブメモリーを使う

原稿をセットする必要がある操作
は、原稿をセットします。

操作手順�操作手順�

11

061

066

ジョブメモリー�

062

067

063

068

064

069

065

070

M06

M02M01 M03 M04 M05

M07 M08 M09 M10

M11 M12 M13 M14 M15

M16 M17 M18 M19 M20

除�

ワンタッチパネルが右図になるよ
うにパネルをめくり、登録されて
いるジョブメモリーボタン（M01
～M20）を押します。

ジョブメモリーに登録されている設定が
行われます。

22

3

6

9

C

■

クリア�

ストップ�

スタート�

06

ジョブメ

通信などを開始する操作が必要な
場合は、 を押します。スタート�

33

●ジョブメモリー1～20はM01～M20に対応
しています。

補 足�補 足�

●ジョブメモリーは、メ
ニュー画面で
を選択して使用するこ
ともできます。

ジョブメモリー�
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8

デ
ー
タ
の
登
録

8-1 サブダイヤルを登録する

よく使う番号をサブダイヤルに登録することができます。
電話番号を入力するときに、登録しておいたサブダイヤルを併用して電話番号を指定します。
短縮ダイヤル登録時にも使用できます。

ここで使うボタン�

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■ 蓄積文書あり� ■  割り込み�

クリア�

リセット�

ストップ�

スタート�

設定確認�

機能切り替え�

節電中/解除�
061

066

ジョブメモリー�

062

067

063

068

064

069

065

070

M06

M02M01 M03 M04 M05

M07 M08 M09 M10

M11 M12 M13 M14 M15

M16 M17 M18 M19 M20

ファクス�
コピー�

メニュー�

テンキー�

リセットボタン�
仕様設定�

登録/変更�

メ－タ－確認�

ジョブメモリ－�

レポ－ト/�
リストの出力�

ファクス�
受信モード�

コピ－� ファクス�

メニュー画面の を選択し
ます。

登録/変更�

仕様設定�

登録/変更�

メ－タ－確認�

ジョブメモリ－�

レポ－ト/�
リストの出力�

ファクス�
受信モ－ド�

コピ－� ファクス�

操作手順�操作手順�

11

を選択します。サブダイヤル�

閉じる�登録/変更�

サブダイヤル�

短縮ダイヤル�

コメント�

ジョブメモリー�

自局情報�

親展ボックス�

宛先グループ�

22

●サブダイヤルは、16けたまで登録できます。
文字の入力方法については、「1-6 文字の入力のしかた」を参照してください。

●サブダイヤルは、10種類登録できます。
●サブダイヤルの登録内容は、登録ダイヤルリストで確認することができます。
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�
項目を選択してください。�

閉じる�

登録/変更�

登録/変更 － サブダイヤル�

 [ 1 ]                    0 0 1�
 [ 2 ]                    ( 未登録 )�
 [ 3 ]                    ( 未登録 )�
 [ 4 ]                    ( 未登録 )�
 [ 5 ]                    ( 未登録 )�
 [ 6 ]                    ( 未登録 )�
 [ 7 ]                    ( 未登録 )�
 [ 8 ]                    ( 未登録 )�
 [ 9 ]                    ( 未登録 )�
 [ 1 0 ]                 ( 未登録 )

サブダイヤル　　　登録番号�

サブダイヤル[01]�
登録/変更� 決定�取り消し�

001

ポ－ズ（－）� ト－ン切り替え�
（：）�

記号�

シフト�

t

j

0

s

i

9

r

h

8

q

g

7

z

p

f

6

y

o

e

5

n

d

4

w

m

c

3

v

l

b

2

u

k

a

1

空白�

後退�

x

英/数�

閉じる�

登録/変更�

サブダイヤル　 　　登録番号�
[1 ]  　　　　　　 (未登録)�
[ 2 ]  　　　　　　 (未登録)�
[ 3 ]  　　　　　　 (未登録)�
[ 4 ]  　　　　　　 (未登録)�
[ 5 ]  　　　　　　 (未登録)�
[ 6 ]  　　　　　　 (未登録)�
[ 7 ]  　　　　　　 (未登録)�
[ 8 ]  　　　　　　 (未登録)�
[ 9 ]  　　　　　　 (未登録)�
[ 1 0 ]  　　　　　 (未登録)

登録/変更 － サブダイヤル�

�
項目を選択してください。�

閉じる�

登録/変更�

サブダイヤル　 　　登録番号�
[1 ]  　　　　　　 (未登録)�
[ 2 ]  　　　　　　 (未登録)�
[ 3 ]  　　　　　　 (未登録)�
[ 4 ]  　　　　　　 (未登録)�
[ 5 ]  　　　　　　 (未登録)�
[ 6 ]  　　　　　　 (未登録)�
[ 7 ]  　　　　　　 (未登録)�
[ 8 ]  　　　　　　 (未登録)�
[ 9 ]  　　　　　　 (未登録)�
[ 1 0 ]  　　　　　 (未登録)

登録/変更 － サブダイヤル�

�
項目を選択してください。�

を選択します。

を押し、初期画面に戻ります。リセット�

閉じる�

番号を入力して、 を選択し
ます。

決定�

を選択します。登録/変更�

登録したいサブダイヤル番号を、
直接指で触れるか を使って
選択します。

参 照�参 照�

●番号の入力方法につい
ては、「1-6 文字の
入力のしかた」を参照
してください。

補 足�補 足�

●数字はテンキーからも
入力できます。

● を選択する
と、手順5で登録した
値は取り消されます。

取り消し�

注 記�注 記�

●すでに指示した通信に
変更したサブダイヤル
が使用されている場
合、変更したサブダイ
ヤルで通信が開始され
ます。

33
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よく送信する相手の電話番号を短縮ダイヤルに登録することができます。短縮ダイヤルに
登録すると、 で検索することもできます。
短縮ダイヤルは、500局まで登録することができます。

短縮ダイヤルに登録できる内容は、以下のとおりです。

宛先表�

●ファクス番号のみの登録で、短縮ダイヤルの機能が使えます。その他の項目は、必要に応じて設定
してください。

●短縮番号001～070はワンタッチボタンに対応しています。

8-2 短縮ダイヤルに登録する
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8

デ
ー
タ
の
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録

ここで使うボタン�

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■ 蓄積文書あり� ■  割り込み�

クリア�

リセット�

ストップ�

スタート�

設定確認�

機能切り替え�

節電中/解除�
061

066

ジョブメモリー�

062

067

063

068

064

069

065

070

M06

M02M01 M03 M04 M05

M07 M08 M09 M10

M11 M12 M13 M14 M15

M16 M17 M18 M19 M20

ファクス�
コピー�

メニュー�

テンキー�

リセットボタン�
仕様設定�

登録/変更�

メ－タ－確認�

ジョブメモリ－�

レポ－ト/�
リストの出力�

ファクス�
受信モード�

コピ－� ファクス�

項目 内容

1 ファクス番号 最大39けたまで登録することができます。

2 回線 設定できません。

3 宛先名

4 索引文字
宛先表で検索するときに使うキーワードとして、ひらがな、

英数字のうちいずれか1文字を登録することができます。

5 中継指示局登録

6 通信モード G3自動、国際通信、G4自動（オプション）を選択します。

7 送信画質
標準、高画質、超高画質、パネル(操作パネルで選択されてい

る画質)を選択します。

8 送信シート

9 最大蓄積サイズ

10 時刻指定
時刻指定で送信する場合、送信の開始時刻を入力します。日

付の指定はできません。

11 親展通信
親展通信を行う場合、親展ボックス番号および暗証番号を設

定します。

12 中継同報 本機が指示局となり中継同報を行う場合に設定します。

工場出荷時

未登録

外線

未登録

未登録

しない

G3自動

パネル

なし

A3

しない

しない

しない

最大18文字まで登録することができます。

使用できる文字は、「1-6 文字の入力のしかた」を参照して

ください。

中継同報を行う場合、本機が中継局となるように設定できます。

送信シートの有無と送信シートに入れるコメント番号を指示

します。

相手先の受信紙サイズに合わせてA4、B4、A3の中から最大

蓄積サイズを選択します。

注 記�注 記�

●誤送信や間違い電話を
防ぐため、短縮ダイヤ
ルに登録する際は番号
違いのないようタッチ
パネルディスプレイを
見ながら正確に行って
ください。また、登録
後は登録ダイヤルリス
トで正しく登録されて
いることを確認してく
ださい。
ファクス番号を誤って
登録すると、自動リダ
イヤルにより相手の方
を何度も呼び出し大変
ご迷惑をおかけするこ
とになりますのでご注
意ください。
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メニュー画面の を選択し
ます。

登録/変更�

仕様設定�

登録/変更�

メ－タ－確認�

ジョブメモリ－�

レポ－ト/�
リストの出力�

ファクス�
受信モ－ド�

コピ－� ファクス�

操作手順�操作手順�

11

を選択します。短縮ダイヤル�

閉じる�登録/変更�

サブダイヤル�

短縮ダイヤル�

コメント�

ジョブメモリー�

自局情報�

親展ボックス�

宛先グループ�

22

短縮ダイヤルに相手先のファクス番号と名前を登録したり、登録したものを変更したりす
る手順について説明します。ファクス番号のみの登録で、短縮ダイヤルを使うことができ
ます。宛先名は、宛先表や短縮番号で相手先を指定したときなどにタッチパネルディスプ
レイに表示されたり、相手先に発信元記録として出力されたりします。

ファクス番号と宛先名を登録/変更する

閉じる�

登録/変更�前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

登録内容を削除�前番号�次番号�

短縮ダイヤル番号3桁をテンキ－で入力し、�
項目を選択してください。�

項目　　　　　　　　　　　登録内容�

登録/変更 － 短縮ダイヤル�

001

短縮番号�

1.ﾌｧｸｽ番号  (未登録)�
2.回線　　  (オプション未実装)�
3.宛先名　  (未登録)�
4.索引文字  (未登録)�
5.中継指示局登録  　　　　しない�
6.通信モ－ド 　 　　　　　G3自動�
7.送信画質  　　　　　　　パネル�

登録または変更したい短縮番号（3け
た）を、テンキーまたは で選
択します。

前番号�次番号�

33
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8

デ
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タ
の
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短縮番号001�
1.ファクス番号� 決定�取り消し�

サブダイヤル/�
キ－ボ－ド� ポ－ズ（－）� ト－ン切り替え�

（：）�

記号�

シフト�

t

j

0

s

i

9

r

h

8

q

g

7

z

p

f

6

y

o

e

5

n

d

4

w

m

c

3

v

l

b

2

u

k

a

1

空白�

後退�

x

英/数�

短縮番号001�
1.ファクス番号� 決定�取り消し�

�
サブダイヤル/�
キ－ボ－ド� ポ－ズ（－）� ト－ン切り替え�

（：）�

[1]　未登録�

[3]　未登録�

[5]　未登録�

[7]　未登録�

[9]　未登録�

[2]　未登録�

[4]　未登録�

[6]　未登録�

[8]　未登録�

[10]　未登録�

閉じる�

登録/変更�前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

登録内容を削除�前番号�次番号�

短縮ダイヤル番号3桁をテンキ－で入力し、�
項目を選択してください。�

項目　　　　　　　　　　　登録内容�

登録/変更 － 短縮ダイヤル�

001

短縮番号�

1.ﾌｧｸｽ番号  (未登録)�
2.回線　　  (オプション未実装)�
3.宛先名　  (未登録)�
4.索引文字  (未登録)�
5.中継指示局登録  　　　　しない�
6.通信モ－ド 　 　　　　　G3自動�
7.送信画質  　　　　　　　パネル�

ファクス番号を入力します。

番号を変更する場合は で1文字ずつ
消してから入力します。

後退�

を選択し、キーボードを表
示します。

サブダイヤル/�
キーボード�

が選択されていることを確
認し、 を選択します。登録/変更�

1.ﾌｧｸｽ番号�

参 照�参 照�

●番号の入力方法につい
ては、「1-6 文字の
入力のしかた」を参照
してください。

●特殊記号も入力するこ
とができます。特殊記
号については「3-3
相手先を指定する」の
「特殊記号を入力する
とき」を参照してくだ
さい。

●数字はテンキーからも入力できます。

44

55

66

閉じる�

登録/変更�前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

登録内容を削除�前番号�次番号�

短縮ダイヤル番号3桁をテンキ－で入力し、�
項目を選択してください。�

項目　　　　　　　　　　　登録内容�

登録/変更 － 短縮ダイヤル�

001

短縮番号�

1.ﾌｧｸｽ番号  0312345679�
2.回線　　  (オプション未実装)�
3.宛先名　  (未登録)�
4.索引文字  (未登録)�
5.中継指示局登録  　　　　しない�
6.通信モ－ド 　 　　　　　G3自動�
7.送信画質  　　　　　　　パネル�

短縮番号001�
1.ファクス番号� 決定�取り消し�

0312345679
サブダイヤル/�
キ－ボ－ド� ポ－ズ（－）� ト－ン切り替え�

（：）�

記号�

シフト�

t

j

0

s

i

9

r

h

8

q

g

7

z

p

f

6

y

o

e

5

n

d

4

w

m

c

3

v

l

b

2

u

k

a

1

空白�

後退�

x

英/数�

を選択します。登録/変更�

を、直接指で触れるか
を使って選択します。

3.宛先名�

を選択します。決定�77

88

99
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短縮番号001�
3.宛先名� 決定�取り消し�

ひらがな�カタカナ�英/数�記号� 単漢字変換�

シフト�お�

え�

う�

い�

あ�

こ�

け�

く�

き�

か�

そ�

せ�

す�

し�

さ�

と�

て�

つ�

ち�

た�

の�

ね�

ぬ�

に�

な�

ほ�

へ�

ふ�

ひ�

は�

め�

む�

み�

ま�

々�

－�

よ�

ゆ�

や�

ろ�

れ�

る�

り�

ら�

゜�

゛�

ん�

を�

わ�

無変換�

空白�

後退�

も�

相手先名を入力し、 を選択
します。

変更する場合は で1文字ずつ消して
から入力します。
その他の登録項目は、必要に応じて設定
します。

後退�

決定�

参 照�参 照�

●文字の入力方法につい
ては、「1-6 文字の
入力のしかた」を参照
してください。

1010

宛先表のインデックスで検索するときに用いる、索引文字を登録する手順について説明し
ます。

索引文字を登録する

を、直接指で触れるか
を使って選択します。

4.索引文字�

閉じる�

登録/変更�前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

登録内容を削除�前番号�次番号�

短縮ダイヤル番号3桁をテンキ－で入力し、�
項目を選択してください。�

項目　　　　　　　　　　　登録内容�

登録/変更 － 短縮ダイヤル�

001

短縮番号�

1.ﾌｧｸｽ番号   10001�
2.回線　　  (オプション未実装)�
3.宛先名　  あいうえおかきくけこ�
4.索引文字  (未登録)�
5.中継指示局登録  　　　　しない�
6.通信モ－ド 　 　　　　　G3自動�
7.送信画質  　　　　　　　パネル�

操作手順�操作手順�

11

を選択します。登録/変更�22

索引文字を入力し、 を選択
します。

決定�

短縮番号001�
4.索引文字� 決定�取り消し�

あ�

ひらがな�英/数�

お�

え�

う�

い�

あ�

こ�

け�

く�

き�

か�

そ�

せ�

す�

し�

さ�

と�

て�

つ�

ち�

た�

の�

ね�

ぬ�

に�

な�

ほ�

へ�

ふ�

ひ�

は�

め�

む�

み�

ま�

よ�

ゆ�

や�

ろ�

れ�

る�

り�

ら�

ん�

を�

わ� 後退�

も�

33補 足�補 足�

●英数字、またはひらが
なのうちいずれか1文
字を入力することがで
きます。

●濁音は入力できません。

参 照�参 照�

●文字の入力方法につい
ては、「1-6 文字の
入力のしかた」を参照
してください。
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を、直接指で触れるか
を使って選択します。

5.中継指示局登録�

閉じる�

登録/変更�前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

登録内容を削除�前番号�次番号�

短縮ダイヤル番号3桁をテンキ－で入力し、�
項目を選択してください。�

項目　　　　　　　　　　　登録内容�

登録/変更 － 短縮ダイヤル�

001

短縮番号�

1.ﾌｧｸｽ番号   10001�
2.回線　　  (オプション未実装)�
3.宛先名　  あいうえおかきくけこ�
4.索引文字  あ�
5.中継指示局登録  　　　　しない�
6.通信モ－ド 　 　　　　　G3自動�
7.送信画質  　　　　　　　パネル�

操作手順�操作手順�

11

を選択します。登録/変更�22

中継同報を行う場合、本機が中継局となるように設定する手順について説明します。

中継指示局に設定する

中継指示局に登録する場合、
を選択し、 を選択

します。

決定�する� 短縮番号001�
5.中継指示局登録�

しない�

決定�取り消し�

する�

33
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通信モードを選択するときの手順について説明します。
なおこの設定を行った短縮ダイヤルで相手先を指定した場合は、ファクス操作画面での変
更はできません。

通信モードを選択する

補 足�補 足�

●G4自動は、オプショ
ンです。

を、直接指で触れるか
を使って選択します。

6.通信モード�

閉じる�

登録/変更�前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

登録内容を削除�前番号�次番号�

短縮ダイヤル番号3桁をテンキ－で入力し、�
項目を選択してください。�

項目　　　　　　　　　　　登録内容�

登録/変更 － 短縮ダイヤル�

001

短縮番号�

1.ﾌｧｸｽ番号   10001�
2.回線　　  (オプション未実装)�
3.宛先名　  あいうえおかきくけこ�
4.索引文字  あ�
5.中継指示局登録  　　　　しない�
6.通信モ－ド 　 　　　　　G3自動�
7.送信画質  　　　　　　　パネル�

操作手順�操作手順�

11

を選択します。登録/変更�22

、 、 の中か
ら通信モードを選択し、 を
選択します。

決定�

G4自動�国際通信�G3自動�

短縮番号001�
6.通信モ－ド� 決定�取り消し�

国際通信�

G4自動�

G3自動�

33
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送信画質を選択するときの手順について説明します。
なおこの設定を行った短縮ダイヤルで相手先を指定したときに、ファクス操作画面で変更
できます。

を、直接指で触れるか
を使って選択します。

7.送信画質�

閉じる�

登録/変更�前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

登録内容を削除�前番号�次番号�

短縮ダイヤル番号3桁をテンキ－で入力し、�
項目を選択してください。�

項目　　　　　　　　　　　登録内容�

登録/変更 － 短縮ダイヤル�

001

短縮番号�

1.ﾌｧｸｽ番号   10001�
2.回線　　  (オプション未実装)�
3.宛先名　  あいうえおかきくけこ�
4.索引文字  あ�
5.中継指示局登録  　　　　しない�
6.通信モ－ド 　 　　　　　G3自動�
7.送信画質  　　　　　　　パネル�

操作手順�操作手順�

11

を選択します。登録/変更�22

送信画質を選択し、 を選択
します。

、 、 、 の
中から選択します。

は、送信を指示したときにファク
ス画面で選択されている送信画質で読み
取ります。

パネル�

超高画質�高画質�標準�パネル�

決定�

短縮番号001�
7.送信画質� 決定�取り消し�

標準�

高画質�

超高画質�

パネル�

33

送信画質を選択する
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送信シートをつけるときの手順について説明します。
なおこの設定を行った短縮ダイヤルで相手先を指定したときに、ファクス操作画面で変更
できます。

送信シートをつける

相手先の受信紙サイズに応じて最大蓄積サイズを設定するときの手順について、説明します。

を選択し、 が選択され
ていることを確認します。

8.送信シート�次�
ページ�

閉じる�

登録/変更�前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

登録内容を削除�前番号�次番号�

短縮ダイヤル番号3桁をテンキ－で入力し、�
項目を選択してください。�

項目　　　　　　　　　　　登録内容�

登録/変更 － 短縮ダイヤル�

001

短縮番号�

8.送信シ－ト  　　　　　　なし�
9.最大蓄積サイズ  　　　　A3�
10.時刻指定　　　　　　　しない�
11.親展通信　　　　　　　しない�
12.中継同報　　　　　　　しない�
13.課金情報(昼間)　　　　(オプション未実装)�
14.課金情報(夜間)　　　　(オプション未実装)

操作手順�操作手順�

11

を選択します。登録/変更�22

送信シートをつける場合、
を選択します。あり� 短縮番号001�

8.送信シ－ト�

なし�

決定�

あり�

33

コメントが必要な場合は、送信先
や発信元の を選択し、コメ
ント文を選び、 を選択し、
次の画面で を選択します。
コメントが必要ない場合は、

を選択します。決定�

決定�

決定�

コメント　→� 決定�短縮番号001�
8.送信シ－ト�

  送信シ－トの上部に下のようにコメントが入ります。�

コメント�

送　信　先 :＜短縮ダイヤルの相手先名が入ります＞�

:

発　信　元  :

ファクス番号 :＜自局 I Dが入ります＞�

コメント�

フ ァ ク ス 送 信 シ － ト �

:

44

最大蓄積サイズを設定する

参 照�参 照�

●コメントの入れかたに
ついては、「7-6 表
紙をつけて送信する
(送信シート)」を参照
してください。

●コメント文の登録につ
いては、「8-10 コメ
ントを登録する」を参
照してください。
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時刻指定通信を設定するときの手順について、説明します。
なおこの設定を行った短縮ダイヤルで相手先を指定しても、ファクス画面で変更できます。

を、直接指で触れるか
を使って選択します。

9.最大蓄積サイズ�

閉じる�

登録/変更�前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

登録内容を削除�前番号�次番号�

短縮ダイヤル番号3桁をテンキ－で入力し、�
項目を選択してください。�

項目　　　　　　　　　　　登録内容�

登録/変更 － 短縮ダイヤル�

001

短縮番号�

8.送信シ－ト  　　　　　　なし�
9.最大蓄積サイズ  　　　　A3�
10.時刻指定　　　　　　　しない�
11.親展通信　　　　　　　しない�
12.中継同報　　　　　　　しない�
13.課金情報(昼間)　　　　(オプション未実装)�
14.課金情報(夜間)　　　　(オプション未実装)

操作手順�操作手順�

11

を選択します。登録/変更�22

、 、 の中か
ら最大蓄積サイズを選択し、

を選択します。決定�

A3B4A4

短縮番号001�
9.最大蓄積サイズ� 決定�取り消し�

B4

A3

A4

33

時刻指定通信を設定する

を、直接指で触れるか
を使って選択します。

10.時刻指定�

閉じる�

登録/変更�前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

登録内容を削除�前番号�次番号�

短縮ダイヤル番号3桁をテンキ－で入力し、�
項目を選択してください。�

項目　　　　　　　　　　　登録内容�

登録/変更 － 短縮ダイヤル�

001

短縮番号�

8.送信シ－ト  　　　　　　なし�
9.最大蓄積サイズ  　　　　A3�
10.時刻指定　　　　　　　しない�
11.親展通信　　　　　　　しない�
12.中継同報　　　　　　　しない�
13.課金情報(昼間)　　　　(オプション未実装)�
14.課金情報(夜間)　　　　(オプション未実装)

操作手順�操作手順�

11

を選択します。登録/変更�22
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親展通信を設定するときの手順について説明します。
なおこの設定を行った短縮ダイヤルで相手先を指定しても、ファクス画面で変更できます。

を選択し、時刻を指定します。する�

決定�取り消し�

PM ( 1～12 )

通信開始時刻�

短縮番号001�
10.時刻指定�

�
テンキ－で入力してください。�

時� 分�

(00～59 )

時/分選択�

午前(AM )

午後( PM )

しない�

する�

33

を選択します。決定�44

親展通信を設定する

参 照�参 照�

●時刻指定通信について
は、「7-8 時刻を指
定して通信する(時刻
指定)」を参照してく
ださい。

を、直接指で触れるか
を使って選択します。

11.親展通信�

閉じる�

登録/変更�前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

登録内容を削除�前番号�次番号�

短縮ダイヤル番号3桁をテンキ－で入力し、�
項目を選択してください。�

項目　　　　　　　　　　　登録内容�

登録/変更 － 短縮ダイヤル�

001

短縮番号�

8.送信シ－ト  　　　　　　なし�
9.最大蓄積サイズ  　　　　A3�
10.時刻指定　　　　　　　しない�
11.親展通信　　　　　　　しない�
12.中継同報　　　　　　　しない�
13.課金情報(昼間)　　　　(オプション未実装)�
14.課金情報(夜間)　　　　(オプション未実装)

操作手順�操作手順�

11

を選択します。登録/変更�22

を選択し、ボックス番号と
暗証番号を入力します。

する�

決定�取り消し�

(1～200 )

暗証番号�ボックス番号�

短縮番号001�
11.親展通信�

�
テンキ－で入力してください。�

しない�

する� ボックス番号/�
暗証番号選択�

(0000～9999)

＊＊＊＊�1

33

を選択します。決定�44
参 照�参 照�

●親展通信については、
「7-13 親展通信する
(親展通信/親展ボック
ス)」を参照してください。

●親展通信を行う場合には、あらかじめ、相手先の親展ボックスの番号とパスワード(暗証番号)が
必要です。



150 8-2 短縮ダイヤルに登録する

8

デ
ー
タ
の
登
録

を、直接指で触れるか
を使って選択します。

12.中継同報�

閉じる�

登録/変更�前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

登録内容を削除�前番号�次番号�

短縮ダイヤル番号3桁をテンキ－で入力し、�
項目を選択してください。�

項目　　　　　　　　　　　登録内容�

登録/変更 － 短縮ダイヤル�

001

短縮番号�

8.送信シ－ト  　　　　　　なし�
9.最大蓄積サイズ  　　　　A3�
10.時刻指定　　　　　　　しない�
11.親展通信　　　　　　　しない�
12.中継同報　　　　　　　しない�
13.課金情報(昼間)　　　　(オプション未実装)�
14.課金情報(夜間)　　　　(オプション未実装)

操作手順�操作手順�

11

を選択します。登録/変更�22

中継同報指示の を選択し
ます。

指示する�
(中継局ID設定)

決定�短縮番号001�
12.中継同報�

中継同報指示�

(中継局 I D )

同報送信宛先/中継局への出力�

中継局へ出力しない�

指示する�
(中継局ID設定)

同報宛先�
設定／変更�指示しない�

33

中継局IDを入力し、 を選択
します。

決定�

短縮番号001�
中継同報(中継局 I D ) 決定�取り消し�

(01～99 )

�
テンキ－で入力してください。�44

中継同報を設定する

本機が指示局となり、中継同報を設定するときの手順について説明します。

●001～070の短縮番号に設定した場合、ひとつのワンタッチボタンから、多数の宛先に中継同報さ
れます。誤送信防止のため、ワンタッチボタンのラベルに内容を記載すると便利です。

●中継同報についての詳細は、「7-2 中継局を介して同報送信する(中継同報)」を参照してください。

補 足�補 足�

●中継局IDとは、あらか
じめ、中継局に登録さ
れている指示局(本機)
の短縮番号です。
例) 短縮番号 中継局

ID
001 ……01
099 ……99



8-2 短縮ダイヤルに登録する 151

8

デ
ー
タ
の
登
録

する�

中継局に登録されている�
短縮ダイヤル番号2桁をテンキ－で入力し�
[宛先追加]か[宛先削除]を指示してください。�
短縮番号001�
中継同報(同報宛先)

(短縮番号 : 01～99)�
(グル－プ : #1～#9)

同報送信宛先�
(短縮ダイヤル/グル－プ番号)

中継局への出力�

決定�取り消し�

宛先削除�宛先追加�

しない�

決定�短縮番号001�
12.中継同報�

中継同報指示�

(中継局 I D )

同報送信宛先/中継局への出力�

中継局へ出力しない�

指示する�
(中継局ID設定)

同報宛先�
設定／変更�指示しない�

01

同報先の短縮番号またはグループ
番号をテンキーで入力し、
を選択します。
複数同報先がある場合には、続けて短縮
番号またはグループ番号を入力し、

を選択します。宛先追加�

宛先追加�

を選択します。同報宛先�
設定/変更�

補 足�補 足�

●短縮番号/グループ番
号は、2けた（01～
99 / #1～#9）で入力
します。

●宛先を削除する場合に
は、短縮番号/グルー
プ 番 号 を 入 力 し 、

を選択します。宛先削除�

55

66

する�

中継局に登録されている�
短縮ダイヤル番号2桁をテンキ－で入力し�
[宛先追加]か[宛先削除]を指示してください。�
短縮番号001�
中継同報(同報宛先)

(短縮番号 : 01～99)�
(グル－プ : #1～#9)

同報送信宛先�
(短縮ダイヤル/グル－プ番号)

中継局への出力�

決定�取り消し�

宛先削除�宛先追加�

しない�＃01

する�

中継局に登録されている�
短縮ダイヤル番号2桁をテンキ－で入力し�
[宛先追加]か[宛先削除]を指示してください。�
短縮番号001�
中継同報(同報宛先)

(短縮番号 : 01～99)�
(グル－プ : #1～#9)

同報送信宛先�
(短縮ダイヤル/グル－プ番号)

中継局への出力�

決定�取り消し�

宛先削除�宛先追加�

しない�＃01

を選択します。
画面が変わったらもう一度 を選択
し、中継同報の設定を終了します。

決定�

決定�

中継局にも文書を出力する場合
には、 を を選択
します。

する�中継局への出力�

77

88

を選択します。

を押し、初期画面に戻ります。リセット�

閉じる�

閉じる�

登録/変更�前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

登録内容を削除�前番号�次番号�

短縮ダイヤル番号3桁をテンキ－で入力し、�
項目を選択してください。�

項目　　　　　　　　　　　登録内容�

登録/変更 － 短縮ダイヤル�

001

短縮番号�

8.送信シ－ト  　　　　　　なし�
9.最大蓄積サイズ  　　　　A3�
10.時刻指定　　　　　　　しない�
11.親展通信　　　　　　　しない�
12.中継同報　　　　　　　＃01�
13.課金情報(昼間)　　　　(オプション未実装)�
14.課金情報(夜間)　　　　(オプション未実装)

99
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短縮ダイヤルの登録内容を変更/削除する

メニュー画面の を選択し
ます。

登録/変更�

仕様設定�

登録/変更�

メ－タ－確認�

ジョブメモリ－�

レポ－ト/�
リストの出力�

ファクス�
受信モ－ド�

コピ－� ファクス�

操作手順�操作手順�

11

を選択します。短縮ダイヤル�

閉じる�登録/変更�

サブダイヤル�

短縮ダイヤル�

コメント�

ジョブメモリー�

自局情報�

親展ボックス�

宛先グループ�

22

変更または削除したい短縮番号を
指定します。

登録内容を変更する場合

変更したい項目を直接指で触れる
か を使って選択します。

を選択します。

表示された画面で登録内容を変更
し、 を選択します。

続けて項目を変更する場合は、こ
の手順を繰り返します。

登録内容の全ての項目を削除する
場合

を選択し、手順4に進みます。登録内容を削除�

決定�

登録/変更�

閉じる�

登録/変更�前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

登録内容を削除�前番号�次番号�

短縮ダイヤル番号3桁をテンキ－で入力し、�
項目を選択してください。�

項目　　　　　　　　　　　登録内容�

登録/変更 － 短縮ダイヤル�

001

短縮番号�

1.ﾌｧｸｽ番号   10001�
2.回線　　  外線�
3.宛先名　  あいうえおかきくけこ�
4.索引文字  あ�
5.中継指示局登録  　　　　しない�
6.通信モ－ド 　 　　　　　G3自動�
7.送信画質  　　　　　　　パネル�

33
補 足�補 足�

● を選択する
と、登録内容が変更さ
れません。

取り消し�
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を選択します。はい�
(削除する)

閉じる�

登録/変更�前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

短縮ダイヤル番号3桁をテンキ－で入力し、�
項目を選択してください。�

項目�

登録/変更 － 短縮ダイヤル�

1�
2�
3�
4�
5�
6�
7

はい�
（削除する）�

いいえ�
（取り消し）�

短縮ダイヤル001の登録内容を�
削除します。�
�
よろしいですか?

44
補 足�補 足�

● を選択すると
登録内容は削除されま
せん。

●再登録するときは、本
節の最初に戻り、再登
録してください。

いいえ�
(削除しない)
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8-3 グループを登録する

同報送信する相手先をまとめて、グループに登録することができます。
グループに登録する相手先は、短縮ダイヤルに登録しておく必要があります。

●1グループに短縮ダイヤルは、20まで登録できます。ワイルドカード( )も使用できます。
●グループ数は、10まで登録できます。

ここで使うボタン�

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■ 蓄積文書あり� ■  割り込み�

クリア�

リセット�

ストップ�

スタート�

設定確認�

機能切り替え�

節電中/解除�
061

066

ジョブメモリー�

062

067

063

068

064

069

065

070

M06

M02M01 M03 M04 M05

M07 M08 M09 M10

M11 M12 M13 M14 M15

M16 M17 M18 M19 M20

ファクス�
コピー�

メニュー�

テンキー�

リセットボタン�
仕様設定�

登録/変更�

メ－タ－確認�

ジョブメモリ－�

レポ－ト/�
リストの出力�

ファクス�
受信モード�

コピ－� ファクス�

メニュー画面の を選択し
ます。

登録/変更�

仕様設定�

登録/変更�

メ－タ－確認�

ジョブメモリ－�

レポ－ト/�
リストの出力�

ファクス�
受信モ－ド�

コピ－� ファクス�

操作手順�操作手順�

11

を選択します。宛先グループ�

閉じる�登録/変更�

サブダイヤル�

短縮ダイヤル�

コメント�

ジョブメモリー�

自局情報�

親展ボックス�

宛先グループ�

22
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�
短縮ダイヤル番号3桁をテンキ－で入力し�
[宛先追加]か[宛先削除]を指示してください。�
宛先グル－プ#01�
登録/変更�

010

短縮番号�

ﾌｧｸｽ番号  :10010�
回線　　  :外線�
宛先名　  :小沢�

決定�取り消し�

宛先削除�宛先追加�

登録宛先  :   [ 2 0 ]

登録宛先  :   [ 0 0 1  0 0 2  0 0 3  0 0 4  0 0 5�
　　　　       0 0 6  0 0 7  0 0 8  0 0 9  0 1 0�
　　　　       0 1 1  0 1 2  0 1 3  0 1 4  0 1 5�
　　　　       0 1 6  0 1 7  0 1 8  0 1 9  0 2 0  ]

�
短縮ダイヤル番号3桁をテンキ－で入力し�
[宛先追加]か[宛先削除]を指示してください。�

登録宛先  :

宛先グル－プ#01�
登録/変更�

短縮番号�

ﾌｧｸｽ番号  :�
回線　　  :�
宛先名　  :

決定�取り消し�

宛先削除�宛先追加�

登録数�
[ 0 ]

�
項目を選択してください。�

閉じる�

登録/変更�

登録/変更 － 宛先グル－プ�

#01  [ 0 ]  ( 未登録 )�
#02  [ 0 ]  ( 未登録 )�
#03  [ 0 ]  ( 未登録 )�
#04  [ 0 ]  ( 未登録 )�
#05  [ 0 ]  ( 未登録 )�
#06  [ 0 ]  ( 未登録 )�
#07  [ 0 ]  ( 未登録 )�
#08  [ 0 ]  ( 未登録 )�
#09  [ 0 ]  ( 未登録 )�
#10  [ 0 ]  ( 未登録 )

グル－プ登録数  短縮ダイヤル番号�

を選択します。

グループに登録した短縮番号が表示され
ます。

決定�

テンキーで短縮番号(3けた)を入力
し、 を選択します。

上記の操作を繰り返し、短縮番号を登録
します。

宛先追加�

を選択します。登録/変更�

登録したいグループ番号を、直接指
で触れるか で選択します。

補 足�補 足�

●グループにグループは
登録できません。

●ワイルドカードの使用
例
01*: 010～019の

10件の短縮登録
された宛先が指
定できます。

*** : 短縮登録された
すべての宛先が
指定できます。

33

44

55

66

�
項目を選択してください。�

閉じる�

登録/変更�

登録/変更 － 宛先グル－プ�

#01  [ 2 0 ]  0 0 1  0 0 2  0 0 3  0 0 4  .  .  .�
# 02  [ 0 1 ]  0 0＊�
#03  [ 0 0 ]  ( 未登録 )�
#04  [ 0 0 ]  ( 未登録 )�
#05  [ 0 0 ]  ( 未登録 )�
#06  [ 0 0 ]  ( 未登録 )�
#07  [ 0 0 ]  ( 未登録 )�
#08  [ 0 0 ]  ( 未登録 )�
#09  [ 0 0 ]  ( 未登録 )�
#10  [ 0 0 ]  ( 未登録 )

グル－プ登録数  短縮ダイヤル番号�

を選択します。

グループに登録した短縮番号が表示され
ます。

を押し、初期画面に戻ります。リセット�

閉じる�77

●宛先を削除したい場合は、テンキーで削除し
たい短縮番号を入力し、 を選択します。宛先削除�
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8-4 自局名を登録する

自局の名前を自局名として登録します。
自局名は、相手側のディスプレイや通信管理レポートに表示されます。
ただし、相手機によっては表示されないことがあります。

●自局名には、カタカナ/英数字/記号で最大20文字まで登録できます。

ここで使うボタン�

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■ 蓄積文書あり� ■  割り込み�

クリア�

リセット�

ストップ�

スタート�

設定確認�

機能切り替え�

節電中/解除�
061

066

ジョブメモリー�

062

067

063

068

064

069

065

070

M06

M02M01 M03 M04 M05

M07 M08 M09 M10

M11 M12 M13 M14 M15

M16 M17 M18 M19 M20

ファクス�
コピー�

メニュー�

テンキー�

リセットボタン�
仕様設定�

登録/変更�

メ－タ－確認�

ジョブメモリ－�

レポ－ト/�
リストの出力�

ファクス�
受信モード�

コピ－� ファクス�

メニュー画面の を選択し
ます。

登録/変更�

仕様設定�

登録/変更�

メ－タ－確認�

ジョブメモリ－�

レポ－ト/�
リストの出力�

ファクス�
受信モ－ド�

コピ－� ファクス�

操作手順�操作手順�

11

を選択します。自局情報�

閉じる�登録/変更�

サブダイヤル�

短縮ダイヤル�

コメント�

ジョブメモリー�

自局情報�

親展ボックス�

宛先グループ�

22
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が選択されていることを確
認し、 を選択します。登録/変更�

1.自局名�

閉じる�

登録/変更��前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

�
項目を選択してください。�

項目　　　　　　　　　　　登録内容�

登録/変更 － 自局情報�

1.自局名　　　　　　　　 (未登録)�
2.発信元名　　　　　　　 (未登録)�
3.G3外線1- I D (FAX番号) 　 (未登録)�
4.　　　  -ダイヤル種別   P B�
5.　　　  -回線種別　　   N T T�
6.G3外線2- I D (FAX番号) 　 (未登録)�
7.　　　  -ダイヤル種別   P B�
8.　　　  -回線種別　　   N T T�
9.G3外線3- I D (FAX番号) 　 (未登録)�
10. 　　  -ダイヤル種別   P B

33

自局名を入力し、 を選択し
ます。

を押し、初期画面に戻ります。リセット�

決定�

1.自局名� 決定�取り消し�

ABCショウジ�

英/数�記号�

シフト�オ�

エ�

ウ�

イ�

ア�

コ�

ケ�

ク�

キ�

カ�

ソ�

セ�

ス�

シ�

サ�

ト�

テ�

ツ�

チ�

タ�

ノ�

ネ�

ヌ�

ニ�

ナ�

ホ�

ヘ�

フ�

ヒ�

ハ�

メ�

ム�

ミ�

マ�

－�

ヨ�

ユ�

ヤ�

ロ�

レ�

ル�

リ�

ラ�

゜�

゛�

ン�

ヲ�

ワ�

空白�

後退�

モ�

カタカナ�

44
参 照�参 照�

●文字の入力方法につい
ては、「1-6 文字の
入力のしかた」を参照
してください。
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8-5 発信元名を登録する

発信元の名前(会社名など)を登録します。
発信元名は、発信元記録や送信シートなどに出力される自局の名称です。

●発信元名には、最大30文字まで登録できます。

ここで使うボタン�

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■ 蓄積文書あり� ■  割り込み�

クリア�

リセット�

ストップ�

スタート�

設定確認�

機能切り替え�

節電中/解除�
061

066

ジョブメモリー�

062

067

063

068

064

069

065

070

M06

M02M01 M03 M04 M05

M07 M08 M09 M10

M11 M12 M13 M14 M15

M16 M17 M18 M19 M20

ファクス�
コピー�

メニュー�

テンキー�

リセットボタン�
仕様設定�

登録/変更�

メ－タ－確認�

ジョブメモリ－�

レポ－ト/�
リストの出力�

ファクス�
受信モード�

コピ－� ファクス�

メニュー画面の を選択し
ます。

登録/変更�

仕様設定�

登録/変更�

メ－タ－確認�

ジョブメモリ－�

レポ－ト/�
リストの出力�

ファクス�
受信モ－ド�

コピ－� ファクス�

操作手順�操作手順�

11

を選択します。自局情報�

閉じる�登録/変更�

サブダイヤル�

短縮ダイヤル�

コメント�

ジョブメモリー�

自局情報�

親展ボックス�

宛先グループ�

22



8-5 発信元名を登録する 159

8

デ
ー
タ
の
登
録

決定�取り消し�

ABC商事(株)

ひらがな�カタカナ�英/数�記号� 単漢字変換�

シフト�お�

え�

う�

い�

あ�

こ�

け�

く�

き�

か�

そ�

せ�

す�

し�

さ�

と�

て�

つ�

ち�

た�

の�

ね�

ぬ�

に�

な�

ほ�

へ�

ふ�

ひ�

は�

め�

む�

み�

ま�

々�

－�

よ�

ゆ�

や�

ろ�

れ�

る�

り�

ら�

゜�

゛�

ん�

を�

わ�

無変換�

空白�

後退�

も�

2.発信元名�

閉じる�

登録/変更��前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

�
項目を選択してください。�

項目　　　　　　　　　　　登録内容�

登録/変更 － 自局情報�

1.自局名　　　　　　　　 (未登録)�
2.発信元名　　　　　　　 (未登録)�
3.G3外線1- I D (FAX番号) 　 (未登録)�
4.　　　  -ダイヤル種別   P B�
5.　　　  -回線種別　　   N T T�
6.G3外線2- I D (FAX番号) 　 (未登録)�
7.　　　  -ダイヤル種別   P B�
8.　　　  -回線種別　　   N T T�
9.G3外線3- I D (FAX番号) 　 (未登録)�
10. 　　  -ダイヤル種別   P B

発信元名を入力し、 を選択
します。

を押し、初期画面に戻ります。リセット�

決定�

を選択します。登録/変更�

を、直接指で触れるか
を使って選択します。

2.発信元名�

参 照�参 照�

●文字の入力方法につい
ては、「1-6 文字の
入力のしかた」を参照
してください。

33

44

55
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8-6 G3 IDと回線を設定する

G3通信を行う場合、G3 IDの登録と回線の設定を行います。
G3 IDには、通常、自局のファクス番号を設定します。
回線の設定には、ダイヤル種別と回線種別の設定があります。

●G3通信で使用できる回線は、最大3回線(オプション装着時)です。
●回線毎にG3IDを設定できます。特定の回線を指定して送信したい場合は「7-18 回線を指定
して送信する」を参照してください。

ここで使うボタン�

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■ 蓄積文書あり� ■  割り込み�

クリア�

リセット�

ストップ�

スタート�

設定確認�

機能切り替え�

節電中/解除�
061

066

ジョブメモリー�

062

067

063

068

064

069

065

070

M06

M02M01 M03 M04 M05

M07 M08 M09 M10

M11 M12 M13 M14 M15

M16 M17 M18 M19 M20

ファクス�
コピー�

メニュー�

テンキー�

リセットボタン�
仕様設定�

登録/変更�

メ－タ－確認�

ジョブメモリ－�

レポ－ト/�
リストの出力�

ファクス�
受信モード�

コピ－� ファクス�

メニュー画面の を選択し
ます。

登録/変更�

仕様設定�

登録/変更�

メ－タ－確認�

ジョブメモリ－�

レポ－ト/�
リストの出力�

ファクス�
受信モ－ド�

コピ－� ファクス�

操作手順�操作手順�

11

G3 IDを登録する

G3 IDには、通常、自局のファクス番号を登録します。
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決定�取り消し�

記号�

シフト�

空白�

後退�

t

j

0

s

i

9

r

h

8

q

g

7

z

p

f

6

y

o

e

5

n

d

4

w

m

c

3

v

l

b

2

u

k

a

1

x

3.G 3外線1－�
   I D(FAX番号)

英/数�

0312345679

閉じる�

登録/変更��前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

�
項目を選択してください。�

項目　　　　　　　　　　　登録内容�

登録/変更 － 自局情報�

1.自局名　　　　　　　　 (未登録)�
2.発信元名　　　　　　　 (未登録)�
3.G3外線1- I D (FAX番号) 　 (未登録)�
4.　　　  -ダイヤル種別   P B�
5.　　　  -回線種別　　   N T T�
6.G3外線2- I D (FAX番号) 　 (未登録)�
7.　　　  -ダイヤル種別   P B�
8.　　　  -回線種別　　   N T T�
9.G3外線3- I D (FAX番号) 　 (未登録)�
10. 　　  -ダイヤル種別   P B

ファクス番号を入力し、 を
選択します。

決定�

を選択します。登録/変更�

登録する外線を、直接指で触れる
か を使って選択します。

補 足�補 足�

●文字の入力方法につい
ては、「1-6 文字の
入力のしかた」を参照
してください。

●登録できる番号は、最
大20けたです。

●入力できる番号は、数
字と+です。

33

44

55

閉じる�登録/変更�

サブダイヤル�

短縮ダイヤル�

コメント�

ジョブメモリー�

自局情報�

親展ボックス�

宛先グループ�

を選択します。自局情報�22

ダイヤル種別を選択する

ダイヤル種別を選択します。

ダイヤル種別は、以下のとおりです。
●プッシュ回線(PB)
●ダイヤル回線(10pps)
●ダイヤル回線(20pps)

補 足�補 足�

●工場出荷時は、 に
設定されています。

 P B
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を、直接指で触れるか
を使って選択します。

 ダイヤル種別�

閉じる�

登録/変更��前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

�
項目を選択してください。�

項目　　　　　　　　　　　登録内容�

登録/変更 － 自局情報�

1.自局名　　　　　　　　 (未登録)�
2.発信元名　　　　　　　 (未登録)�
3.G3外線1- I D (FAX番号) 　 0312345679�
4.　　　  -ダイヤル種別   P B�
5.　　　  -回線種別　　   N T T�
6.G3外線2- I D (FAX番号) 　 (未登録)�
7.　　　  -ダイヤル種別   P B�
8.　　　  -回線種別　　   N T T�
9.G3外線3- I D (FAX番号) 　 (未登録)�
10. 　　  -ダイヤル種別   P B

操作手順�操作手順�

11

を選択します。登録/変更�22

、 、 の中か
らダイヤル種別を選択し、
を選択します。

決定�

20p p s10 p p sP B

4.G 3外線1－�
   ダイヤル種別�

20 p p s

P B

決定�取り消し�

10 p p s

33

を、直接指で触れるか
を使って選択します。

 回線種別�

閉じる�

登録/変更��前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

�
項目を選択してください。�

項目　　　　　　　　　　　登録内容�

登録/変更 － 自局情報�

1.自局名　　　　　　　　 (未登録)�
2.発信元名　　　　　　　 (未登録)�
3.G3外線1- I D (FAX番号) 　 (未登録)�
4.　　　  -ダイヤル種別   P B�
5.　　　  -回線種別　　   N T T�
6.G3外線2- I D (FAX番号) 　 (未登録)�
7.　　　  -ダイヤル種別   P B�
8.　　　  -回線種別　　   N T T�
9.G3外線3- I D (FAX番号) 　 (未登録)�
10. 　　  -ダイヤル種別   P B

操作手順�操作手順�

11

を選択します。登録/変更�22

回線種別を選択する

回線種別を選択します。

回線種別は、以下のとおりです。
●NTT ………一般電話回線
●PBX ………構内交換機

補 足�補 足�

●初期値は、NTTです。
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、 から選択し、
を選択します。

を押し、初期画面に戻ります。リセット�

決定�

PBXNT T

5.G 3外線1－�
   回線種別�

NTT

決定�取り消し�

PBX

33



ここで使うボタン�

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■ 蓄積文書あり� ■  割り込み�

クリア�

リセット�

ストップ�

スタート�

設定確認�

機能切り替え�

節電中/解除�
061

066

ジョブメモリー�

062

067

063

068

064

069

065

070

M06

M02M01 M03 M04 M05

M07 M08 M09 M10

M11 M12 M13 M14 M15

M16 M17 M18 M19 M20

ファクス�
コピー�

メニュー�

テンキー�

リセットボタン�
仕様設定�

登録/変更�

メ－タ－確認�

ジョブメモリ－�

レポ－ト/�
リストの出力�

ファクス�
受信モード�

コピ－� ファクス�

補 足�補 足�

●G4はオプションです。
●最大2回線まで増設で
きます。

●日本の国別コードは
「81」となります。

164 8-7 G4 IDを設定する
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G4通信を行う場合、G4 IDを登録します。
G4 IDには、網/国別コード、加入者番号、加入者略号を登録します。

網/国別コード: 1文字以上4文字以下の数字

加入者番号: 12文字以内の英数字/記号最大15文字
加入者略号: 3文字以上の英字

最大24文字

加入者略号＝�加入者番号-網/国別コード

8-7 G4 IDを設定する

メニュー画面の を選択し
ます。

登録/変更�

仕様設定�

登録/変更�

メ－タ－確認�

ジョブメモリ－�

レポ－ト/�
リストの出力�

コピ－� ファクス�

ファクス�
受信モ－ド�

操作手順�操作手順�

11

を選択します。自局情報�

閉じる�登録/変更�

サブダイヤル�

短縮ダイヤル�

コメント�

ジョブメモリー�

自局情報�

親展ボックス�

宛先グループ�

22




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決定�取り消し�

記号�

シフト�

空白�

後退�

t

j

0

s

i

9

r

h

8

q

g

7

z

p

f

6

y

o

e

5

n

d

4

w

m

c

3

v

l

b

2

u

k

a

1

x

21.G 4外線1－�
    I D

英/数�

�
「国コ－ド」－「加入者番号」＝「加入略号」�
の順に入力してください。�

81-312345679=ABC

閉じる�

登録/変更��前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

�
項目を選択してください。�

項目　　　　　　　　　　　登録内容�

登録/変更 － 自局情報�

21.G4回線1- I D 　　　　　81-=ABC�
22.G4回線2- I D 　　　　　81-=ABC�
23. ISDN  ID1-(FAX番号)　   (未登録)�
24.　　　　-サブアドレス (未登録)�
25.　　　　-通信能力　　  なし�
26.　　　　-発信番号通知  しない�
27. ISDN  ID2-(FAX番号)　   (未登録)�
28.　　　　-サブアドレス (未登録)�
29.　　　　-通信能力　　  なし�
30.　　　　-発信番号通知  しない�

を選択します。登録/変更�

G4 IDを入力し、 を選択し
ます。

を押し、初期画面に戻ります。リセット�

決定�

を2回選択し、登録する
を、直接指で触れるか を使
って選択します。

 G4回線 I D次�
ページ�

参 照�参 照�

●文字の入力方法につい
ては、「1-6 文字の
入力のしかた」を参照
してください。

33

55

44
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ISDNを利用する場合、ISDN IDを登録します。
ISDN IDには、ファクス番号、サブアドレス、通信能力、発信番号通知があります。ファ
クス番号と通信能力は、必ず登録します。

8-8 ISDN IDを設定する

項目 内容

FAX番号

(ファクス番号)

契約したISDN番号の市内局番と加入者番号をつないだものを32けた以内で登録し

ます。

INSネットのダイヤルインサービスを使用する場合は、ID1～ID4にダイヤルイン

番号を登録します。

サブアドレス

INSネットのサブアドレス通知サービスを使用するときに19けた以内で登録します。

サブアドレス通知サービスを使用し、ひとつのISDN回線に複数の端末が接続され

ている場合に、相手側もINSネットに加入していれば「電話番号+サブアドレス」

をダイヤルし、特定の端末(本機)を指示できます。
●サブアドレス通知サービスを使用しないときは、登録の必要はありません。

通信能力
IDごとに通信できる通信能力(電話/G3/G4)を設定します。
●ファクス番号またはサブアドレスを登録したときは、必ず設定します。

発信番号通知
INSネットの発信者番号通知サービスを利用するために設定します。

発信者番号通知サービスは、自局の電話番号を相手側に知らせるサービスです。
●ファクス番号またはサブアドレスを登録したときは、必ず設定します。

発信者番号（契約者回線番号またはダイヤルイン番号）を相手の方に通知する機能です。相手の方に通知する／しない

を選択することができます。

●あなたの電話番号の通知のされ方

•「184」を相手の電話番号の前に付加してダイヤルすると、「INSネット契約」や「本機の設定」にかかわらず、あ

なたの電話番号を相手の方に通知しません。

•「186」を相手の電話番号の前に付加してダイヤルすると、「INSネット契約」や「本機の設定」にかかわらず、あ

なたの電話番号を相手の方に通知します。

• 相手の電話番号だけをダイヤルすると、以下のとおり「INSネット契約」や「本機の設定」の組合わせによって、

あなたの電話番号を通知する／しないが決まります。

「INSネット契約」、「本機の設定」の組合わせによる通知する／通知しない

通常通知（通話ごと非通知）

通常非通知（回線ごと非通知）

本機の設定
しない

通知しません

通知しません

する

通知します

通知します

「INSネット契約」：INSネットのご加入時に選択いただいた発信者番号通知サービスの契約種別には、通常通

知（通話ごと非通知）、通常非通知（回線ごと非通知）があります。

「本機の設定」 ：発信者番号を通知する／通知しないを指定する本機の設定には、 がありま

す。

「184、186」 ：電話番号の前に付加して発信者番号を通知する／通知しないを指定するダイヤル操作には

「184（通知しない）」、「186（通知する）」があります。

しないする

■発信者番号通知について

※すでに「常時通知拒否」ご契約の場合は、いかなる設定でも通知しません。（「184、186」は利用できません。）
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を選択します。自局情報�

閉じる�登録/変更�

サブダイヤル�

短縮ダイヤル�

コメント�

ジョブメモリー�

自局情報�

親展ボックス�

宛先グループ�

22

閉じる�

登録/変更��前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

�
項目を選択してください。�

項目　　　　　　　　　　　登録内容�

登録/変更 － 自局情報�

21.G4回線1- I D 　　　　　81-312345679=ABC�
22.G4回線2- I D 　　　　　(オプション未実装)�
23. ISDN  ID1-(FAX番号)　   (未登録)�
24.　　　　-サブアドレス (未登録)�
25.　　　　-通信能力　　  なし�
26.　　　　-発信番号通知  しない�
27. ISDN  ID2-(FAX番号)　   (未登録)�
28.　　　　-サブアドレス (未登録)�
29.　　　　-通信能力　　  なし�
30.　　　　-発信番号通知  しない�

を選択します。登録/変更�

登録する を、直接指で触れる
か を使って選択します。

 ISDN ID33

44

ここで使うボタン�

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■ 蓄積文書あり� ■  割り込み�

クリア�

リセット�

ストップ�

スタート�

設定確認�

機能切り替え�

節電中/解除�
061

066

ジョブメモリー�

062

067

063

068

064

069

065

070

M06

M02M01 M03 M04 M05

M07 M08 M09 M10

M11 M12 M13 M14 M15

M16 M17 M18 M19 M20

ファクス�
コピー�

メニュー�

テンキー�

リセットボタン�
仕様設定�

登録/変更�

メ－タ－確認�

ジョブメモリ－�

レポ－ト/�
リストの出力�

ファクス�
受信モード�

コピ－� ファクス�

メニュー画面の を選択し
ます。

登録/変更�

仕様設定�

登録/変更�

メ－タ－確認�

ジョブメモリ－�

レポ－ト/�
リストの出力�

コピ－� ファクス�

ファクス�
受信モ－ド�

操作手順�操作手順�

11
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8-8 ISDN IDを設定する

補 足�補 足�

●ファクス番号やサブア
ドレスを設定した場合
には、必ず選択します。

閉じる�

登録/変更��前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

�
項目を選択してください。�

項目　　　　　　　　　　　登録内容�

登録/変更 － 自局情報�

21.G4回線1- I D 　　　　　81-312345679=ABC�
22.G4回線2- I D 　　　　　(オプション未実装)�
23. ISDN  ID1-(FAX番号)　   0312345679�
24.　　　　-サブアドレス 0001�
25.　　　　-通信能力　　  なし�
26.　　　　-発信番号通知  しない�
27. ISDN  ID2-(FAX番号)　   (未登録)�
28.　　　　-サブアドレス (未登録)�
29.　　　　-通信能力　　  なし�
30.　　　　-発信番号通知  しない�

を選択し、 を選択し
ます。

登録/変更� 通信能力�88

決定�取り消し�25. I S DN  I D  1－�
    通信能力�

なし�

電話�

あり�

なし�

G3

あり�

なし�

G4

あり�

通信能力を選択し、 を選択
します。

決定�99

決定�取り消し�

記号�

シフト�

空白�

後退�

t

j

0

s

i

9

r

h

8

q

g

7

z

p

f

6

y

o

e

5

n

d

4

w

m

c

3

v

l

b

2

u

k

a

1

x

23. I S DN  I D  1－�
   (FAX番号)

英/数�

ファクス番号を入力し、 を
選択します。

決定�

参 照�参 照�

●文字の入力方法につい
ては、「1-6 文字の
入力のしかた」を参照
してください。

55

閉じる�

登録/変更��前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

�
項目を選択してください。�

項目　　　　　　　　　　　登録内容�

登録/変更 － 自局情報�

21.G4回線1- I D 　　　　　81-312345679=ABC�
22.G4回線2- I D 　　　　　(オプション未実装)�
23. ISDN  ID1-(FAX番号)　   0312345679�
24.　　　　-サブアドレス (未登録)�
25.　　　　-通信能力　　  なし�
26.　　　　-発信番号通知  しない�
27. ISDN  ID2-(FAX番号)　   (未登録)�
28.　　　　-サブアドレス (未登録)�
29.　　　　-通信能力　　  なし�
30.　　　　-発信番号通知  しない�

サブアドレスを登録する場合は、
を選択し、 を選択

します。

登録/変更� サブアドレス�

66

決定�取り消し�

記号�

シフト�

空白�

後退�

t

j

0

s

i

9

r

h

8

q

g

7

z

p

f

6

y

o

e

5

n

d

4

w

m

c

3

v

l

b

2

u

k

a

1

x

24. I S DN  I D  1－�
    サブアドレス�

英/数�

サブアドレスを入力して、
を選択します。

決定�

参 照�参 照�

●文字の入力方法につい
ては、「1-6 文字の
入力のしかた」を参照
してください。

77
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閉じる�

登録/変更��前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

�
項目を選択してください。�

項目　　　　　　　　　　　登録内容�

登録/変更 － 自局情報�

21.G4回線1- I D 　　　　　81-312345679=ABC�
22.G4回線2- I D 　　　　　(オプション未実装)�
23. ISDN  ID1-(FAX番号)　   0312345679�
24.　　　　-サブアドレス 0001�
25.　　　　-通信能力　　  なし�
26.　　　　-発信番号通知  しない�
27. ISDN  ID2-(FAX番号)　   (未登録)�
28.　　　　-サブアドレス (未登録)�
29.　　　　-通信能力　　  なし�
30.　　　　-発信番号通知  しない�

を選択し、 を選択
します。

登録/変更� 発信番号通知�1010

決定�取り消し�

しない�

26. I S DN  I D  1 –
      発信番号通知�

する�

発信番号通知を行う場合には、
を選択し、 を選択

します。

を押し、初期画面に戻ります。リセット�

決定�する�

補 足�補 足�

●ファクス番号やサブア
ドレスを設定した場合
には、必ず を
選択します。

する�

1111
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現在の日付と時刻を設定します。
設定した時刻をもとに時刻指定送信などが機能しますので、正確な時刻を入力してください。

8-9 日付/時刻を設定する

ここで使うボタン�

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■ 蓄積文書あり� ■  割り込み�

クリア�

リセット�

ストップ�

スタート�

設定確認�

機能切り替え�

節電中/解除�
061

066

ジョブメモリー�

062

067

063

068

064

069

065

070

M06

M02M01 M03 M04 M05

M07 M08 M09 M10

M11 M12 M13 M14 M15

M16 M17 M18 M19 M20

ファクス�
コピー�

メニュー�

テンキー�

リセットボタン�
仕様設定�

登録/変更�

メ－タ－確認�

ジョブメモリ－�

レポ－ト/�
リストの出力�

ファクス�
受信モード�

コピ－� ファクス�

メニュー画面の を選択し
ます。

仕様設定�

仕様設定�

登録/変更�

メ－タ－確認�

ジョブメモリ－�

レポ－ト/�
リストの出力�

ファクス�
受信モ－ド�

コピ－� ファクス�

操作手順�操作手順�

11

を選択します。タイマー設定�

プリント�
優先順位�

閉じる�仕様設定�

コピ－画面�
設定�画面表示設定�

レポ－ト設定�

タイマ－設定�

音調整�

診断�

ファクス画面�
設定�

コピ－機能�
設定�

ファクス機能�
設定�

22

8-9 日付/時刻を設定する

注 記�注 記�

●時刻表示は、あくまで
も目安としてご利用く
ださい。なお、誤差が
生じた場合は、登録を
やり直してください。
（時間精度：平均月差±
30秒以内）
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8-9 日付/時刻を設定する

決定�取り消し�

(1～12 )

月�

(1998～2097)

年�

1.日付�

�
テンキ－で入力してください。�

//

( 1～31 )

日�

9 19

年/月/日選択�

1999

�
項目を選択してください。�

閉じる�

確認/変更�

仕様設定 － タイマ－設定�

1.日付　　　　　　　　　　1999/9/20(年/月/日)�
2.時計　　　　　　　　　　2 : 1 7 ( PM )�
3.オ－トクリア　　　　　　しない�
4.ジョブ自動解除　　　　　10分�
5.プリント起動　　　　　　10秒�
6.R OSセ－ブ　　　　　　30秒�
7.自動節電モ－ド　　　　　15分+45分�

項目　　　　　　　　　　　設定状態�

を選択し、変更したい項目
に を表示させます。

テンキーで数字を入力し、
を選択します。

決定�

年/月/日選択�

が選択されていることを確認
し、 を選択します。確認/変更�

1.日付�33

44

決定�取り消し�

PM ( 1～12 )

時�表示切り替え�

2.時計�

�
テンキ－で入力してください。�

時� 分�

(00～59 )

分�

2 17

時/分選択�

午前(AM )1 2時間制表示�

午後(PM )2 4時間制表示�

�
項目を選択してください。�

閉じる�

確認/変更�

仕様設定 － タイマ－設定�

1.日付　　　　　　　　　　1999/9/19(年/月/日)�
2.時計　　　　　　　　　　2 : 1 7 ( PM )�
3.オ－トクリア　　　　　　しない�
4.ジョブ自動解除　　　　　10分�
5.プリント起動　　　　　　10秒�
6.R OSセ－ブ　　　　　　30秒�
7.自動節電モ－ド　　　　　15分+45分�

項目　　　　　　　　　　　設定状態�

を選択します。確認/変更�

か を選択します。

を選択した場合は手順9に
進みます。

24時間制表示�

24時間制表示�12時間制表示�

を、直接指で触れるか
を使って選択します。

2.時計�55

77

66

決定�取り消し�

PM ( 1～12 )

時�表示切り替え�

2.時計�

�
テンキ－で入力してください。�

時� 分�

(00～59 )

分�

2 17

時/分選択�

午前(AM )1 2時間制表示�

午後(PM )2 4時間制表示�

か のどちらかを
選択します。

午後(PM)午前(AM)88
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8-9 日付/時刻を設定する

決定�取り消し�

PM ( 1～12 )

時�表示切り替え�

2.時計�

�
テンキ－で入力してください。�

時� 分�

(00～59 )

分�

2 17

時/分選択�

午前(AM )1 2時間制表示�

午後(PM )2 4時間制表示�

を選択し、変更したい項目
に を表示させます。

テンキーで数字を入力し、
を選択します。

を選択した時点で、秒は00秒か
ら始まります。

ボタンを押し、初期画面に戻り
ます。

リセット�

決定�

決定�

時/分選択�99
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8-10 コメントを登録する

8-10 コメントを登録する

送信シートやジョブメモリーにつけるコメントを登録します。

●コメントは、18文字まで登録できます。
●コメント数は、最大50です。
●登録できる文字については、「1-6 文字の入力のしかた」を参照してください。

ここで使うボタン�

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■ 蓄積文書あり� ■  割り込み�

クリア�

リセット�

ストップ�

スタート�

設定確認�

機能切り替え�

節電中/解除�
061

066

ジョブメモリー�

062

067

063

068

064

069

065

070

M06

M02M01 M03 M04 M05

M07 M08 M09 M10

M11 M12 M13 M14 M15

M16 M17 M18 M19 M20

ファクス�
コピー�

メニュー�

テンキー�

リセットボタン�
仕様設定�

登録/変更�

メ－タ－確認�

ジョブメモリ－�

レポ－ト/�
リストの出力�

ファクス�
受信モード�

コピ－� ファクス�

メニュー画面の を選択し
ます。

登録/変更�

仕様設定�

登録/変更�

メ－タ－確認�

ジョブメモリ－�

レポ－ト/�
リストの出力�

ファクス�
受信モ－ド�

コピ－� ファクス�

操作手順�操作手順�

11

を選択します。コメント�

閉じる�登録/変更�

サブダイヤル�

短縮ダイヤル�

コメント�

ジョブメモリー�

自局情報�

親展ボックス�

宛先グループ�

22
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8-10 コメントを登録する

コメント1�
登録/変更� 決定�取り消し�

ひらがな�カタカナ�英/数�記号� 単漢字変換�

シフト�お�

え�

う�

い�

あ�

こ�

け�

く�

き�

か�

そ�

せ�

す�

し�

さ�

と�

て�

つ�

ち�

た�

の�

ね�

ぬ�

に�

な�

ほ�

へ�

ふ�

ひ�

は�

め�

む�

み�

ま�

々�

－�

よ�

ゆ�

や�

ろ�

れ�

る�

り�

ら�

゜�

゛�

ん�

を�

わ�

無変換�

空白�

後退�

も�

月報�

閉じる�

登録/変更�

コメント番号　  コメント内容�
1  　　　　　　(未登録)�
2  　　　　　　(未登録)�
3  　　　　　　(未登録)�
4  　　　　　　(未登録)�
5  　　　　　　(未登録)�
6  　　　　　　(未登録)�
7  　　　　　　(未登録)�
8  　　　　　　(未登録)�
9  　　　　　　(未登録)�
10  　　　　　(未登録)

登録/変更 － コメント�

�
項目を選択してください。�

前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

を選択します。登録/変更�

コメントを入力し、 を選択
します。

決定�

登録したい番号を、直接指で触れ
るか を使って選択します。

参 照�参 照�

●文字の入力方法につい
ては、「1-6 文字の
入力のしかた」を参照
してください。

33

55

44

閉じる�

登録/変更�

コメント番号　  コメント内容�
1  　　　　　　月報�
2  　　　　　　(未登録)�
3  　　　　　　(未登録)�
4  　　　　　　(未登録)�
5  　　　　　　(未登録)�
6  　　　　　　(未登録)�
7  　　　　　　(未登録)�
8  　　　　　　(未登録)�
9  　　　　　　(未登録)�
10  　　　　　(未登録)

登録/変更 － コメント�

�
項目を選択してください。�

前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

を選択します。

登録したコメントが表示されます。

を押し、初期画面に戻ります。リセット�

閉じる�66
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8-11 親展ボックスを登録する

8-11 親展ボックスを登録する

親展通信を行う場合、親展ボックスを登録します。
親展受信した文書や親展ポーリング予約した文書は、親展ボックスに入ります。
親展ボックス登録時には、暗証番号とボックス名が登録できます。
親展ボックスは、受信用と送信(ポーリング予約)用とを分けて運用したほうが便利です。

●親展ボックスは、200個まで登録できます。
●登録された暗証番号は、あらかじめ、相手先に連絡します。詳しくは、「7-13 親展通信する(親展
通信/親展ボックス)」を参照してください。

ここで使うボタン�

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■ 蓄積文書あり� ■  割り込み�

クリア�

リセット�

ストップ�

スタート�

設定確認�

機能切り替え�

節電中/解除�
061

066

ジョブメモリー�

062

067

063

068

064

069

065

070

M06

M02M01 M03 M04 M05

M07 M08 M09 M10

M11 M12 M13 M14 M15

M16 M17 M18 M19 M20

ファクス�
コピー�

メニュー�

テンキー�

リセットボタン�
仕様設定�

登録/変更�

メ－タ－確認�

ジョブメモリ－�

レポ－ト/�
リストの出力�

ファクス�
受信モード�

コピ－� ファクス�

メニュー画面の を選択し
ます。

登録/変更�

仕様設定�

登録/変更�

メ－タ－確認�

ジョブメモリ－�

レポ－ト/�
リストの出力�

ファクス�
受信モ－ド�

コピ－� ファクス�

操作手順�操作手順�

11

を選択します。親展ボックス�

閉じる�登録/変更�

サブダイヤル�

短縮ダイヤル�

コメント�

ジョブメモリー�

自局情報�

親展ボックス�

宛先グループ�

22
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8-11 親展ボックスを登録する

閉じる�

暗証番号�

親展ボックス001�
登録/変更�

暗証番号変更�

ボックス削除�

(0000～9999)
＊＊＊＊�

名称入力/変更�

(登録済-名称なし)

ボックス名称（登録状況）�

�
暗証番号をテンキ－で入力してください。�

閉じる�

登録/変更�

親展ボックス　　　　　　　登録内容�
001  　　　　　　　　　 (未登録)�
002  　　　　　　　　　 (未登録)�
003  　　　　　　　　　 (未登録)�
004  　　　　　　　　　 (未登録)�
005  　　　　　　　　　 (未登録)�
006  　　　　　　　　　 (未登録)�
007  　　　　　　　　　 (未登録)�
008  　　　　　　　　　 (未登録)�
009  　　　　　　　　　 (未登録)�
010  　　　　　　　　　 (未登録)

登録/変更 － 親展ボックス�

�
項目を選択してください。�

前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

を選択します。登録/変更�

テンキーで4けたの暗証番号を入
力します。

登録したい親展ボックスの番号を、
直接指で触れるか を使って
選択します。

参 照�参 照�

●文字の入力方法につい
ては、「1-6 文字の
入力のしかた」を参照
してください。

補 足�補 足�

●暗証番号は必ず入力し
てください。

●他の親展ボックスと同
じ暗証番号は使用でき
ません。

33

55

44

親展ボックス001�
名称入力/変更� 決定�取り消し�

総務�

ひらがな�カタカナ�英/数�記号� 単漢字変換�

シフト�お�

え�

う�

い�

あ�

こ�

け�

く�

き�

か�

そ�

せ�

す�

し�

さ�

と�

て�

つ�

ち�

た�

の�

ね�

ぬ�

に�

な�

ほ�

へ�

ふ�

ひ�

は�

め�

む�

み�

ま�

々�

－�

よ�

ゆ�

や�

ろ�

れ�

る�

り�

ら�

゜�

゛�

ん�

を�

わ�

無変換�

空白�

後退�

も�

�

閉じる�

暗証番号�

親展ボックス001�
登録/変更�

暗証番号変更�

ボックス削除�

(0000～9999)
＊＊＊＊�

名称入力/変更�

(登録済-名称なし)

ボックス名称（登録状況）�

親展ボックス名を入力し、
を選択します。

決定�

ボックス名称を入力する場合は、
を選択します。名称入力/変更�

66

77

閉じる�

暗証番号�

親展ボックス001�
登録/変更�

暗証番号変更�

ボックス削除�

(0000～9999)
＊＊＊＊�

名称入力/変更�

総務�

ボックス名称（登録状況）�

を選択します。

登録した親展ボックス名が表示されます。

を押し、初期画面に戻ります。リセット�

閉じる�88

●登録した親展ボックスを削除する場合には、
を選択します。

●暗証番号を変更するには、 を選択し
ます。

暗証番号変更�

ボックス削除�
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9-1 仕様設定について

本機の各機能は、工場出荷時にある値(初期値)に設定されていますが、いくつかの機能に
ついては値を変更することができます。これを仕様設定といいます。よく使う値があると
きに仕様設定しておくと、操作時に変更する手間が省けて便利です。
ファクス画面での設定は、以下の条件のとき、仕様設定で設定してある値(初期値)に戻り
ます。
●電源を投入したとき
●節電状態から復帰したとき
● を押したとき
●送信スタート後

仕様設定で設定または変更できる機能と設定できる値の範囲は、以下の表のようになります。
なお実際の設定方法は、「操作手順例」を参考に操作を行ってください。

リセット�

注 記�注 記�

●仕様設定画面のとき
は、ファクス受信する
ことはできません。

4.スキャナー初期画面*
スキャナガイドを参照

してください。

スキャナー画面を表示したときに、最初に表示される

画面を変更することができます。

3.ファクス初期画面
基本ファクス、お好みファクス、

ファクス機能一覧

ファクス画面を表示したときに、最初に表示される画

面を変更することができます。

2.コピー初期画面
基本コピー、お好みコ

ピー、コピー機能一覧

コピー画面を表示したときに、最初に表示される画面

を変更することができます。

機能概要機能 設定できる値

1.初期画面（電源投入時）
メニュー、コピー、

ファクス

電源を入れたとき、タッチパネルディスプレイに最初

に表示される画面を変更することができます。

●画面表示設定

　　がついている値が、工場出荷時の値です。

●タイマー設定

ファクス編を参照して

ください。

機能概要機能 設定できる値

1.日付
●「8-9 日付/時刻
を設定する」

参 照�参 照�
現在の日付を設定します。

2.時計

●「8-9 日付/時刻
を設定する」

参 照�参 照�現在の時刻を設定します。12時間表示と24時間表示

を選択することができます。

　　がついている値が、工場出荷時の値です。
*：LAN接続ユニット装着機
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　　がついている値が、工場出荷時の値です。

機能概要機能 設定できる値/設定方法

5.プリント起動 0～240秒（10秒）

機械を操作しているときにファクス受信文書やレポー

トが蓄積されている場合、機械の操作を終えてからプ

リント起動されるまでの時間を設定できます。

仕
様
設
定

●音調整

9.ラインモニター音量 なし、あり1～3（2）

発呼してから、相手先に接続されるまでの間、電話回

線上の音を本機のスピーカーから聞くことができるよ

う設定できます。

10.呼び出しベル音量 0～3（3）

本機に着信したときの呼出し音を設定できます。「0」

に設定すると鳴らなくなります。
G4通信ユニットまたは増設G4ポートを
装着していない場合はハンドセット（受
話器）でもベルが鳴ります。調整方法に
ついては「6-2 電話のとりかた」の「呼
び出しベル音量の調節」を参照してくだ
さい。

8.メモリー代行受信通知音 あり、なし
代行蓄積文書画面が表示されたとき、鳴るように設定

できます。

機能概要機能 設定できる値

5.正常終了音（コピー以外） あり、なし
通信蓄積時、プリント時（ソート以外）、通信終了時、

自動診断終了時などに鳴るように設定できます。

補 足�補 足�

　　がついている値が、工場出荷時の値です。

　　がついている値が、工場出荷時の値です。

●ファクス画面設定

機能概要機能 設定できる値

1～6.お好み機能1～6
ファクス機能一覧画面

の機能から6種類

お好み機能画面に表示されている機能は、ファクス機

能一覧画面に表示されている機能の中から任意に6つ選

んで入れ替えることができます。良く使う機能などを

入れておくと便利です。

7.宛先表表示開始番号 001～500
宛先表を開いたときに、最初に表示される宛先の番号

を設定できます

8.時刻指定初期値
1：00～12：59 AM/PM

（9：00（PM））

時刻指定通信する場合に、最初に表示される開始時間

を設定できます。良く使う時間を設定すると便利です。

9.送信中画面表示 しない、する
送信中に、送信の状態をタッチパネルディスプレイに

表示させるかどうか設定できます。

4. お好み機能4（下・左）�

1. お好み機能1（上・左）�

5. お好み機能5（下・中）�

サブダイヤル/�
キーボード�

標準� 文字�

ポーズ（ー）�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

100%

3. お好み機能3（上・右）�

6. お好み機能6（下・右）�

2. お好み機能2（上・中）�

G3自動� なし� なし�

通信モード�

送信画質�

送信シート�

原稿の画質� 送信濃度�

モニター�
レポート�

短縮（グループ）�

宛先表�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�



5.発信元記録 付ける、付けない
発信元記録の初期値を設定できます。設定すると電源投

入時などに［発信元記録］は、選択された状態となります。
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4.通信モード
G3自動、国際通信、

G4自動*

通信するときの回線モード初期値を設定できます。良

く使う回線モードを設定すると便利です。

3.送信濃度 ふつう（5段階に調節）
送信する原稿を読み取るときの、濃度の初期値を設定

できます。良く使う濃度を設定すると便利です。

6.ポーリング予約の発信元

記録
付ける、付けない

ポーリング予約文書に発信元記録を付けるかどうか設定

できます。

7.ミックスサイズ原稿送り する、しない

ミックスサイズ原稿送りの初期値を設定できます。設定

すると電源投入時などに［ミックスサイズ原稿送り］は、

選択された状態となります。

8.モニターレポート 出力しない、出力する

モニターレポートの初期値を設定できます。設定すると

電源投入時などに［モニターレポート］は、選択された

状態となります。

9.ポーリング予約文書削除
自動削除しない、

送信完了後に削除

ポーリング予約された文書を、送信後に自動削除するか

どうかを設定できます。なお親展ポーリング予約文書は、

送信後に自動削除されます。

10.原稿通過スタンプ* 押さない、押す

原稿通過スタンプの初期値を設定できます。設定すると

電源投入時などに［原稿通過スタンプ］は、選択された

状態となります。

11.長尺原稿 600mm、3600mm

自動原稿送り装置で読み取ることのできる原稿の最大長

を設定できます。長尺原稿は片面のみの読み取りとなり

ます。また読み取り中にメモリーオーバーした場合は、

読み取りが中断されます。

12.自動回転送信 する、しない

原稿の向きを回転させれば、原稿イメージを縮小すること

なく送信ができる場合に、自動回転するよう設定できます。

並列合成送信、読み取り指定機能で任意倍率を指定した

場合は、自動回転送信は機能しません。また回転すること

のできる原稿サイズはA4 、A5、B5 （ただし、

B5 は最大蓄積サイズA4を設定している場合のみ）と

なります。

13.G3-IDの送出 する、しない
G3通信時に、G3-IDを相手先に通知するかどうか、設

定できます。

14.リダイヤル回数 0～9回（5回）

リダイヤルは、相手先が話し中などで応答しないときに、

自動的に再度ダイヤルする機能です。リダイヤルする回

数を設定できます。

15.リダイヤル間隔 1～255分（1分）リダイヤルする間隔を設定できます。

2.原稿の画質
文字、文字/写真、

写真（中間調）

原稿の画質の初期値を設定できます。良く使う画質を

設定すると便利です。

機能概要機能 設定できる値

1.送信画質
標準、高画質、

超高画質

送信画質の初期値を設定できます。良く使う読み取り

画質を設定すると便利です。

●ファクス機能設定

　　がついている値が、工場出荷時の値です。
*：オプション装着時に設定できます。



17.通信インターバル 3～255秒(8秒）

一つの通信が終わった後、次に送信を始めるまでの時間

を設定できます。通信インターバルが長いほど、同報送

信などにかかる全体の時間も長くなりますが、待機時間

中は受信できるため受信しやすくなります。
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16.自動ページ再送 0～5回（3回）

自動ページ再送は、通信中になんらかの障害が起こり送

信が中断された場合、そのページを送り直す機能です。

送り直す回数を設定できます。

ただし、手動送信およびイミディエト送信で送信された

場合は再送されません。また再送される間隔は、リダイ

ヤル間隔で設定された値となります。

機能概要機能 設定できる値

18.同一宛先一括送信 する、しない

一括送信とは、複数の送信が予約されているときに同一

の宛先がある場合、1回の通信で同一の宛先の文書を送

信する機能です。通信コストを低減することができます。

なお、イミディエト通信、手動送信、同報、中継同報、

親展通信、指定時刻より前の時刻指定通信などの場合は、

機能しません。

19.手動送受信初期設定 受信、送信

オンフックまたはオフフックを使用した場合、タッチパ

ネルディスプレイに最初に表示される状態を手動受信に

するか手動送信にするかを設定できます。よく使用する

手動通信方法を設定すると便利です。

20.ファクス切り替え時間 0～15秒（0秒）

電話がかかってきてからファクス通信を開始するまでの

時間を設定できます。相手が電話であれば、設定時間内

に受話器を取って会話することができ、ファクス通信で

あれば手動受信を行います。

21.ファクス受信モード 自動受信、手動受信電源を入れたときのファクス受信方法を設定できます。

22.ページ分割しきい値 0～127mm（30mm）

受信文書の長さが用紙サイズより長い場合、どの値で

ページ分割するかを設定できます。自動縮小受信機能と

組み合わせて設定すると便利です。

23.自動縮小受信 しない、する

受信文書の長さが、ページ分割しきい値以内で用紙の長

さを越える場合、用紙に収まるように自動的に画像を縮

小する機能です。ページ分割しきい値と組み合わせて設

定すると便利です。設定しない場合、用紙の長さより越

えた部分の画像は切り捨てます。

　　がついている値が、工場出荷時の値です。
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24.受信紙宣言

トレイモード、

ユーザーモード

（A5 、A4 、

A4 、A3 、

8.5×11" 、B5 、

B4 ）

ファクス受信側から送信側への受信文書用紙サイズ宣言

方法（モード）を設定できます。

●トレイモード

セットされている用紙トレイ（手差しトレイ除く）の用

紙サイズを送信側へ宣言します。受信文書はセットされ

ている用紙の中で、等倍で画像が欠けることなく最も近

い用紙サイズに出力されます。ただし、受信文書サイズ

より小さい用紙しかセットされていない場合は、最も近

い用紙サイズに送信側で縮小を行われ、その用紙に出力

します。

●ユーザーモード

設定する受信紙サイズを送信側へ宣言します。宣言した

用紙サイズの用紙トレイ（手差しトレイ除く）がセット

されており、その中に受信文書の用紙サイズがある場合

は、等倍で出力します。受信文書の用紙サイズが宣言し

た用紙サイズの中にない場合、等倍で画像が欠けること

なく出力できる用紙へ出力されます。それ以外の場合は、

代行蓄積文書となります。

常に、同じサイズの用紙に出力したり、等倍で出力した

いときはこのモードを選択します。

25.並列合成受信
しない、

2枚合成する

2枚受信した文書のサイズがA4（ に限る）で、セッ

トされている用紙がA4以上（ を除く）のみの場合、

2ページを1ページに並列合成して受信するように設定

できます。用紙を節約したい場合に便利です。

例えばA5 を2枚受信した場合、A4 の用紙1枚に

出力します。ただし受信した用紙と同じ用紙サイズの用

紙が宣言されていれば、その用紙へ出力されます。

機能概要機能 設定できる値

26.両面プリント*

する、しない、

2枚目以降両面プリン

トする

受信文書やレポートを用紙の両面に出力するよう設定で

きます。用紙を節約したい場合に便利です。1枚目に送

信シートがついてくることが多い場合は、1枚目のみ片

面プリントし、2枚目以降を両面プリントするようにも

設定できます。ただしメールボックスへ排出する場合は

両面プリントできません。

27.うら面の画像回転プリ

ント

する、しない、

たて送り用紙（ ）の

み回転、よこ送り用紙

（ ）のみ回転

両面プリントを行う場合に、うら面の画像を180°回転

させるように設定できます。うら面とおもて面の天地を

合わせる場合に便利です。

28.レポート/リスト排出先

29.自動出力レポート排出先

30.外線1排出先

32.外線2排出先*

34.外線3排出先*

36.ISDN排出先*

センタートレイ、

サイドトレイ*、

スタッカートレイ1～3*、

メールボックス1～10*

サイドトレイ1（上段）*

サイドトレイ2（下段）*

それぞれの文書の排出先を設定できます。

（31.内線1排出先、33.内線2排出先、35.内線3排出先

は設定できません。）

　　がついている値が、工場出荷時の値です。
*：オプション装着時に設定できます。
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37.呼識別行（G4ヘッダ）* 付ける、付けない

G4で通信された文書にヘッダーを付けるよう設定でき

ます。ヘッダーは用紙の先端に以下のように付きます。

機能概要機能 設定できる値

81-312345679=ABC     /81-0612345679=DEF     /99 - 9 - 19 - 21:19/083-001

自局のG4ID 相手局のG4ID 通信開始時刻�
ドキュメント参照番号�
- ページ番号�

　　がついている値が、工場出荷時の値です。
*：オプション装着時に設定できます

　　がついている値が、工場出荷時の値です。
*はオプションの場合があります。

●プリント優先順位

ファクス編を参照して

ください。

機能概要機能 設定できる値

1.ファクス受信文書

2.自動出力レポート

3.プリンター文書*

優先度1（高）、

優先度2（中）、

優先度3（小）

ファクス受信文書、自動出力レポート、プリンター出

力文書などが同時にプリント待ちとなっている場合の、

プリント優先順序を設定できます。優先度が同じ場合

は、プリント待ちとなった順で出力されます。

その他の仕様設定については、「本体管理/コピー編」を参照してください。

メニュー画面の を選択し
ます。

仕様設定�

仕様設定�

登録/変更�

メ－タ－確認�

ジョブメモリ－�

レポ－ト/�
リストの出力�

ファクス�
受信モ－ド�

コピ－� ファクス�

操作手順例�操作手順例�

11
補 足�補 足�

●右の画面が表示されて
いない場合は、

を押し、メ
ニュー画面を表示さ
せます。

機能切り替え�

設定するボタンを選択します。

ここでは を選択します。ファクス機能�
設定　　　　� 閉じる�仕様設定�

コピ－画面�
設定�画面表示設定�

スタッカー�
トレイ設定�

レポ－ト設定�

タイマ－設定�

音調整�

診断�

ファクス画面�
設定�

コピ－機能�
設定�

ファクス機能�
設定�

プリント�
優先順位�

22
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55 を選択します。

を押し、初期画面に戻ります。リセット�

決定�
補 足�補 足�

● を選択すると
設定が取り消されます。

取り消し�

決定�取り消し�8.モニタ－レポ－ト�

出力しない�

出力する�

設定したい値を選択します。

ここでは、 を選択します。出力する�

閉じる�

確認/変更�前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

�
項目を選択してください。�

項目　　　　　　　　　　　設定状態�

仕様設定 － ファクス機能設定�

1.送信画質　　　　　　　　標準�
2.原稿の種類　　　　　　　文字�
3.送信濃度　　　　　　　　ふつう�
4.通信モ－ド　　　　　　　G3自動�
5.発信元記録　　　　　　　付ける�
6.ﾎﾟ-ﾘﾝｸﾞ予約の発信元記録  付ける�
7.ミックスサイズ原稿　　　なし�
8.モニタ－レポ－ト　　　　出力しない�
9.ﾎﾟ-ﾘﾝｸﾞ予約文書削除　　  自動削除しない�
10.原稿通過スタンプ　　　 押さない�

設定する項目を選択し、
を選択します。

ここでは、 を選択します。8.モニターレポート�

確認/変更�33

44
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レポートの出力の設定については、「10-3 レポートの出力を設定する」を参照してくだ
さい。
また、出力の指示の方法については、「10-2 レポート/リストを出力する」を参照して
ください。

10-1 レポート/リストについて

レポートやリストを出力し、通信状況や設定内容を見ることができます。
自動的に出力するかしないかを設定できるレポート/リストもあります。

レポート/リスト名 内容 出力されるタイミング 参照先

通信管理レポート
送受信の通信結果や通信

内容

●通信結果の合計が50になったとき

(設定が必要)

●出力を指示したとき

10-4

機能設定リスト ●出力を指示したとき 10-5

蓄積文書リスト 蓄積文書とその状態 ●出力を指示したとき 10-6

登録ダイヤルリスト
短縮ダイヤル、グループ、

サブダイヤルの登録内容
●出力を指示したとき 10-7

パワーオフレポート
電源が切れたことによっ

て消去された内容
●電源投入後、自動的に出力 10-8

同報/集信レポート 同報/集信での通信結果
●同報/集信通信後、自動的に出力(設

定が必要)
10-9

モニターレポート
送信文書の1ページめとそ

の通信結果

●通信の正常終了後に出力(設定が必要)、

異常終了時は未送信レポートを出力
10-10

未送信レポート
送信できなかった文書の1

ページめとその通信結果

●通信の異常終了後、自動的に出力(設

定が必要)
10-10

中継同報レポート 中継同報の結果 ●通信後自動的に出力(設定が必要) 10-11

親展受信レポート 親展受信の結果 ●親展受信後自動的に出力(設定が必要) 10-12
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10-2 レポート/リストを出力する

レポート/リストは以下の手順で出力します。

通信管理レポート、機能設定リスト、蓄積文書リスト、登録ダイヤルリストの出力方法を
説明します。

メニュー画面からのレポート/リスト出力

●蓄積文書がない場合は、蓄積文書リストは出力されません。

メニュー画面の を選択し
ます。

レポート/�
リストの出力�

仕様設定�

登録/変更�

メ－タ－確認�

ジョブメモリ－�

レポ－ト/�
リストの出力�

コピ－� ファクス�

ファクス�
受信モード�

操作手順�操作手順�

11
補 足�補 足�

● 右の画面が表示されてい

ない場合は、

を押し、メニュー画面を

表示させます。

機能切り替え�

ここで使うボタン�

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■ 蓄積文書あり� ■  割り込み�

クリア�

リセット�

ストップ�

スタート�

設定確認�

機能切り替え�

節電中/解除�
061

066

ジョブメモリー�

062

067

063

068

064

069

065

070

M06

M02M01 M03 M04 M05

M07 M08 M09 M10

M11 M12 M13 M14 M15

M16 M17 M18 M19 M20

ファクス�
コピー�

メニュー�

スタートボタン�

機能切り替えボタン�

仕様設定�

登録/変更�

メ－タ－確認�

ジョブメモリ－�

レポ－ト/�
リストの出力�

ファクス�
受信モード�

コピ－� ファクス�

出力するレポートを選択します。

登録ダイヤルリストの場合には、
手順3に進んでください。

その他の場合は、手順4に進みます。

閉じる�レポ－ト/リストの出力�

通信管理�
レポ－ト�

機能設定�
リスト�

蓄積文書�
リスト�

登録ダイヤル�
リスト�

�
プリントしたい項目を選択し、�
[スタ－ト]ボタンを押してください。�22
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出力したい番号の範囲を選択します。

グループとサブダイヤルを出力したい場
合は、 を、すべてを出力したい場
合には、 を選択します。全項目を選択�

グループ/�
サブダイヤル�

33

3

6

9

C

■

クリア�

ストップ�

スタート�

06

ジョブメ

短縮ダイヤル�

001－050

051－100

101－150

151－200

201－250 451－500

251－300

301－350

ダイヤル�

グル－プ/�
サブダイヤル�

全項目を選択�

閉じる�レポ－ト/リストの出力�
－登録ダイヤルリスト�

�
プリントしたい項目を選択し、�
[スタ－ト]ボタンを押してください。�

351－400

401－450

を押します。

レポートまたはリストが出力されます。

スタート�44

通信を指示するときにモニターレポートの出力を設定しておくと、通信の終了後にモニ
ターレポートが出力されます。

モニターレポートの出力

● を選択して送信できなかった場合は、未送信レポートが出力されます。モニターレポー
トや未送信レポートについては、「10-10 モニターレポート/未送信レポートの見かた」を参
照してください。

モニター�
レポート�

ファクス機能一覧画面で
を選択します。

通信終了後にモニターレポートが出力さ
れます。

モニター�
レポート�

100%

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

原稿の画質�送信画質� 送信濃度�

読み取り指定�通信モ－ド� 並列合成送信�

発信元記録�送信シ－ト� 時刻指定�

両面原稿送り�

ペ－ジ連写� オンフック/�
手動送受信�

次のペ－ジがあります. . .

モニタ－�
レポ－ト�

前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

宛先を指定してください�
[  宛先番号  ]

ミックスサイズ�
原稿送り�

優先送信�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

操作手順�操作手順�

11
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10-3 レポートの出力を設定する

レポートを自動出力させるように設定できます。

以下のレポートについて、設定することができます。
●通信管理レポート
●未送信レポート
●通信を中止した文書の未送信レポート
（未送信レポートが出力されるように設定しているときのみ有効）

●親展受信レポート
●同報/集信レポート
●中継同報レポート

以下に、レポートの設定方法について説明します。

メニュー画面の を選択し
ます。

仕様設定�

仕様設定�

登録/変更�

メ－タ－確認�

ジョブメモリ－�

レポ－ト/�
リストの出力�

コピ－� ファクス�

ファクス�
受信モード�

操作手順�操作手順�

11
補 足�補 足�

●右の画面が表示されて
いない場合は、

を押し、メ
ニュー画面を表示さ
せます。

機能切り替え�

ここで使うボタン�

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■ 蓄積文書あり� ■  割り込み�

クリア�

リセット�

ストップ�

スタート�

設定確認�

機能切り替え�

節電中/解除�
061

066

ジョブメモリー�

062

067

063

068

064

069

065

070

M06

M02M01 M03 M04 M05

M07 M08 M09 M10

M11 M12 M13 M14 M15

M16 M17 M18 M19 M20

ファクス�
コピー�

メニュー�

スタートボタン�

機能切り替えボタン�

仕様設定�

登録/変更�

メ－タ－確認�

ジョブメモリ－�

レポ－ト/�
リストの出力�

ファクス�
受信モード�

コピ－� ファクス�
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を選択します。レポート設定�

スタッカー�
トレイ設定�

閉じる�仕様設定�

コピ－画面�
設定�画面表示設定�

レポ－ト設定�

タイマ－設定�

音調整� プリント�
優先順位�

診断�

ファクス画面�
設定�

コピ－機能�
設定�

ファクス機能�
設定�

22

設定するレポートを選択し、
を選択します。

ここでは、通信管理レポートを選択した
例を表示します。

を設定する場合には、手
順5に進んでください。

6.中継同報レポート�

確認/変更�

33
閉じる�

確認/変更�

�
項目を選択してください。�

項目　　　　　　　　　　　設定状態�

仕様設定 － レポ－ト設定�

1.通信管理レポ－ト　　　　あり�
2.未送信レポ－ト　　　　　あり�
3.取消し文書の未送信ﾚﾎﾟ-ﾄ  なし�
4.親展受信レポ－ト　　　　あり�
5.同報/集信レポ－ト　　 　あり�
6.中継同報レポ－ト　　　　指示局へ出力�

レポートを出力する場合は 、
出力しない場合は を選択
し、 を選択します。

を押し、初期画面に戻ります。リセット�

決定�

なし�

あり�44

決定�取り消し�6.中継同報レポ－ト�

指示局へ出力�

なし�

レポートを出力しない場合は
、指示局へ出力する場合

は を選択し、 を選
択します。

を押し、初期画面に戻ります。リセット�

決定�指示局へ出力�

なし�

55

決定�取り消し�1.通信管理レポ－ト�

あり�

なし�



通　信　管　理　レ　ポ　ー　ト�

時刻　　　　　　　　　　　　　　99- 9-19; 4:18PM�
G3-ID　　　　　　　　　　　　　　　 0312345679�
G4-ID�
自局名　　　　　　　　　　　　　　　　ＡＢＣショウジ�
発信元名　　　　　　　　　　　　　　　ＡＢＣ商事(株)

**　発信　**

Ｎｏ�
11�
12�
13�
14�
15�
16�
17�
18�
19�
10�
11�
12�
13�
14�
15

文書番号�
0030�
0031�
0032�
0034�
0036�
0038�
0040�
0042�
0044�
0044�
0049�
0051�
0057�
0062�
0064

モード�
ECM�
G3�
G3�
ECM�
G3�
G3�
G3�
ECM�
G3�
�
�
�

G3�
G3�
ECM

�
5-18; 0:44AM�

0:46AM�
0:48AM�
0:52AM�
0:54AM�
0:56AM�
1:00AM�
1:02AM�
1:06AM�

5-19; 7:26PM�
5-20; 9:48AM�

9:55AM�
5-21; 4:07PM�

4:11PM�
4:16PM

開始時刻� �
2分07秒�
1分52秒�
3分15秒�
2分07秒�
1分56秒�
3分39秒�
1分45秒�
2分22秒�
2分34秒�

16秒�
0秒�
0秒�

1分22秒�
50秒�
50秒�

所要時間��
11�
11�
11�
11�
11�
11�
11�
11�
11�
11�
1234�
0612345679�
0612345679�
トウキョウシシャ�
トウキョウシシャ�

�
中継同報�
中継同報�
同報�
同報�
同報�
親展�
ポーリング�
集信�
親展�

相手� 通信内容� �
良好�
良好�
良好�
良好�
良好�
良好�
良好�
良好�
良好�
中断�
K6-03�
K6-03�
良好�
良好�
良好�

通信結果��
2/　　2�
1/　　1�
1/　　1�
1/　　1�
2/　　2�
1/　　1�
1/　　1�
1/　　1�
1/　　1�
－/　　－�
－/　　1�
－/　　1�
1/　　1�
1/　　1�
1/　　1

ページ数�

**　着信　**

Ｎｏ�
11�
12�
13�
14�
15�
16

NOTE　：　ECM=エラーコレクションモード�

文書番号�
0033�
0035�
0037�
0039�
0041�
0043

モード�
ECM�
ECM�
ECM�
ECM�
ECM�
ECM

�
5-19; 0:20AM�

0:25AM�
0:29AM�
0:34AM�
0:37AM�

5-20;11:15AM

開始時刻� �
3分58秒�
3分06秒�
3分58秒�
3分13秒�
5分00秒�

20秒�

所要時間�

合計枚数　　10

合計枚数　　14

�
G3�
G3�
G3�
G3�
G3�
G3

�
�

相手� 通信内容� �
良好�
良好�
良好�
K7-01�
良好�
要再受信�

通信結果��
3�
1�
3�
1�
2�
－�

ページ数�

2 3 74 5 6

1 9

10

8
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10-4 通信管理レポートの見かた

通信管理レポートとは、送受信が正常に終了したかを確認するためのレポートです。相手
局名や通信結果/状態が記録されます。

プリント方法には、次の2種類があります。
●自動プリント
通信結果の合計が50通信になるごとに自動的にレポートをプリントさせる方法です。
一度プリントされると、それまでの通信結果や状況の情報は消去されます。設定手順は
「10-3 レポートの出力を設定する」を参照してください。

●手動プリント
必要な時に、レポートをプリントさせる方法です。プリント手順は「10-2 レポート/
リストを出力する」を参照してください。

●以下の場合は、通信管理レポートに掲載されません。
・リダイヤルされる送信やポーリング
・送信待機中、リダイヤル待機中に送信待ちの文書を削除した場合
・通信中に電源が切断した場合やシステムエラーが発生した場合
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1. No
発信、着信の連番がそれぞれ記録されます。

2. 文書番号
通信を受け付けたときに、自動的に付けられる蓄積文書の番号が記録されます。

3. 相手
通信した相手局名やG3ID/G4IDが以下の優先順位でひとつだけ記録されます。
・発信時（短縮ダイヤル使用時） ・発信時（フルダイヤル使用時）
① 宛先名 ① G3ID/G4ID(スペース含む)
② 相手局名 ② 電話番号
③ G3ID/G4ID(スペース含む) ③ 通信モード
④ 通信モード 「ECM(またはG3、SG3)」
「ECM(またはG3、SG3)」

・着信時
① 相手局名
② G3ID/G4ID(スペース含む) 
③ 通信モード
「ECM(またはG3、SG3)」

4. 開始時刻
通信が開始された時刻が記録されます。
一括送信は各文書の送信開始時刻が記録されます。

5. 所要時間
通信が開始されてから終了するまでに要した時間、一括送信の場合は各文書の時間が
記録されます。

6. ページ数
0の場合は「 - 」で記録されます。
・送信時
「/」より左は正常に送信完了した枚数、右は読み取った総ページ数が記録されます。
手動送信の場合、総ページ数は記録されません（「-」が記録されます）。

・受信/ポーリング時
通信完了枚数のみが記録されます。

7. モード
通信したときのモードが記録されます。
G3、G4、ECM、SG3（Super G3）(左記以外の通信モードの場合表示されません。)
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8. 通信内容
以下の優先順位で通信の内容が記録されます。
内容は重複して記録される場合もあります。
・発信時
①再送信　②親展　③同報/集信　④ポーリング　
⑤中継同報　⑥中継同報指示

・着信時
①親展　②ポーリング　③中継同報要求

9. 通信結果
通信結果の内容が記録されます。
良好……………… 正常終了したもの
話中……………… 相手先が話中で通信ができない、または応答がなかったもの
自動再送………… 再送扱いになっていて再送回数を超えていないもの
プリント待ち…… 正常に送受信終了したが、プリントが未完了のもの
文書削除………… 正常に受信したが、プリント前に削除したもの
中断……………… 通信を中止したもの
要相手確認……… 通信中に相手方または回線網が原因と考えられるエラーが発生し

たもの
要再送信………… 再度、送信が必要なもの
要再受信………… 再度、受信が必要なもの
Kx-xx …………… 通信異常を示す状態表示コード
F網通知 ………… 結果情報のコード(G4通信ユニット装着時のみ)
要ケーブル確認… 電話線が接続されていなかったり、断線や接続不良が原因で通信

できないもの
再送信…………… 通信エラーが発生し、再送信したもの

10.合計枚数
発信した枚数の合計と着信した枚数の合計が記録されます。

参 照�参 照�

●Kx-xx (通信異常を示
す状態表示コード)に
ついては、「11-2 状
態表示コード一覧」を
参照してください。
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10-5 機能設定リストについて

機能設定リストでは、送信機能、受信機能、コピー機能、その他の機能の仕様設定、自局
設定、パネル初期設定、コメント登録内容が確認できます。
このリストは手動でプリントします。
プリント方法は、「10-2 レポート/リストを出力する」を参照してください。

機　能　設　定　リ　ス　ト�

画面表示設定�

初期画面�

メニュー�

コピー初期画面�

基本コピー�

ファクス初期画面�

宛先表�

コピー画面設定�

倍率1�

倍率2�

倍率3

86.6%�

81.6%�

70.7%

項目� 設定状態�

コピーお好み機能�

用紙トレイ�

とじしろ�

縮小/拡大�

たてよこ独立変倍�

コピー濃度�

原稿の画質�

ファクスお好み機能�

送信画質�

通信モード�

原稿の画質�

並列合成送信�

送信濃度�

送信シート�

回線�

1�

2�

3�

�

ダイヤル種別�

PB�

�

回線種別�

NTT�

�

内線ーダイヤル種別�

機能なし�

�

内線ー回線種別�

機能なし�

�

G3設定�

回線�

1�

2�

3�

4

ファクス番号��

未実装�

未実装�

未実装�

未実装�

サブアドレス� 通信能力�

�

発信番号通知�

�

ISDNパラメータ�

倍率4�

倍率5�

倍率6

141.4%�

122.5%�

115.4%

左右わく消し初期値�

上下わく消し初期値�

中消し初期値�

2mm�

2mm�

2mm

項目� 設定状態� 項目� 設定状態�

レポート設定�

通信管理レポート�

親展受信通知レポート�

あり�

あり�

項目� 設定状態�

未送信レポート�

同報/集信レポート�

あり�

あり�

取消し文書の未送信レポート�

中継同報レポート�

あり�

指示局へ出力�

項目� 設定状態� 項目� 設定状態�

ファクス画面設定�

宛先表表示開始番号� 001

項目� 設定状態�

時刻指定初期値� 9：00(PM) 送信中画面表示� しない�

項目� 設定状態� 項目� 設定状態�

時刻　　　　　　　　　　　　　　99- 9-19;10:30AM�
G3-ID　　　　　　　　　　　　　　　  0312345679�
G4-ID�
自局名　　　　　　　　　　　　　　　　ＡＢＣショウジ�
発信元名　　　　　　　　　　　　　　　ＡＢＣ商事(株)

補 足�補 足�

●装着されているオプ
ションによって、記録
される内容が異なる場
合があります。
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10-6 蓄積文書リストの見かた

蓄積文書リストは、送信中や待機中などでメモリーに蓄積されている文書の情報をリスト
します。
35文書ごとに1ページに記録されます。
このリストは手動でプリントします。
プリント方法は、「10-2 レポート/リストを出力する」を参照してください。

1. 文書番号
送信操作を受け付けたときや受信したときに自動的に付けられる文書の番号が記録さ
れます。

2. 受付時刻
送信文書が蓄積された時刻、受信文書は着信時刻が記録されます。
また、レポートなどの文書は作成時刻、その他は送信、集信などの指示をした時刻が
記録されます。

3. 相手
通信した相手局名やG3ID/G4IDが記録されます。同報、集信、中継同報指示の場合
は記録しません。
以下の優先順位でひとつだけ記録されます。
・発信時（短縮ダイヤル使用時） ・発信時（フルダイヤル使用時）
① 宛先名 ① G3ID/G4ID(スペース含む)
② 相手局名 ② 電話番号
③ G3ID/G4ID(スペース含む) ③ 通信モード
④ 通信モード 「ECM(またはG3、SG3)」
「ECM(またはG3、SG3)」

・着信時
① 相手局名
② G3ID/G4ID(スペース含む)
③ 通信モード
「ECM(またはG3、SG3)」

蓄　積　文　書　リ　ス　ト�

時刻　　　　　　　　　　　　　　99- 9-19; 4:00PM�
G3-ID　　　　　　　　　　　　　　　 0312345679�
G4-ID�
自局名　　　　　　　　　　　　　　　　  ABCショウジ�
発信元名　　　　　　　　　　　　　　　　ABC商事(株)

文書番号�
�
�

0044�
0046�
0047�
0049�
0050�
0053�
0054�
0055�
0058�
0060

�
5-20; 3:55PM�
5-20; 3:55PM�
5-20; 3:56PM�
5-20; 3:56PM�
5-20; 3:57PM�
5-20; 3:57PM�
5-20; 3:58PM�
5-20; 3:58PM�
5-20; 3:59PM�
5-20; 3:59PM

受付時刻� �
A4縦�
B4縦�
A4縦�
A4縦�
A4縦�
A4縦�
A4縦�
A4縦�
A4縦�
A4縦�

サイズ� �
1�
2�

12�
12�
1�
1�

11�
999�

2�
3

ページ数��
�
�
カイハツ�
�
1234�
�
　　　　  0312345678�
トウキョウシシャ�
�
トウカイシシャ�

相手� �
同報　待機中　(30局)�
プリント待ち　受信文書　親展ボックス:09�
送信　待機中�
作業用文書　同報集信レポート�
送信　待機中�
作業用文書　同報集信レポート�
プリント待ち　受信文書　親展ボックス:05�
送信　時刻指定:　4:35PM�
同報　待機中　(30局)�
送信　時刻指定:　4:30PM

文書内容� 6

21 3 54
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4. 文書内容
文書の内容、状態、親展ボックスの情報、リダイヤルの情報について記録されます。
これらの内容は重複して記録される場合もあります。
主に以下の内容が記録されます。
同報 …………………………… 同報またはマルチ中継同報の指示があります。
送信 …………………………… 送信の指示があります。
受信文書 ……………………… 受信文書があります。
(XXX局中残りYYY局) ……… 同報、集信において1局めの通信が終了(正常終了、

異常終了)している場合に表示されます。
(XXX局) ……………………… 同報、集信において1局めの通信が終了していない場

合に表示されます。
待機中 ………………………… 通信が再送になった場合と、同報または集信におい

て1局以上の通信が終了(正常終了、異常終了)した場
合に表示されます。

時刻指定:hh:mmAM(PM) … 時刻指定通信がhh:mm(時:分)に指定されています。
作業用文書イメージ ………… モニターレポート/未送信レポートに表示する原稿の

1ページ目のイメージがあります。
作業用文書 …………………… 内部処理のために機械が作成した文書があります。
未送信 ………………………… 未送信文書があります。
優先 …………………………… 優先通信されるものがあります。
プリント待ち ………………… プリント待ちの文書があります。
スキャン画像 ………………… スキャナーで読み込んだ文書があります。
ポーリング予約 ……………… ポーリング予約した文書があります。

5. サイズ
蓄積されている文書の1ページめのサイズが記録されます。
A3縦、A4縦、B4縦、A4横、A5横、B5横、8.5×11縦、8.5×11横、8.5×14縦
イミディエト受信で代行文書になった場合やサイズが正しく検知できない場合は、用
紙を送る方向に対して垂直方向のみでサイズを判別し、A3縦、A4縦、B4縦のいず
れかのサイズが記録されます。

6. ページ数
蓄積されていた文書の枚数が記録されます。
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10-7 登録ダイヤルリストについて

登 録 ダ  イ  ヤ  ル  リ  ス  ト�

時刻　　　　　　　　　　　　　　99- 9-19; 9:30PM�
G3-ID　　　　　　　　　　　　　　　 0312345679�
G4-ID�
自局名　　　　　　　　　　　　　　　　  ABCショウジ�
発信元名　　　　　　　　　　　　　　　　ABC商事(株)

短縮ダイヤル設定表�

001�
002�
003�
004�

・�
・�
・�

050

T�
T�
H�
�
�
�
�
か�

トウキョウシシャ�
トウカイシシャ�
�
�
�
�
�
カゴシマシシャ�

0312345678�
0612345678�
011�
�
�
�
�
0612345679

G3自動�
G3自動�
国際通信�
�
�
�
�
G3自動�

パネル�
標準�
高画質�
�
�
�
�
パネル�

B4�
A3�
A3�
�
�
�
�

A4

1-50　(1/3)

短縮番号� 索引� 回線� 通信モード� 送信画質� 蓄積サイズ�宛先名� ファクス番号�

登  録  ダ  イ  ヤ  ル  リ  ス  ト�

時刻　　　　　　　　　　　　　　99- 9-19; 9:30PM�
G3-ID　　　　　　　　　　　　　　　 0312345679�
G4-ID�
自局名　　　　　　　　　　　　　　　　  ABCショウジ�
発信元名　　　　　　　　　　　　　　　　ABC商事(株)

短縮ダイヤル設定表�

001�
002�
003�
004�
・�
・�
・�

050

3:00PM �
1

�
****

あり�
あり�
なし�
あり�
�
�
�

あり�

03:よろしくお願いします。�
03:よろしくお願いします。�
�
20:回覧して下さい。�
�
�
�
50:至急連絡下さい。�

�
�
�
10:新製品リストです。�

1-50　(2/3)

短縮番号� 時刻指定� ボックス番号� 暗証番号� 送信シート� 送信先コメント� 発信元コメント�

登録ダイヤルリストは、登録した短縮ダイヤルの番号および宛名グループ、中継指示局設
定などの内容をリストします。
このリストは手動でプリントします。プリント方法は「10-2 レポート/リストを出力す
る」を参照してください。プリント時に短縮ダイヤル番号を指定すると、指定した番号の
短縮ダイヤル設定表(1/3) (2/3)、中継指示局設定表(3/3)がプリントされます。1ペー
ジに50個の短縮番号の情報がプリントされます。
グループ/サブダイヤルを指定すると、宛名グループ設定表とサブダイヤル設定表がプリ
ントされます。
全ページを指定すると、全短縮番号についての短縮ダイヤル設定表、中継指示局設定表、
宛名グループ設定表とサブダイヤル設定表がプリントされます。



パ　ワ　ー　オ　フ　レ　ポ　ー　ト�

時刻　　　　　　　　　　　　　　99- 9-19; 5:05PM�
G3-ID　　　　　　　　　　　　　　　 0312345679�
G4-ID�
自局名　　　　　　　　　　　　　　　　  ABCショウジ�
発信元名　　　　　　　　　　　　　　　　ABC商事(株)

文書番号�
�
�

0044�
0046�
0047�
0049�
0050�
0053�
0054�
0055�
0058�
0060

�
5-22; 1:54PM�
5-22; 2:04PM�
5-22; 3:15PM�
5-22; 4:55PM�
5-22; 6:56PM�
5-22; 7:06PM�
5-22; 7:57PM�
5-22; 8:07PM�
5-22; 9:57PM�

5-22; 10:59PM

受付時刻�

これらの文書ファイルは電源断により、削除されました。�

�
A4縦�
B4縦�
A4縦�
A4縦�
�
A4縦�
A4縦�
A4縦�
8.5X11縦�
A4縦�

サイズ� �
1�
2�

12�
12�
0�
1�

11�
9�
3�
3

ページ数��
�
トウキョウシシャ�
�
�
�
�
　　　　  0312345678�
トウカイシシャ�
　　　　  0612345679�
ホクリクシシャ�

相手� �
同報　待機中　(30局)�
プリント待ち　受信文書　親展ボックス:09�
ポーリング�
作業用文書　同報集信レポート�
集信　待機中�
作業用文書　同報集信レポート�
プリント待ち　受信文書　親展ボックス:05�
送信　時刻指定:　6:00PM�
�
送信　時刻指定:　6:00PM

文書内容�

2 3 4 5 6 7

1
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10-8 パワーオフレポートの見かた

パワーオフレポートは、電源が切れたことにより削除された蓄積文書を確認できます。
このレポートは、再度電源が入ったときに自動的にプリントされます。

1. 電源断メッセージ
電源断により、蓄積文書が削除されたというメッセージが記録されます。

2. 文書番号
操作を受け付けたときに、自動的に付けられる文書の番号が記録されます。

3. 受付時刻
送信文書が蓄積された時刻、受信文書は着信時刻が記録されます。
また、レポートなどの作業用文書は作成時刻、その他は送信、集信などの指示をした
時刻が記録されます。

4. 相手
送信先、受信元の相手局名またはG3ID/G4IDなどが記録されます。
同報、集信、中継同報指示の場合は記録しません。
以下の優先順位でひとつだけ記録されます。
・発信時（短縮ダイヤル使用時） ・発信時（フルダイヤル使用時）
① 宛先名 ① G3ID/G4ID(スペース含む)
② 相手局名 ② 電話番号
③ G3ID/G4ID(スペース含む) ③ 通信モード
④ 通信モード 「ECM(またはG3、SG3)」
「ECM(またはG3、SG3)」

・着信時
① 相手局名
② G3ID/G4ID(スペース含む)
③ 通信モード
「ECM(またはG3、SG3)」
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5. 文書内容
文書の内容、状態、親展ボックスの情報、リダイヤルの情報について記録されます。
これらの内容は重複して記録される場合もあります。
主に以下の内容が記録されます。
同報 …………………………… 同報またはマルチ中継同報の文書
送信 …………………………… 送信の指示があった文書
受信文書 ……………………… 受信した文書
(XXX局中残りYYY局) ……… 同報、集信において1局めの通信が終了(正常終了、

異常終了)している場合に表示されます。
(XXX局) ……………………… 同報、集信において1局めの通信が終了していない場

合に表示されます。
待機中 ………………………… 通信が再送になった場合と、同報または集信におい

て1局以上の通信が終了(正常終了、異常終了)した場
合に表示されます。

時刻指定:hh:mmAM(PM) … 時刻指定通信がhh:mm(時:分)に指定されていた文書
作業用文書イメージ ………… モニターレポート/未送信レポートに表示する原稿の

1ページ目のイメージ
作業用文書 …………………… 内部処理のために機械が作成した文書
未送信 ………………………… 未送信文書
優先 …………………………… 優先通信が指示された文書
プリント待ち ………………… プリント待ちになっていた文書
スキャン画像 ………………… スキャナーで読み込んだ文書
ポーリング予約 ……………… ポーリング予約した文書

6. サイズ
蓄積されている文書の1ページめのサイズが記録されます。
A3縦、A4縦、B4縦、A4横、A5横、B5横、8.5×11縦、8.5×11横、8.5×14縦
イミディエト受信で代行文書になった場合やサイズが正しく検知できない場合は、用
紙を送る方向に対して垂直方向のみでサイズを判別し、A3縦、A4縦、B4縦のいず
れかのサイズが記録されます。

7. ページ数
蓄積されていた文書の枚数が記録されます。
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10-9 同報/集信レポートの見かた

同報/集信レポートは、同報/集信の通信終了結果を確認できます。
相手局名や通信結果/状態が記録されます。
通信機能の仕様設定で自動プリントするように設定すると、同報/集信の通信終了後に自
動的にプリントされます。
設定手順は、「10-3 レポートの出力を設定する」を参照してください。

同 報 レ ポ ー ト �

時刻　　　　　　　　　　　　　　99- 9-19; 5:35PM�
G3-ID　　　　　　　　　　　　　　　 0312345679�
G4-ID�
自局名　　　　　　　　　　　　　　　　  ABCショウジ�
発信元名　　　　　　　　　　　　　　　　ABC商事(株)

Ｎｏ�
11�
12�
13�
14�
15�
16�
17�
18

�
0044�
0044�
0044�
0044�
0044�
0044�
0044�
0044

モード��
SG3�
ECM�
G4�
G4�
G4�
G4�
G4�
G4

�
5-22; 1:52PM�

2:01PM�
2:03PM�
2:08PM�
2:15PM�
2:47PM�
2:51PM�
2:59PM

開始時刻� �
32秒�
50秒�
17秒�
18秒�
17秒�
17秒�
17秒�
17秒�

所要時間��
�
0312345678�
�
�
0612345678�
�
0612345679

�
T03�

�
エイギョウ�
カイハツ�

�
カイハツ�

�
エイギョウ�

�
同報�
同報�
同報�
同報�
同報�
同報�
同報�
同報�

相手� 通信内容� �
良好�
良好�
良好�
良好�
良好�
良好�
良好�
良好�

通信結果��
1/　　1�
1/　　1�
1/　　1�
1/　　1�
1/　　1�
1/　　1�
1/　　1�
1/　　1

ページ数�

トウキョウシシャ�

■ 住　所　．．．．．．．�

�

■ 最寄駅からの所要時間�

　　 　．．．．．．．．．�

■ 経　路�

東京都○○○○○○○○�

△△△△△△ビル�

�

JR中央線・総武線　○○駅より　3分�

××電気�

××銀行�

○○駅�

ホテル�
フルーツ�

ヘアサロン�

文書番号�

原稿サイズ　A4縦�

1 2 3 4 5 6 7 8 9

補 足�補 足�

●実際には、同報レポー
トおよび集信レポート
は、別々にプリントさ
れます。

●原稿サイズおよび原稿
のイメージは、同報レ
ポートのときのみ表示
されます。
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1. No
送信、受信の連番がそれぞれ記録されます。

2. 文書番号
送信操作を受け付けたときや受信したときに、自動的に付けられる文書の番号が記録
されます。

3. 相手
通信した相手局名やG3ID/G4IDが以下の優先順位でひとつだけ記録されます。
・短縮ダイヤル使用時 ・フルダイヤル使用時
① 宛先名 ① G3ID/G4ID(スペース含む)
② 相手局名 ② 電話番号
③ G3ID/G4ID(スペース含む) ③ 通信モード
④ 通信モード 「ECM(またはG3、SG3)」
「ECM(またはG3、SG3)」

4. 開始時刻
通信が開始された時刻が記録されます。一括送信は各文書の送信開始時刻が記録され
ます。

5. 所要時間
通信が開始されてから終了するまでに要した時間、一括送信は各文書の時間が記録さ
れます。

6. ページ数
0の場合は「 - 」で記録されます。
・同報時
「/」より左は正常に送信完了した枚数、右は読み取った総ページ数が記録されます。

・集信時
通信完了枚数のみが記録されます。

7. モード
通信したときのモードが記録されます。
G3、G4、ECM、SG3（SuperG3）

8. 通信内容
以下の優先順位で通信の内容が記録されます。
内容は重複して記録される場合もあります。
①再送信　②親展　③同報/集信　④中継同報指示
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9. 通信結果
通信結果の内容が記録されます。
良好……………… 正常終了したもの
話中……………… 相手先が話中で通信ができない、または応答がなかったもの
自動再送………… 再送扱いになっていて再送回数を超えていないもの
文書削除………… 正常に受信したが、プリント前に削除したもの
中断……………… 通信を中止したもの
要相手確認……… 通信中に相手方または回線網が原因と考えられるエラーが発生し

たもの
要再送信………… 再度、送信が必要なもの
要再受信………… 再度、受信が必要なもの
Kx-xx …………… 通信異常を示す状態表示コード
F網通知 ………… 結果情報のコード(G4通信ユニット装着時のみ)
要ケーブル確認… 電話線が接続されていなかったり、断線や接続不良が原因で通信

できないもの

参 照�参 照�

●Kx-xx (通信異常を示
す状態表示コード)に
ついては、「11-2 状
態表示コード一覧」を
参照してください。
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10-10 モニターレポート/ 未送信レポートの見かた

モニターレポートと未送信レポートは、送信原稿とその送信結果を確認できます。
送信結果が良好なときはモニターレポートがプリントされ、不良なときは未送信レポート
がプリントされます。

モニターレポートのプリントの有無は、送信時に指定できます。
送信ごとに毎回プリントするには、「10-2 レポート/リストを出力する」を参照してく
ださい。
未送信レポートは自動的にプリントされるように設定できます。
自動的にプリントされるように設定する方法は、「10-3 レポートの出力を設定する」を
参照してください。

モニターレポート/未送信レポートについての設定と通信結果によって出力されるレポー
トの関係は以下のとおりです。

補 足�補 足�

● を選択すると
で2.未送信レ

ポートが に設定
されていても未送信
レポートが出力され
ます。

 なし�

仕様設定�

モニター�
レポート�

設定 通信結果とプリントされるレポート

未送信レポート モニターレポート 送信良好な場合 送信不良の場合

自動プリントあり
出力する モニターレポート 未送信レポート

出力しない なし 未送信レポート

自動プリントなし
出力する モニターレポート 未送信レポート

出力しない なし なし

参 照�参 照�

●同報や集信の場合は、
同報/集信レポートで
通信結果を確認してく
ださい。同報/集信レ
ポートについては、
「10-9 同報/集信レ
ポートの見かた」を参
照してください。
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モ ニ タ ー レ ポ ー ト �

時刻　　　　　　　　　　　　　　99- 9-19; 3:30PM�
G3-ID　　　　　　　　　　　　　　　 0312345679�
G4-ID�
自局名　　　　　　　　　　　　　　　　  ABCショウジ�
発信元名　　　　　　　　　　　　　　　　ABC商事(株)

Ｎｏ�
11

�
0033

モード��
G3

�
5-22; 4:07PM
開始時刻� �

1分06秒�
所要時間��

トウキョウシシャ�
�
�

相手� 通信内容� �
良好�

通信結果��
1/　　1
ページ数�

トウキョウシシャ�

■ 住　所　．．．．．．．�

�

■ 最寄駅からの所要時間�

　　 　．．．．．．．．．�

■ 経　路�

原稿は、送信完了しました。�

原稿サイズ　A4縦�

東京都○○○○○○○○�

△△△△△△ビル�

�

JR中央線・総武線　○○駅より　3分�

××電気�

××銀行�

○○駅�

ホテル�
フルーツ�

ヘアサロン�

文書番号�

原稿枚数　：　　1枚�
送信枚数　：　　1枚�

1
2

76 8 9 10 11 12 13 14

5
4

3
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未 送 信 レ ポ ー ト �

時刻　　　　　　　　　　　　　　99- 9-19; 4:10PM�
G3-ID　　　　　　　　　　　　　　　 0312345679�
G4-ID�
自局名　　　　　　　　　　　　　　　　  ABCショウジ�
発信元名　　　　　　　　　　　　　　　　ABC商事(株)

Ｎｏ�
11

�
0037

モード��
�

�
5-22; 4:10PM
開始時刻� �

0秒�
所要時間��

7468233
�
�

相手� 通信内容� �
K7-03

通信結果��
- /　　1
ページ数�

トウキョウシシャ�

■ 住　所　．．．．．．．�

�

■ 最寄駅からの所要時間�

　　 　．．．．．．．．．�

■ 経　路�

�

�

原稿サイズ　A4縦�

下記原稿は、送信されませんでした。この未送信レポートを送信者へお渡しください。�

東京都○○○○○○○○�

△△△△△△ビル�

�

JR中央線・総武線　○○駅より　3分�

××電気�

××銀行�

○○駅�

ホテル�
フルーツ�

ヘアサロン�

文書番号�

原稿枚数　：　　1枚�
送信枚数　：　　0枚�

1

2

5

3

4

76 8 9 10 11 12 13 14
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1. メッセージ
送信結果によりどちらかが記録されます。
・モニターレポート(送信成功)
「原稿は、送信完了しました。」

・未送信レポート(送信不成功)
「下記原稿は、送信されませんでした。この未送信レポートを送信者へお渡しくだ
さい。」

2. 原稿サイズ
送信した文書の1ページめのサイズが記録されます。
A3縦、A4縦、B4縦、A4横、A5横、B5横

3. イメージ
原稿の1ページめが縮小されて表示されます。
(手動送信時などには記録されません。)

4. 原稿枚数
原稿枚数が記録されます。
イミディエト送信、手動送信は原稿枚数が記録されず、「-」が記録されます。

5. 送信枚数
送信枚数が記録されます。

6. No
送信番号がそれぞれ記録されます。

7. 文書番号
操作を受け付けたときに、自動的に付けられる文書の番号が記録されます。

8. 相手
通信した相手局名やG3ID /G4IDが次の優先順位でひとつだけ記録されます。
・短縮ダイヤル使用時 ・フルダイヤル使用時
① 宛先名 ① G3ID/G4ID(スペース含む)
② 相手局名 ② 電話番号
③ G3ID/G4ID(スペース含む) ③ 通信モード
④ 通信モード 「ECM(またはG3、SG3)」
「ECM(またはG3、SG3)」

9. 開始時刻
通信が開始された時刻が記録されます。一括送信は各文書の送信開始時刻が記録され
ます。

10.所要時間
通信が開始されてから終了するまでに要した時間、一括送信は各文書の時間が記録さ
れます。
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11.ページ数
「/」より左は正常に送信完了した枚数、右は読み取った総ページ数が記録されます。
手動送信は総ページ数が記録されずに「-」が記録されます。

12.モード
通信したときのモードが記録されます。
G3、G4、ECM、SG3 (左記以外の通信モードの場合表示されません。)

13.通信内容
以下の優先順位で通信の内容が記録されます。
内容は重複して記録される場合もあります。
①再送信　②親展　③中継同報指示

14.通信結果
通信結果の内容が記録されます。
良好……………… 正常終了したもの
話中……………… 相手先が話中で通信ができない、または応答がなかったもの
自動再送………… 送ることのできなかったページがあったため再送扱いとなったもの
中断……………… 強制停止したもの
要相手確認……… 通信中に相手方または回線網が原因と考えられるエラーが発生し

たもの
要再送信………… 再度、送信が必要なもの
Kx-xx …………… 通信異常を示す状態表示コード
F網通知 ………… 結果情報のコード（G4通信ユニット装着時のみ）
要ケーブル確認… 電話線が接続されていなかったり断線や接続不良が原因で通信で

きないもの

参 照�参 照�

●Kx-xx (通信異常を示
す状態表示コード)に
ついては、「11-2 状
態表示コード一覧」を
参照してください。
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●レポートの出力の設定
方法については「10-
3 レポートの出力を
設定する」を参照して
ください。
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10-11 中継同報レポートの見かた

中継同報レポートは、中継同報の結果を確認できます。

1. No
送信番号がそれぞれ記録されます。

2. 文書番号
通信を受け付けたときに、自動的に付けられる文書の番号が記録されます。

3. 相手
通信した相手局名やG3ID /G4IDが次の優先順位でひとつだけ記録されます。
① 宛先名
② 相手局名
③ G3ID/G4ID(スペース含む)
④ 通信モード
「ECM(またはG3、SG3)」

4. 開始時刻
通信が開始された時刻が記録されます。

5. 所要時間
通信が開始されてから終了するまでに要した時間が記録されます。

中 継 同 報 レ ポ ー ト �

時刻　　　　　　　　　　　　　　99- 9-19; 4:18PM�
G3-ID　　　　　　　　　　　　　　　 0312345679�
G4-ID�
自局名　　　　　　　　　　　　　　　　  ABCショウジ�
発信元名　　　　　　　　　　　　　　　　ABC商事(株)

Ｎｏ�
11�
12�
13

�
0080�
0080�
0080

モード�
G3�
G3�
ECM�
�

�
5-19; 0:20AM�

0:25AM�
0:29AM

開始時刻� �
8秒�
8秒�

30秒�

所要時間��
トウキョウシシャ�
�
トウカイシシャ�

�
�

7468233

�
中継同報�
中継同報�
中継同報�
�

相手� 通信内容� �
良好�
良好�
良好�

通信結果��
1/1�
1/1�
1/1

ページ数�文書番号�

21 3 4 5 6 7 8 9
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6. ページ数
「/」より左は正常に送信完了した枚数、右は指示局から送られた総ページ数が記録さ
れます。

7. モード
通信したときのモードが記録されます。
G3、G4、ECM、SG3 (左記以外の通信モードの場合表示されません。)

8. 通信内容
中継同報と記録されます。

9. 通信結果
通信結果の内容が記録されます。
良好……………… 正常終了したもの
話中……………… 相手先が話中で通信ができない、または応答がなかったもの
自動再送………… 再送扱いになっていて再送回数を超えていないもの
中断……………… 通信を中止したもの
要相手確認……… 通信中に相手方または回線網が原因と考えられるエラーが発生し

たもの
要再送信………… 再度、送信が必要なもの
Kx-xx …………… 通信異常を示す状態表示コード
要ケーブル確認… 電話線が接続されていなかったり、断線や接続不良が原因で通信

できないもの

参 照�参 照�

●Kx-xx (通信異常を示
す状態表示コード)に
ついては、「11-2 状
態表示コード一覧」を
参照してください。



参 照�参 照�

●レポートの出力の設定
方法については、
「10-3 レポートの出
力を設定する」を参照
してください。
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10-12 親展受信レポートの見かた

親展受信レポートは、親展受信したことを確認できます。

親 展 受 信 レ ポ ー ト �

時刻　　　　　　　　　　　　　　99- 9-19; 3:30PM�
G3-ID　　　　　　　　　　　　　　　 0312345679�
G4-ID�
自局名　　　　　　　　　　　　　　　　ＡＢＣショウジ�
発信元名　　　　　　　　　　　　　　　ＡＢＣ商事(株)

○　親展文書を受信しました。�

　　　　親展ボックス番号　　　：001�

　　　　親展ボックス名　　　　：総務部長�

�

�

○　この親展受信レポートを�

　　上記親展ボックスの管理者へお渡しください。�

�

�

○　親展受信文書の排出はファクスの画面で次の手順で行います。�

　　「ファクス機能一覧」→「親展ボックス」→�

　　「ボックス番号の入力/暗証番号の入力」→「決定」→「プリント(文書取り出し)」→「スタート」�

2
1

1. 親展ボックス番号
親展ボックス番号が記録されます。

2. 親展ボックス名
親展ボックス名が記録されます。
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未送信レポートは出力されています

か？

未送信レポートの内容を確認してください。

●「10-10 モニターレポート/未送信レポートの見かた」参 照�参 照�

通信管理レポートの通信結果はどの

ように表示されていますか？

通信管理レポートを確認してください。

●「10-4 通信管理レポートの見かた」参 照�参 照�
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212 11-1 トラブルと思ったら212

11-1 トラブルと思ったら

本機のファクス機能に関する何らかのトラブルが発生した場合の対処方法について説明し
ます。
以下の対処を行っても正常に戻らないときは、局番なしの113番にご連絡ください。

送信できないとき

チェック項目 対　処

相手先のファクス番号は正しいです

か？

画面に表示される番号を確認してください。短縮ダイヤルで指

定している場合には、短縮ダイヤルリストで確認してください。

間違っている場合は、登録されている番号を修正します。

●「8-2 短縮ダイヤルに登録する」
●「10-3 レポートの出力を設定する」
●「10-7 登録ダイヤルリストについて」

参 照�参 照�

回線の設定は正しいですか？

ダイヤル種別、回線種別を機能設定リストで確認してください。

設定が間違っている場合は修正します。

●「8-6 G3 IDと回線を設定する」
●「10-3 レポートの出力を設定する」
●「10-5 機能設定リストについて」

参 照�参 照�

相手先にトラブルがありませんか？
相手先の機械の電源が切れていないかなど、通信できる状態か

どうかを確認してください。

送信手順は正しいですか？ 手順を確認し、もう一度操作してください。

回線の接続は正しいですか？ 電話回線が正しく接続されているか確認してください。

ISDNの契約をしていますか？ G4通信するには、当社との契約が必要です。

国際ISDNの契約をしていますか？ 海外とG4通信するには、国際ISDNの契約が必要です。

外線発信番号を忘れていませんか？
内線から外線へ発信する場合の外線発信番号を忘れていませんか？

外線発信番号を入力してから電話番号を入力してください。

エラーメッセージが表示されていま

せんか？
メッセージにしたがって処置を行ってください。
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代行蓄積文書のメッセージが表示

されていませんか？

蓄積文書ありランプが点滅してい

ませんか？

表示されている文書のサイズの用紙をセットしてください。

を押すと他の用紙に強制的にプリントすることができ

ます。

スタート�

仕様設定画面になっていませんか？
仕様設定画面のときは、受信できません。仕様設定画面を閉じ

てください。

受信できないとき

回線の接続は正しいですか？ 電話回線が正しく接続されているか確認してください。

電源は入っていますか？

電源を入れてください。

●「本体管理/コピー編」参 照�参 照�

ISDNの契約をしていますか？ G4通信するには、当社との契約が必要です。

国際ISDNの契約をしていますか？ 海外とG4通信するには、国際ISDNの契約が必要です。

チェック項目 対　処

用紙補給のメッセージは表示され

ていませんか?

用紙切れの場合は、補給します。

●「本体管理/コピー編」参 照�参 照�

「紙づまり」のメッセージは表示

されていませんか?

用紙づまりの場合は、つまった用紙を取り除いてください。

●「本体管理/コピー編」参 照�参 照�

メモリーオーバーしていませんか?

代行受信した文書などがメモリーに蓄積されている場合があり

ます。また、用紙づまりなどのトラブルでプリントできない場

合は、プリントできる状態にしてください。

●「11-1 トラブルと思ったら」の「メモリーオー
バーまたは代行蓄積文書が表示されたとき」

参 照�参 照�

モジュラージャックが本体側と回

線側とも正しい位置に差し込まれ

ていますか?

正しく差し込んでください。

●「1-3 電話回線接続部について」参 照�参 照�

手動受信に設定されていませんか? 手動受信を行うか、または自動受信に設定し直してください。
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●通信時は、こちら側だ
けの問題ではなく、相
手機のトラブルによっ
て画質に異常が発生す
る場合があります。

補 足�補 足�

タッチパネルディ

スプレイが暗くな

っている

が点灯し

ていませんか？

節電中/解除� 節電モードに入っています。 またはいずれかのボ

タンを押して節電状態を解除してください。

節電中/解除�

電源を切っていま

せんか？

電源を入れてください。

●「本体管理/コピー編」参 照�参 照�

電話のベルが鳴り

続けるとき

手動受信に設定さ

れていませんか?

自動受信に設定し直してください。

●「5-1 受信の流れ」の「自動受信と手動受信
の切り替え方法」

参 照�参 照�

ファクス切り替え

時間を長く設定し

ていませんか?

FAX切り替え時間を設定し直すことができます。

●「9-1 仕様設定について」参 照�参 照�

仕様設定画面にな

っていませんか?

仕様設定画面のときには受信できません。仕様設定画面を

閉じてください。

受信文書が全く印

字されないとき

相手先で原稿を正

しくセットしてい

ますか？

送信元へ確認してください。

ドラム/トナーカート
リッジが正しくセッ
トされていますか？

ドラム/トナーカートリッジを確認し、正しくセットし直

してください。

FAX情報サービス

を利用できない

手動送信モードに

設定されていませ

んか?

オンフックまたはオフフック画面で手動受信モードに設定

し直して、情報コードなどを入力した後で、最後に

を押してください。

●「付録-D FAX情報サービスについて」参 照�参 照�

スタート�

“回線がつながって

いません。ケーブル

を確認してくださ

い。”というメッセ

ージが表示された。

電話回線はつなが

っていますか？
回線を確認してください。

その他のトラブルのとき

症状 チェック項目 対　処

Kｘ－ｘｘを

表示したとき
― ●「11-2 状態表示コード一覧」参 照�参 照�

原稿づまり/

紙づまり

メールボックスでの

紙づまり

―

―

●「本体管理/コピー編」参 照�参 照�

●「本体管理/コピー編」参 照�参 照�

通信できないとき

間違ったファクス

番号を指定して通

信を開始していま

せんか？

ボタンを押し、実行中画面または実行待ち画面で

該当するジョブを選択してから通信を中止してください。

●「4-1 通信を中止する」参 照�参 照�

通信/ジョブ�
状態確認(通信中止)
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症状 チェック項目 対　処

送信文書の画質が

悪い

原稿読み取り部が

汚れていません

か？

原稿読み取り部を清掃してください。

●「本体管理/コピー編」参 照�参 照�

送信濃度の設定は

正しいですか？

送信濃度を調節してください。

●「3-1 送信の操作の流れ（送信画質／原稿の
画質／送信濃度）」

参 照�参 照�

受信先で問題はあ

りませんか？
相手先へ確認してください。

受信文書の画質が

悪い

ドラム/トナーカ

ートリッジに傷が

ありませんか？

コピーしてみて画質が悪い場合は、ドラム/トナーカート

リッジを交換してください。

●「本体管理/コピー編」参 照�参 照�

送信元の原稿読み

取り部が汚れてい

ませんか？

送信元へ確認してください。

メモリーオーバーまたは代行蓄積文書が表示されたとき

エラーメッセージ 現象と処置

メモリーオーバーフローです。

［スタート］ボタンで蓄積したページを

送信します。

［ストップ］ボタンで送信を中止します。

作用業メモリーオーバーフローです。

［スタート］ボタンで蓄積したページを

送信します。

［ストップ］ボタンで送信を中止します。

メモリーオーバーまたはページ数が多すぎます。以下のいず

れかの処置を行ってください。

● を押して蓄積済みのページだけを送信します。

● を押して送信を中止します。不要な蓄積文書を

プリントまたは削除して、はじめからやり直します。

ストップ�

スタート�

ページ数制限オーバーです。

［スタート］ボタンで蓄積したページを

送信します。

［ストップ］ボタンで送信を中止します。



メモリーオーバーフローです。

［スタート］ボタンで蓄積したページを

予約します。

［ストップ］ボタンで予約を中止します。

作用業メモリーオーバーフローです。

［スタート］ボタンで蓄積したページを

予約します。

［ストップ］ボタンで予約を中止します。

ポーリング予約のときの、メモリーオーバーまたはページ数

が多すぎます。以下のいずれかの処置を行ってください。

● を押して蓄積済みのページだけを予約します。

● を押して予約を中止します。不要な蓄積文書を

プリントまたは削除して、はじめからやり直します。

ストップ�

スタート�

ページ数制限オーバーです。

［スタート］ボタンで蓄積したページを

予約します。

［ストップ］ボタンで予約を中止します。

メモリーオーバーフローです。

蓄積を中止しました。

［ストップ］ボタンを押してください。

作用業メモリーオーバーフローです。

蓄積を中止しました。

［ストップ］ボタンを押してください。

メモリーオーバーです。 を押して送信を中止しま

す。不要な蓄積文書をプリントまたは削除して、はじめから

やり直します。

ストップ�

メモリーオーバーフローです。

［スタート］ボタンで次の原稿を蓄積し

ます。

［ストップ］ボタンで蓄積を中止します。

長尺原稿の読み取り時のメモリーオーバーです。以下のいず

れかの処置を行ってください。

● を押して次の原稿を蓄積します。

● を押して蓄積を中止します。ストップ�

スタート�

エラーメッセージ 現象と処置
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作業用メモリーが故障しています。

片面プリントしました。

取扱説明書を参照してください。

H8 受信文書、レポート/リストのプリント終了後にページメモ

リー故障があります。局番なしの113番へ連絡してくださ

い。作業用メモリーが故障しています。

自動画像回転機能は働きません。

取扱説明書を参照してください。

H8

代行受信文書あるいはレポート文書が

あります。

いずれかのトレイに文書サイズの用紙

をセットしてください。

代行蓄積文書があります。表示されている文書サイズの用紙

をセットしてください。

を押すと他の用紙に強制的にプリントすることが

できます。

スタート�
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11-2 状態表示コード一覧

通信管理レポートなどに状態表示コードが表示された場合の状態と処置について説明しま
す。
ここに記載されている以外の状態表示コードが表示されたときは、もう一度送り直してい
ただき、それでも通信できない場合は、局番なしの113番にご連絡ください。
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K0-03
相手機と接続できませんでした。相手先の電話番号と相手機の状態を確認し、もう一度操作

してください。

K0-00
ISDNから通信を拒否されました。ISDNの回線契約を確認し、契約に合った使い方で操作

してください。

状態表示コード 状態および対処

K0-05,K5-08

K0-08

メモリーがいっぱいです。蓄積文書を確認し、不要な蓄積文書を削除して、メモリー容量を

確保してください。

K0-07 中継同報で無限ループを検知しました。中継同報宛先を確認し、もう一度操作してください。

K6-02 回線接続を確認し、もう一度操作してください。

K6-03

相手先から応答がないため、通信できませんでした。下記の確認後、もう一度操作してくだ

さい。

● 回線は正しく接続されているか

● 相手先の電話番号は正しいか(相手先がファクスでない可能性もあります)

● 外線にダイヤルする時、外線発信番号「0」などを忘れていないか(内線(PBX)に接続し

てる場合のみ)

● 相手のファクスが通信できる状態になっているか

K6-04,K6-05

K6-06

ダイヤルトーンが検知できないため、通信できませんでした。回線接続や回線設定を確認し、

もう一度操作してください。

K6-07
相手先が話中などで通信できません。回線接続/回線設定を確認し、しばらくしてから、も

う一度操作してください。

K6-08
ハンドセット(受話器)があがっています(オフフック)。受話器を戻して、もう一度操作して

ください。

K7-00

相手先のID番号と指定したパスワードが一致しないため、通信できませんでした。パスワー

ドは相手先のファクスで設定されているID番号と一致するようにしてください。送信したく

ない相手からのポーリング要求に対して、このコードが表示された場合は正常な動作です。

K7-01
指定した機能(ポーリング予約など)を相手機がもっていない可能性があります。相手先を確

認し、もう一度操作してください。

K7-03

相手先に受信能力がないため、通信できませんでした。相手先のファクスが受信できる状態

か(メモリーがいっぱいになっていないかなど)を確認して、もう一度操作してください。ま

た、中継同報や親展通信などの特別な機能を指定している場合は、相手機がその機能を持っ

ているか確認してください。再度、エラーコードが表示される場合には、診断を行ってくだ

さい。

K7-07
相手先が通信を中止しました。相手先のファクスの状態を確認し、もう一度操作してくださ

い。再度、エラーコードが表示される場合には、診断を行ってください。

K7-06,K9-01

K5-07

相手先を確認し、もう一度操作してください。再度、エラーコードが表示される場合には、

診断を行ってください。
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通信速度
G4：最高 64kbit/s

G3：33.6kbit/s *3～2400bit/s

220

A 主な仕様

以下にファクスに関する主な仕様を記載します。製品の仕様、外観は改良のため予告なく
変更する場合がありますので、あらかじめご了承ください。

標準装備

画像メモリー容量 2MB

適応回線 電話網、ファクシミリ通信網、INSネット64 *1

短縮ダイヤル 登録数：500（001～070は、ワンタッチダイヤルに対応）

走査線密度

G3

超高画質モード...............................................16画素/mm×15.4 本/mm

高画質モード......................................................8画素/mm×7.70 本/mm

標準モード..........................................................8画素/mm×3.85 本/mm

G4（オプション）

超高画質モード.................................................................400dpi×400dpi

高画質モード ....................................................................200dpi×200dpi

標準モード ........................................................................200dpi×100dpi

電送時間
G3：2秒台*2

G4（オプション）：約1秒*2

符号化方式 MH / MR / MMR

最大通信画像サイズ A3

*1 INSネット64(ISDN)は、G4通信ユニット（オプション）を装着時のみ有効です。

*2 A4判700字程度の原稿を標準的画質(G3:8画素×3.85本/mm、G4:200dpi×100dpi)、通信速度

(G3:28.8kbit/s以上、G4:64kbit/s)で送った時の時間です。これは画像情報のみの電送時間で、通信の

制御時間は含まれておりません。

なお、実際の通信時間は原稿の内容、相手機種、回線の状態により異なります。

*3 一般の電話回線での通信速度は、回線の条件、状況等によって33.6kbit/sの速度以下になる場合もありま

す。
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補 足�補 足�

●ここに記載されている
オプション品は、ファ
クス機能に関するもの
です。その他の仕様に
ついては、「本体管理/
コピー編」の「付録A
主な仕様」を参照して
ください。

オプション

増設メモリ4MB 最大2枚増設可能

その他のオプション

G4通信ユニット、増設G3ポート、増設G4ポート、ファクス用ハード

ディスク、デュアルアクセス拡張キット、済スタンプキット、サイドト

レイキットC、サイドトレイキットD
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B スタンプの交換

オプションの済スタンプをご利用の場合、スタンプの写りが薄くなったら、スタンプイン
ク(印体)を交換してください。

●スタンプ面には直接手を触れないでください。手などに付着した場合は速やかに洗ってください。
●消耗品を使用するときは、消耗品の箱や容器に記載された取り扱い上の注意をよく読んでから
使用してください。

●消耗品は予備を置くことをお勧めします。

注 記�注 記�

原稿送り部カバーのレバーを上げな
がら、カバーを開きます。

操作手順�操作手順�

11

緑色のラベル部を持って内側のカ
バーを開けます。

22

薄くなったスタンプの印体に、ピ
ンを突き刺して抜き取ります。

33
●印体のスポンジ部分だけ抜き取った場合は、
印体の下部分も抜き取ってください。
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内側のカバーを戻して、原稿送り
部カバーをカチッと音がするまで
閉じます。

55

新しいスタンプ(印体)を差し込み
ます。

44
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C 機能の組み合わせ一覧表

1つの機能の動作中に別の機能を並行して処理することができるかを、以下の表にまとめ
ました。

　○：動作可能　　　　　　　×：起動を受け付けない�

〈
次
の
ジ
ョ
ブ
〉�

〈現在の状態〉�

読み取り中�

蓄積中�

送信中�

親展受信文書のプリント中�

通話中�

プリント中�

自動�
送信�

手動�
送信�

同報�

コピー�

ポーリング�
予約�

受信�

蓄積中�

送信中�

蓄積＆送信中�

蓄積＆送信中�

送信中�

蓄積中�

送信中�

�

中継�
同報�

受信中�

プリント中�

同報中�

自動�
ポーリング／�

集信�

受信中�

プリント中�

受信＆プリント中�

手動�
レポート�

自動�
レポート�

レポート�
送信�

作成中�

プリント中�

作成中�

プリント中�

作成中�

送信中�

ポ
ー
リ
ン
グ
予
約
（
蓄
積
）�

×�

●4�

×�

×�

×�

○�

×�

×�

○�

×�

○�

○�

●4�

●4�

○�

●4�

●4�

○�

●4�

○�

●4�

●5�

○�

●5�

○�

○�

●5

○�

自
動
送
信(

蓄
積)

×�

●4�

×�

○�

×�

○�

×�

×�

○�

×�

○�

○�

●4�

●4�

○�

●4�

●4�

○�

●4�

○�

●4�

●4�

○�

●4�

○�

○�

●4

○�

同
報
（
蓄
積
）�

×�

●4�

×�

○�

×�

○�

×�

×�

○�

×�

○�

○�

●4�

●4�

○�

●4�

●4�

○�

●4�

○�

●4�

●4�

○�

●4�

○�

○�

●4

○�

手
動
送
信�

×�

●3�

×�

●8

×�

●8�

×�

×�

●8�

×�

●8�

●8�

●3�

●3�

●8�

●3�

●3�

●8�

●3�

●8�

●4�

●3�

○�

●3�

○�

●8�

●3

×�

文
書
送
信�

○�

○�

○�

●2�

○�

●2�

●2�

●2�

●2�

○�

●2�

●2�

○�

●2�

●2�

○�

●2�

●2�

○�

●2�

○�

○�

○�

○�

○�

●2�

○

●2

自
動
ポ
ー
リ
ン
グ�

○�

○�

○�

●2�

○�

●2�

●2�

●2�

●2�

○�

●2�

●2�

○�

●2�

●2�

○�

●2�

●2�

○�

●2�

○�

○�

○�

○�

○�

●2�

○

●2

集
信�

○�

○�

○�

●2�

○�

●2�

●2�

●2�

●2�

○�

●2�

●2�

○�

●2�

●2�

○�

●2�

●2�

○�

●2�

○�

○�

○�

○�

○�

●2�

○�

●2

ポ
ー
リ
ン
グ
送
信�

○�

○�

○�

●1�

○�

●1�

●1�

●1�

●1�

○�

●1�

●1�

○�

●1�

●1�

○�

●1�

●1�

○�

●1�

○�

○�

○�

○�

○�

●1�

○

●1

自
動
受
信�

○�

○�

○�

●1�

○�

●1�

●1�

●1�

●1�

○�

●1�

●1�

○�

●1�

●1�

○�

●1�

●1�

○�

●1�

○�

○�

○�

○�

○�

●1�

○�

●1

手
動
受
信
／
手
動
ポ
ー
リ
ン
グ�

○�

○�

○�

●8�

○�

●8�

●8�

●8�

●8�

○�

●8�

●8�

○�

●8�

●8�

○�

●8�

●8�

○�

●8�

○�

○�

○�

○�

○�

●8�

○

×�

中
継
同
報
（
受
信
）�

○�

○�

○�

●1�

○�

●1�

●1�

●1�

●1�

○�

●1�

●1�

○�

●1�

●1�

○�

●1�

●1�

○�

●1�

○�

○�

○�

○�

○�

●1�

○�

●1

通
話�

○�

○�

○�

●1�

○�

●1�

●1�

●1�

●1�

○�

●1�

●1�

○�

●1�

●1�

○�

●1�

●1�

○�

●1�

○�

○�

○�

○�

○�

●1�

○

×�

コ
ピ
ー�

×�

●5�

×�

○

×

○�

×

×

○

×

○

○

●5�

●5�

○

●5�

●5�

○

●5

○�

●5�

●5�

○

●5�

○

○

●5

○�

親
展
受
信
文
書
の
プ
リ
ン
ト�

×�

×�

●4�

○�

●4�

○�

●4�

●4�

○�

●4�

○�

○�

×�

×�

○�

×�

×�

○�

×�

○�

×�

×�

○�

×�

○�

○�

×�

○�

手
動
レ
ポ
ー
ト
プ
リ
ン
ト�

●5�

●5

●4�

○�

●4�

○�

●4�

●4�

○�

●4�

○�

○�

●5�

●5�

○�

●5�

●5�

○�

●5�

○�

●5�

●5�

●5�

●5�

●5�

○�

●5

○�

自
動
レ
ポ
ー
ト
プ
リ
ン
ト�

●7�

●7�

●6�

○�

●6�

○�

●6�

●6�

○�

●6�

○�

○�

●7�

●7�

○�

●7�

●7�

○�

●7�

○�

●7�

●7�

●5�

●7�

●5�

○�

●7

○�

受
信
プ
リ
ン
ト�

●7�

●7�

●6�

○�

●6�

○�

●6�

●6�

○�

●6�

○�

○�

●7�

●7�

○�

●7�

●7�

○�

●7�

○�

●7�

●7�

○�

●7�

○

○�

●7

○�

●1：増設G3ポート（オプション）またはG4通信ユニット（オ
プション）が装着されていれば起動を受け付ける�

●2：増設G3ポート（オプション）またはG4通信ユニット（オ
プション）が装着されていなければ通信は待たされる�

●3：増設G3ポート（オプション）またはG4通信ユニッ
ト（オプション）と、デュアルアクセス拡張キット（オ
プション）が装着されていれば起動を受け付ける�

●4：デュアルアクセス拡張キットが装着されていれば起動
を受け付け、装置されていなければジョブ予約となる�

●5：ジョブ予約になる�
�

●6：デュアルアクセス拡張キットが装着されていればプリ
ントを受け付ける�

●7：プリントは待たされる�
●8：増設G3ポート（オプション）または増設G4ポート（オ

プション）が装着されていれば起動を受け付ける�

受信中�

プリント中�

受信＆プリント中�
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D FAX情報サービスについて

FAX情報サービスを利用するときの基本的な操作を説明します。契約内容および詳しい操
作方法については、ご利用になるFAX情報サービス先にお問い合わせください。

ハンドセット(受話器)をとり、FAX
情報サービス先の電話番号を指定し
ます。

操作手順�操作手順�

11

サービスに接続するとアナウンス
が聞こえますので、アナウンスの
指示に従って、必要な番号を入力
します。

閉じる�
(操作完了)オフフック�

[宛先番号]

100%

手動送信/受信�
切り替え�

サブダイヤル� キ－ボ－ド�
（記号）�

キ－ボ－ド�
 ( A～Z )

短縮� トーン( : )

手動受信�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘｰ残量�22

になっていることを確認し、
を押して、通信中ランプ

の点灯を確認し、ハンドセット(受
話器)を戻します。

受信が開始されます。

スタート�

手動受信�33
補 足�補 足�

● になっている場
合は、 で

に切り替えて
で受信を開始

します。

スタート�

手動受信�

手動送信/受信�
切り替え�

手動送信�

注 記�注 記�
●ダイヤル回線でご使用の場合でも相手を呼び
出した後に を選択することにより、プ
ッシュホンサービス（銀行ANSER、クレジッ
ト通話サービス、ポケットベルサービス、照
会案内サービス、ホームテレホンにおけるテ
レコントロール、留守番電話における遠隔制
御など）を利用することができます。なお、
回線種別がプッシュ回線に設定されていると
きは、 は表示されません。トーン（：）�

トーン（：）�

ハンドセット（受話器）を使用する場合
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ラインモニターの音量を調節します。

音量は1～3までのレベル調節が可能ですが、音声ガイダンスを聞き取りやすくす
るためには、最大の［3］に設定することをお勧めします。

操作手順�操作手順�

11

ファクス機能一覧画面の を
選択し、FAX情報サービスの電話
番号を指定します。

オンフック/�
手動受信�

100%

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

原稿の画質�送信画質� 送信濃度�

読み取り指定�通信モ－ド� 並列合成送信�

発信元記録�送信シ－ト� 時刻指定�

両面原稿送り�

ペ－ジ連写� オンフック/�
手動送受信�

次のペ－ジがあります. . .

モニタ－�
レポ－ト�

前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

宛先を指定してください�
[  宛先番号  ]

ミックスサイズ�
原稿送り�

優先送信�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�22

サービスに接続するとアナウンス
が聞こえますので、アナウンスの
指示に従って、必要な番号を入力
します。

終了�
(回線切断)オンフック�

[宛先番号]

100%

サブダイヤル� キ－ボ－ド�
（記号）�

キ－ボ－ド�
 ( A～Z )

短縮� トーン（：）�手動送信/受信�
切り替え�

手動受信�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘｰ残量�33

補 足�補 足�

● になっている場
合は、 で

に切り替えて
で受信を開始

します。

スタート�

手動受信�

手動送信/受信�
切り替え�

手動送信�

注 記�注 記�
●ダイヤル回線でご使用の場合でも相手を呼び
出した後に を選択することにより、プ
ッシュホンサービス（銀行ANSER、クレジッ
ト通話サービス、ポケットベルサービス、照
会案内サービス、ホームテレホンにおけるテ
レコントロール、留守番電話における遠隔制
御など）を利用することができます。なお、
回線種別がプッシュ回線に設定されていると
きは、 は表示されません。トーン（：）�

トーン（：）�

になっていることを確認し、
を押して、通信中ランプ

の点灯を確認します。

受信が開始されます。

スタート�

手動受信�
3

6

9

C

■

クリア�

ストップ�

スタート�

06

ジョブメ
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オンフックを使用する場合

参 照�参 照�

●「9-1 仕様設定につ
いて」



ここで使うボタン�

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

C

通信/ジョブ�
状態確認�
(通信中止)

■ 通信中� ■ 蓄積文書あり� ■  割り込み�

クリア�

リセット�

ストップ�

スタート�

設定確認�

機能切り替え�

節電中/解除�
061

066

ジョブメモリー�

062

067

063

068

064

069

065

070

M06

M02M01 M03 M04 M05

M07 M08 M09 M10

M11 M12 M13 M14 M15

M16 M17 M18 M19 M20

ファクス�
コピー�

メニュー�

テンキー�

スタートボタン�

100%

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

原稿の種類�送信画質� 送信濃度�

読み取り指定�通信モ－ド� 合成送信�

発信元記録�送信シ－ト� 時刻指定�

両面原稿�ミックスサイズ�
原稿�

ペ－ジ連写� 優先送信� オンフック�

次のペ－ジがあります. . .

モニタ－�
レポ－ト�

前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

宛先を指定してください�
[  宛先番号  ]

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

付
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E 国際通信を行う

国際通信を行う場合の手順について説明します。
国際通信を行う場合には、国際電信電話株式会社(KDD)、日本テレコム株式会社、国際デ
ジタル通信株式会社(IDC)などの電話会社の交換機を経由して、海外とのファクス通信が
できます。

また、国際通信を行うとき、 で を選択することにより、確実な通信を行
うことができます。

国際通信�通信モード�

国際通信を利用するときは、次のようにダイヤルします。

各電話会社の番号（001、0041、0061など） 国番号 相手のファクス番号

●国際電話回線は、もともと音声を送るための回線です。音声の通信ではあまり影響のない問題がフ
ァクス通信にとっては障害になり、回線のノイズで画質が乱れる、通信ができない、回線が中断す
るなどのトラブルが発生することがあります。このような場合でも、回線が接続されていれば通信
料金を課金されます。回線トラブルおよび通信料金についてはご利用になる電話会社へお問い合わ
せください。

● を選択すると、より確実に送るために伝送速度が4800bit/s以下になり、通信時間が長く
かかる場合があります。

国際通信�
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操作手順�操作手順�

原稿をセットします。11

お好みファクス画面やファクス機能
一覧画面で を選択します。通信モード�

100%

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

原稿の画質�送信画質� 送信濃度�

読み取り指定�通信モ－ド� 並列合成送信�

発信元記録�送信シ－ト� 時刻指定�

両面原稿送り�ミックスサイズ�
原稿送り�

ペ－ジ連写� 優先送信� オンフック/�
手動送受信�

次のペ－ジがあります. . .

モニタ－�
レポ－ト�

前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

宛先を指定してください�
[  宛先番号  ]

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�22

通信モードを選択し、 を選
択します。

オプションのG4通信ユニットを装着して
いない場合は は表示されません。G4自動�

閉じる�

閉じる�通信モ－ド�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

100%

国際通信�

G3自動�

G4自動�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘｰ残量�33

参 照�参 照�

●「2-2 原稿をセット
する」を参照してくだ
さい。

各電話会社の番号、国番号、相手
先のファクス番号の順に入力
し、 を押します。スタート�

3

6

9

C

■

クリア�

ストップ�

スタート�

06

ジョブメ

44

●一般電話回線を使用している場合、地域に
よって、各電話会社の番号のあとに第2ダイ
ヤルトーン検出記号かポーズを入力する必要
があります。

● を選択して北米地域などのISDN回線
に接続されたG4機と交信する場合、回線速度
などを合わせるために、各電話会社の番号を
入力する前に「<20,21>」を入力してくださ
い。

G4自動�

参 照�参 照�

●「<」や「>」の入力
方法は「1-6 文字の
入力のしかた」を参照
してください。
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F 外付け電話機を接続する

●増設G3ポート（オプション）またはG4通信ユニット（オプション）を装着している場合には、
以下のような制限があります。
・外付け電話機を使用して、手動送信および手動受信することはできません。
・ ISDN回線、または接続端子「LINE2」「LINE3」に接続している電話回線では、外付け電話
機を使用して応答および電話をかけることはできません。

●本機の接続端子「TEL」は、一般電話回線に接続する一般の電話機を1台だけ接続できます。た
だし、この端子は、一般電話回線の仕様と完全には一致していません。このため、接続する電話
機によっては、正常に動作しない場合があります。また、電話機以外の通信機やビジネスホンな
どを接続した場合も、正常に動作しない場合があります。

●外付け電話機は、電話回線の種類に合ったものをお使いください。外付け電話機の種類によって
はご使用になれない場合や、一部機能がご利用になれない場合があります。詳しくは当社のサー
ビス取扱所またはお買い求めになった販売店へお問い合わせください。

●外付け電話機の電話機コードがモジュラプラグ式でないときは、局番なしの116番または当社
の営業所等へお問い合わせください。接続工事には、工事担任者資格が必要です。

お手持ちの電話機を外付け電話機として接続するときは、通常、本機の受話器置き台コー
ドと外付け電話機の電話機コードを分岐コネクタに接続して、本機の接続端子「TEL」に
差し込んでください。また、増設G3ポート（オプション）、またはG4通信ユニット（オ
プション）を装着している場合は、外付け電話機の電話機コードを直接本機の接続端子
「TEL」に差し込んでください。この場合、受話器置き台コードは本機の「ISDN TEL」に
差し込みます。

保留·内線�

1 2 34 5 67 8 9
0

外線1 外線2

保留·内線�

1 2 34 5 67 8 9
0

外線1 外線2

分岐コネクタ�

受話器置き台コード

増設G3ポート／G4通信ユニット装着時
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表示できる漢字一覧

コメント登録などのときに、単漢字変換を行う場合は、以下の一覧表で示された漢字を使用することができます。
使用することのできる漢字は、JISの第一水準すべてと第二水準の一部（32文字）です。
●第一水準の漢字は、読みがなの一文字めで分類しています。第二水準の漢字は、読みがなと漢字を示していま
す。コメント登録などの場合は、対応した読みがなを入力して単漢字変換を行ってください。その他のアル
ファベットやひらがな、数字、記号についてはタッチパネルディスプレイに表示されるキーボードをお使いく
ださい。

■漢字一覧表（第一水準）

あ

亜 唖 娃 阿 哀 愛 挨 姶 逢

葵 茜 穐 悪 握 渥 旭 葦 芦 鯵

梓 圧 斡 扱 宛 姐 虻 飴 絢 綾

鮎 或 粟 袷 安 庵 按 暗 案 闇

鞍 杏

い

う

以 伊 位 依 偉 囲 夷 委

威 尉 惟 意 慰 易 椅 為 畏 異

移 維 緯 胃 萎 衣 謂 違 遺 医

井 亥 域 育 郁 磯 一 壱 溢 逸

稲 茨 芋 鰯 允 印 咽 員 因 姻

引 飲 淫 胤 蔭

院 陰 隠 韻 吋

右 宇 烏 羽

迂 雨 卯 鵜 窺 丑 碓 臼 渦 嘘

唄 欝 蔚 鰻 姥 厩 浦 瓜 閏 噂

云 運 雲

え

荏 餌 叡 営 嬰 影 映

曳 栄 永 泳 洩 瑛 盈 穎 頴 英

衛 詠 鋭 液 疫 益 駅 悦 謁 越

閲 榎 厭 円 園 堰 奄 宴 延 怨

掩 援 沿 演 炎 焔 煙 燕 猿 縁

艶 苑 薗 遠 鉛 鴛 塩

お

於 汚 甥

凹 央 奥 往 応

押 旺 横 欧 殴 王 翁 襖 鴬

鴎 黄 岡 沖 荻 億 屋 憶 臆 桶

牡 乙 俺 卸 恩 温 穏 音

か

下 化

仮 何 伽 価 佳 加 可 嘉 夏 嫁

家 寡 科 暇 果 架 歌 河 火 珂

禍 禾 稼 箇 花 苛 茄 荷 華 菓

蝦 課 嘩 貨 迦 過 霞 蚊 俄 峨

我 牙 画 臥 芽 蛾 賀 雅 餓 駕

介 会 解 回 塊 壊 廻 快 怪 悔

恢 懐 戒 拐 改

魁 晦 械 海 灰 界 皆 絵 芥

蟹 開 階 貝 凱 劾 外 咳 害 崖

慨 概 涯 碍 蓋 街 該 鎧 骸 浬

馨 蛙 垣 柿 蛎 鈎 劃 嚇 各 廓

か

拡 撹 格 核 殻 獲 確 穫 覚 角

赫 較 郭 閣 隔 革 学 岳 楽 額

顎 掛 笠 樫 橿 梶 鰍 潟 割 喝

恰 括 活 渇 滑 葛 褐 轄 且 鰹

叶 椛 樺 鞄 株 兜 竃 蒲 釜 鎌

噛 鴨 栢 茅 萱

粥 刈 苅 瓦 乾 侃 冠 寒 刊

勘 勧 巻 喚 堪 姦 完 官 寛 干

幹 患 感 慣 憾 換 敢 柑 桓 棺

款 歓 汗 漢 澗 潅 環 甘 監 看

竿 管 簡 緩 缶 翰 肝 艦 莞 観

諌 貫 還 鑑 間 閑 関 陥 韓 館

舘 丸 含 岸 巌 玩 癌 眼 岩 翫

贋 雁 頑 顔 願

き

く

企 伎 危 喜 器

基 奇 嬉 寄 岐 希 幾 忌 揮 机

旗 既 期 棋 棄

機 帰 毅 気 汽 畿 祈 季 稀

紀 徽 規 記 貴 起 軌 輝 飢 騎

鬼 亀 偽 儀 妓 宜 戯 技 擬 欺

犠 疑 祇 義 蟻 誼 議 掬 菊 鞠

吉 吃 喫 桔 橘 詰 砧 杵 黍 却

客 脚 虐 逆 丘 久 仇 休 及 吸

宮 弓 急 救 朽 求 汲 泣 灸 球

究 窮 笈 級 糾 給 旧 牛 去 居

巨 拒 拠 挙 渠 虚 許 距 鋸 漁

禦 魚 亨 享 京

供 侠 僑 兇 競 共 凶 協 匡

卿 叫 喬 境 峡 強 彊 怯 恐 恭

挟 教 橋 況 狂 狭 矯 胸 脅 興

蕎 郷 鏡 響 饗 驚 仰 凝 尭 暁

業 局 曲 極 玉 桐 粁 僅 勤 均

巾 錦 斤 欣 欽 琴 禁 禽 筋 緊

芹 菌 衿 襟 謹 近 金 吟 銀

九

倶 句 区 狗 玖 矩 苦 躯 駆 駈

駒 具 愚 虞 喰 空 偶 寓 遇 隅

串 櫛 釧 屑 屈

掘 窟 沓 靴 轡 窪 熊 隈 粂
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け

卦 袈 祁 係 傾 刑 兄 啓 圭

珪 型 契 形 径 恵 慶 慧 憩 掲

携 敬 景 桂 渓 畦 稽 系 経 継

繋 罫 茎 荊 蛍 計 詣 警 軽 頚

鶏 芸 迎 鯨 劇 戟 撃 激 隙 桁

傑 欠 決 潔 穴 結 血 訣 月 件

倹 倦 健 兼 券 剣 喧 圏 堅 嫌

建 憲 懸 拳 捲

検 権 牽 犬 献 研 硯 絹 県

肩 見 謙 賢 軒 遣 鍵 険 顕 験

鹸 元 原 厳 幻 弦 減 源 玄 現

絃 舷 言 諺 限

こ

さ

乎 個 古 呼 固

姑 孤 己 庫 弧 戸 故 枯 湖 狐

糊 袴 股 胡 菰 虎 誇 跨 鈷 雇

顧 鼓 五 互 伍 午 呉 吾 娯 後

御 悟 梧 檎 瑚 碁 語 誤 護 醐

乞 鯉 交 佼 侯 候 倖 光 公 功

効 勾 厚 口 向

后 喉 坑 垢 好 孔 孝 宏 工

巧 巷 幸 広 庚 康 弘 恒 慌 抗

拘 控 攻 昂 晃 更 杭 校 梗 構

江 洪 浩 港 溝 甲 皇 硬 稿 糠

紅 紘 絞 綱 耕 考 肯 肱 腔 膏

航 荒 行 衡 講 貢 購 郊 酵 鉱

砿 鋼 閤 降 項 香 高 鴻 剛 劫

号 合 壕 拷 濠 豪 轟 麹 克 刻

告 国 穀 酷 鵠 黒 獄 漉 腰 甑

忽 惚 骨 狛 込

此 頃 今 困 坤 墾 婚 恨 懇

昏 昆 根 梱 混 痕 紺 艮 魂

些

佐 叉 唆 嵯 左 差 査 沙 瑳 砂

詐 鎖 裟 坐 座 挫 債 催 再 最

哉 塞 妻 宰 彩 才 採 栽 歳 済

災 采 犀 砕 砦 祭 斎 細 菜 裁

載 際 剤 在 材 罪 財 冴 坂 坂

堺 榊 肴 咲 崎 埼 碕 鷺 作 削

咋 搾 昨 朔 柵 窄 策 索 錯 桜

鮭 笹 匙 冊 刷

察 拶 撮 擦 札 殺 薩 雑 皐

鯖 捌 錆 鮫 皿 晒 三 傘 参 山

惨 撒 散 桟 燦 珊 産 算 纂 蚕

讃 賛 酸 餐 斬 暫 残

仕 仔 伺

使 刺 司 史 嗣 四 士 始 姉 姿

子 屍 市 師 志 思 指 支 孜 斯

施 旨 枝 止 死 氏 獅 祉 私 糸

紙 紫 肢 脂 至 視 詞 詩 試 誌

諮 資 賜 雌 飼 歯 事 似 侍 児

字 寺 慈 持 時

次 滋 治 爾 璽 痔 磁 示 而

耳 自 蒔 辞 汐 鹿 式 識 鴫 竺

軸 宍 雫 七 叱 執 失 嫉 室 悉

湿 漆 疾 質 実 蔀 篠 偲 柴 芝

屡 蕊 縞 舎 写 射 捨 赦 斜 煮

社 紗 者 謝 車 遮 蛇 邪 借 勺

尺 杓 灼 爵 酌 釈 錫 若 寂 弱

惹 主 取 守 手 朱 殊 狩 珠 種

腫 趣 酒 首 儒 受 呪 寿 授 樹

綬 需 囚 収 周

宗 就 州 修 愁 拾 洲 秀 秋

終 繍 習 臭 舟 蒐 衆 襲 讐 蹴

輯 週 酋 酬 集 醜 什 住 充 十

従 戎 柔 汁 渋 獣 縦 重 銃 叔

夙 宿 淑 祝 縮 粛 塾 熟 出 術

述 俊 峻 春 瞬 竣 舜 駿 准 循

旬 楯 殉 淳 準 潤 盾 純 巡 遵

醇 順 処 初 所 暑 曙 渚 庶 緒

署 書 薯 藷 諸 助 叙 女 序 徐

恕 鋤 除 傷 償

勝 匠 升 召 哨 商 唱 嘗 奨

妾 娼 宵 将 小 少 尚 庄 床 廠

彰 承 抄 招 掌 捷 昇 昌 昭 晶

松 梢 樟 樵 沼 消 渉 湘 焼 焦

照 症 省 硝 礁 祥 称 章 笑 粧

紹 肖 菖 蒋 蕉 衝 裳 訟 証 詔

詳 象 賞 醤 鉦 鍾 鐘 障 鞘 上

丈 丞 乗 冗 剰 城 場 壌 嬢 常

情 擾 条 杖 浄 状 畳 穣 蒸 譲

醸 錠 嘱 埴 飾

拭 植 殖 燭 織 職 色 触 食

蝕 辱 尻 伸 信 侵 唇 娠 寝 審

心 慎 振 新 晋 森 榛 浸 深 申
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読み� 漢字�

ボウ� 眸�

キョウ� 筐�

ショウ� 翔�

ヨ� 與�

ホウ� 萌�

エビ� 蛯�

ショウ� 誦�

キュウ� 赳�

テキ� 迪�

ハン� 鈑�

ショウ� 頌�

読み� 漢字�

サイ� 齋�

コウ� 篁�

コウ� 肛�

マツ� 茉�

マン� 萬�

ケン� 蜷�

ジュン� 諄�

ケイ� 蹊�

マイ� 邁�

テツ� 鐵�

セン� 餞�

読み� 漢字�

リン� 稟�

キュウ� 糺�

シュウ� 脩�

リ� 莉�

ロ� 蘆�

フ� 訃�

ショウ� 證�

リョウ� 輛�

ヘン� 邊�

カン� 鑵�

■漢字一覧表（第二水準）
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国外の相手局と通信すること。国際通信については、「付録E 国際通信を行う」を参
照してください。
また、送信モードを設定するときに表示される選択肢の1つ。通信状態の悪い所へも
確実に送信できるように、送信速度を下げて送信するモード。

国際通信

(Integrated  Services  Digital  Network : 統合デジタル通信網)
従来、別々の回線を用いて行われてきた、電話、ファクス、ビデオテックス、データ
通信などの通信サービスを、1つの回線で一元的に提供するデジタル通信網。
本機は、G4通信ユニット(オプション)を装着することにより、当社が提供する「INS
ネット64」に接続することができます。

用語集

ECM

(Error Correction Mode : 誤り再送方式)
G3通信の1種。データが相手に正しく送られたかどうかをチェックし、正しく送られ
ていない場合はそのデータを再送信する方式。
通信管理レポートなどの受信の相手先に「ECM」と表示された場合は、相手機がこの
方式で送信してきたことを示します。

G3,G4

どちらも、CCITT(現ITU-T: 国際電信電話諮問委員会)が標準化したファクシミリの通
信方式。G4は、デジタル通信網向けに開発された方式です。
本機でG4通信する場合は、G4通信ユニット(オプション)を装着してください。
ISDN(統合デジタル通信網を参照)を利用した高速(64kbit/s)の通信が可能になりま
す。

ISDN

相手局
通信の相手方のこと。加入者回線の端末(電話、ファクス、パソコンなどの機器)を総
称していいます。

宛先
本機では送信の相手方のこと。「宛先を指定する」という場合は、相手方の電話番号を
入力することをいいます。

イミディエト通信
1ページ分の蓄積完了するごとに送信または受信プリントを開始すること。本機では
メモリー残量がしきい値を割った時点で、イミディエト通信に切り替わります。

オートクリア 一定時間操作をしないと、初期状態に戻る機能です。

オプション
標準仕様に対し、希望に応じて有料で付加できる機能。
本機には、済スタンプ、G4通信ユニットなどがオプションとして用意されています。

オフフックダイヤル 受話器をあげて、ダイヤルすること。

オンフックダイヤル 受話器をおいた状態で、ダイヤルすること。

タッチパネルディスプレイに表示される画面のこと。メッセージや操作項目が表示さ
れます。

Super G3 (SG3)
ITU V.34に準拠したG3通信の方式です。通常のG3通信より高速(33.4kbit/s)の通
信が可能となります。

画面
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ダイヤルする
本書では、送信の相手先のファクス番号を入力すること。
ダイヤルする方法には、テンキー(数字キー)で全ケタを入力する方法、短縮番号を使
う方法、ワンタッチボタンを使って入力する方法、宛先表を使う方法などがあります。

ダイヤル種別
接続している回線のダイヤル方式。本機の設定では、PB(プッシュ式回線)、
10PPS(ダイヤル式回線/10PPS)、20PPS(ダイヤル式回線/20PPS)の3種から選
択します。

サブアドレス

INSネットを利用する場合、ISDN IDを登録します。サブアドレスはISDN IDの一要
素で、サブアドレス通知サービスを利用するときに登録します。サブアドレス通知サ
ービスを利用すれば、ISDN1回線に接続される複数の通信機器のうち、特定の機器を
指定し、通信することができます。

サブダイヤル
よく使う番号などをサブダイヤルに登録します。1つのサブダイヤルには16けたまで
登録できます。長い番号を指定するときに便利です。

しきい値
(ページ分割しきい値)

1枚の用紙サイズを超えた原稿の長さが少しであっても、用紙はもう1枚分使用します。
受信した内容の後端に余白がある場合には、後端部分をある程度切り捨て、1枚の用
紙に収めることができます。
切り捨てる後端部分の長さがしきい値です。しきい値が小さいほど、2枚めの用紙を
使用しやすくなります。逆に、しきい値が大きいほど、切り捨てる部分が増える代わ
りに、1枚に収まりやすくなります。

状態表示コード 何らかのトラブルが発生した場合、操作パネルやレポートなどに表示されるコード。

初期画面
電源を入れた直後や、 ボタンを押したとき、およびオートクリア機能がはた
らいたときに表示される、タッチパネルディスプレイの画面。

リセット�

初期値 で、設定した値。仕様設定�

自局
お使いいただいている本機側のこと。加入者回線の端末(電話、ファクス、パソコンな
どの機器)を称していいます。

受信紙宣言
受信した文書をどのサイズの用紙に出力するかを設定しておくこと。設定したサイズ
は、受信側から送信側に宣言されます。

ジョブ
本来は「仕事」の意味ですが、本書では、次の2つの意味に使用しています。
①ジョブメモリーに登録する、一連の操作のこと。
②文書の送受信を処理すること。

ジョブメモリー
一連の操作(ジョブ)を登録する機能です。ジョブメモリーを使用すれば、定型業務な
どをボタン1つで指示できます。

選択する
本書では、タッチパネルディスプレイ内の機能ボタンを指で触れて、項目を反転させ
ることをいいます。
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回線側から発信される音。目的の回線につながったことを確認することができます。ダイヤルトーン

デュアルアクセス 1つの機能の動作中に、別の機能を並行して処理できること。

蓄積 本書では、原稿の画像を読み取って、その画像データを本機のメモリーに保存すること。

通信
通信回線を使って、音声データ(電話)、画像データ(ファクス)、映像データ(ビデオテ
ックス)、パソコンのデータ(パソコン通信)をやり取りすること。
本書では特に、画像データの送信/受信と通話を合わせて「通信」といいます。

通信インターバル 通信の終了後、次の送信を始めるまでの間隔。

ヘッダー 発信元記録のこと。受信した用紙の先端に、印字されます。

ポーリング こちらからの操作で送信させること。

ポーズ 待機状態。タッチパネルディスプレイで[ポーズ]を指示することができます。

文書
本書では、原稿を読み取って得た画像データのこと。送信文書、受信文書、通信待ち
文書などのように使っています。

発信元 通信の送り元。「宛先」に対応することばとして使用されます。

読み取り
原稿を光学的に走査して、画像データに変換して取り込むこと。
本機には、読み取り装置として、原稿ガラス、および自動原稿送り装置読み取り部が
用意されています。

ラインモニター ダイヤルしてから相手先に接続されるまでの間の回線上の音。
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画面一覧

メニュー画面の表示です。
レポート/リストの出力、ジョブメモリー、登録/変更、仕様設定やコピー/ファクスの各画面に入る前の画
面です。
この画面からそれぞれのボタンを選択し、各画面を表示させてください。

仕様設定�

登録/変更�

メ－タ－確認�

ジョブメモリ－�

レポ－ト/�
リストの出力�

ファクス�
受信モ－ド�

コピ－� ファクス�

レポートやリスト
を出力する�

参 照�参 照�「第10章」�

ジョブメモリーボ
タンを使用する�

参 照�参 照�「7-19」�

メーターを確認�
する�

参 照�参 照�「本体管理/�
　コピー編」�

登録や変更をする�

参 照�参 照�「第8章」�

仕様を設定する�

参 照�参 照�「第9章」�

ファクス受信方法
を設定する�

参 照�参 照�「5-1」�

参 照�参 照�「1-4」� 参 照�参 照�「1-4」�

コピー画面を表示
する�

ファクス画面を�
表示する�

メニュー画面

オプションの有無と設定によって、表示される画面が異なる場合があります。補 足�補 足�
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基本ファクス画面の表示です。
基本的な機能が集められています。
機能の概略と参照先を参考にしてごらんください。

サブダイヤル/�
キーボード�

高画質�

標準�

送信画質�

文字/写真�

写真(中間調)

文字�

原稿の画質� 送信濃度�

超高画質�

ポーズ（ー）�

宛先を指定してください�
[ 宛先番号 ]

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

100%
サブダイヤルや�
キーボードを使う�

参 照�参 照�「1-6」「3-3」�

宛先表を使う�

参 照�参 照�「3-3」�

送信画質を選ぶ�

参 照�参 照�「3-1」�

原稿の画質を選ぶ�

参 照�参 照�「3-1」�

送信濃度を変える�

参 照�参 照�「3-1」�

ポーズ(ー)を入力
する�

参 照�参 照�「3-3」�

短縮（グループ）�

宛先表�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

短縮(グループ)�
番号を入力する�

参 照�参 照�「3-3」�

基本ファクス画面
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お好みファクス画面の表示です。
お好みファクス画面は、ユーザーが頻繁に使う機能を選んで、自由に設定できる画面です。
以下に表示されている画面は、工場出荷時の初期設定の画面です。
お好みファクス画面の変更方法については、「9-1 仕様設定について」を参照してください。
機能の概略と参照先を参考にしてごらんください。

サブダイヤル/�
キーボード�

ポーズ（ー）�

100%

基本ファクス� ファクス機能一覧�

標準� 文字�

お好みファクス�

原稿の画質�送信画質�

G3自動� なし� なし�

送信濃度�

送信シ－ト�通信モ－ド� モニタ－�
レポ－ト�

宛先を指定してください�
[  宛先番号  ]

送信画質を選ぶ�

参 照�参 照�「3-1」�
送信濃度を変える�

参 照�参 照�「3-1」�

モニターレポート
を出す�

参 照�参 照�「10-2」�

通信モードを選ぶ�

参 照�参 照�「3-2」�

表紙をつける�

参 照�参 照�「7-6」�

短縮（グループ）�

宛先表�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

原稿の画質を選ぶ�

参 照�参 照�「3-1」�

お好みファクス画面
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ファクス機能一覧画面の表示です。
すべてのファクス機能が集められています。
機能の概略と参照先を参考にしてごらんください。

100%

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

原稿の画質�送信画質� 送信濃度�

読み取り指定�通信モ－ド� 並列合成送信�

発信元記録�送信シ－ト� 時刻指定�

両面原稿送り�ミックスサイズ�
原稿送り�

ペ－ジ連写� オンフック/�
手動送受信�

次のペ－ジがあります. . .

優先送信�

モニタ－�
レポ－ト�

前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

宛先を指定してください�
[  宛先番号  ]

送信画質を選ぶ�

参 照�参 照�「3-1」�

通信モードを選ぶ�

参 照�参 照�「3-2」�

表紙をつける�

参 照�参 照�「7-6」�

複数の原稿を1枚
に合成して送る�

参 照�参 照�「7-5」�

指定時刻に送る�

参 照�参 照�「7-8」�

モニターレポート
を出力する�

参 照�参 照�「10-2」�

読み取り範囲や倍
率を指定する�

参 照�参 照�「7-4」�

原稿の画質を選ぶ�

参 照�参 照�「3-1」�

受話器を上げた�
状態にする�

参 照�参 照�「6-1」�

両面原稿を送信�
する�

参 照�参 照�「7-10」�

急ぎの通信がある
ときに�

参 照�参 照�「7-12」�

ヘッダーをつける�

参 照�参 照�「7-7」�

宛先を指定してください�
[  宛先番号  ]

100%

基本ファクス� お好みファクス� ファクス機能一覧�

親展ボックス�親展通信� 送信先部数�

ポ－リング予約�
(相手用蓄積)

原稿通過�
スタンプ�

ポ－リング�
(相手から取出)

前のペ－ジがあります. . . 前�
ペ－ジ�

次�
ペ－ジ�

親展通信する�

参 照�参 照�「7-13」�

相手先の文書を�
取り出す�

参 照�参 照�「7-15」�

送信先で複数部�
コピーする�

参 照�参 照�「7-14」�

相手先からの操作
で送信する�

参 照�参 照�「7-16」�

* 済スタンプキット装着時に表示されます。�

親展文書を登録し
たり、取り出す�

参 照�参 照�「7-13」�

異なるサイズの原稿
を一度に読み取る�

参 照�参 照�「7-9」�

見開き原稿を左右に
分割して送信する�

参 照�参 照�「7-11」�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

ﾌｧｸｽﾒﾓﾘ-残量�

送信濃度を変える�

参 照�参 照�「3-1」�

原稿通過スタンプ
をつける*

参 照�参 照�「7-17」�

ファクス機能一覧画面
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レポート/リスト画面の表示です。
レポートやリストを出力する機能が集められています。
機能の概略と参照先を参考にしてごらんください。

閉じる�レポ－ト/リストの出力�

通信管理�
レポ－ト�

機能設定�
リスト�

蓄積文書�
リスト�

登録ダイヤル�
リスト�

�
プリントしたい項目を選択し、�
[スタ－ト]ボタンを押してください。�

通信管理レポート
を出力する�

参 照�参 照�「10-2」�

蓄積文書リストを
出力する�

参 照�参 照�「10-2」�

登録ダイヤルリス
トを出力する�

参 照�参 照�「10-2」�

機能設定リストを
出力する�

参 照�参 照�「10-2」�

レポート/リスト出力画面
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登録/変更画面の表示です。
項目の登録と変更のための機能が集められています。
機能の概略と参照先を参考にしてごらんください。

閉じる�登録/変更�

サブダイヤル�

短縮ダイヤル�

コメント�

ジョブメモリ－�

自局情報�

親展ボックス�

宛先グル－プ�

短縮ダイヤルに�
登録する�

参 照�参 照�「8-2」�

親展ボックスを�
登録する�

参 照�参 照�「8-11」�

グループを登録�
する�

参 照�参 照�「8-3」�

ジョブメモリーを
登録する�

参 照�参 照�「7-19」�

サブダイヤルを�
登録する�

参 照�参 照�「8-1」�

コメントを登録�
する�

参 照�参 照�「8-10」�

自局情報を登録する�

参 照�参 照� 「8-4」「8-5」�
「8-6」「8-7」�
「8-8」�

登録/変更画面
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仕様設定画面の表示です。
仕様設定するための機能が集められています。
機能の概略と参照先を参考にしてごらんください。

閉じる�仕様設定�

コピ－画面�
設定�画面表示設定�

レポ－ト設定�

タイマ－設定�

音調整�

診断�

ファクス画面�
設定�

コピ－機能�
設定�

スタッカー�
トレイ設定�

ファクス機能�
設定�

レポート関連の�
設定する�

参 照�参 照�「10-3」�

日付/時刻やタイ�
マーを設定する�

参 照�参 照�「8-9」�

音を設定する�

参 照�参 照�「第9章」�

ファクス機能を�
設定する�

参 照�参 照�「第9章」�

機械を診断する�

参 照�参 照�「本体管理/�
　コピー編」�

コピー機能を設定
する�

参 照�参 照�「本体管理/�
　コピー編」�

コピー,プリントの
排出先を設定する�

参 照�参 照�「本体管理/�
　コピー編」�

ディスプレイの�
表示を設定する�

参 照�参 照�「本体管理/�
　コピー編」�

コピー関連の画面
を設定する�

参 照�参 照�「本体管理/�
　コピー編」�

ファクス関連の�
画面を設定する�

参 照�参 照�「第9章」�

プリント�
優先順位�

プリント優先順位�
を設定する�

参 照�参 照�「第9章」�
＊�

* ステープルフィニッシャー装着時に表示されます。�

仕様設定画面

オプションの有無と設定によって、表示される画面が異なる場合があります。補 足�補 足�
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索　引

1次中継局.............................................................79

2次中継局.............................................................79

FAX情報サービス.............................................225

FAX信号方式 ...............................................74, 79

G3 ......................................................................235

G3 ID.................................................................160

G3 IDの送出を設定する..................................180

G3 IDの登録.....................................................160

G3自動 .................................................................24

G4 ......................................................................235

G4 ID.................................................................164

G4自動 .................................................................24

G4ヘッダーの有無を設定する........................183

ISDN ID.............................................................166

ISDN LINE .............................................................5

ISDN TEL...............................................................5

LINE 1.....................................................................5

LINE 2.....................................................................5

LINE 3.....................................................................5

PBX ...................................................................162

PB信号方式............................77, 82, 109, 115

SG3 ...................................................................235

宛先表....................................................................31

宛先表表示開始番号を変更する......................179

暗証番号.............................................................106

一括送信を設定する .........................................181

一斉同報................................................................68

英/数キーボード.....................................................9

英数字.......................................................................9

お好みファクス画面 ...............................................7

音を調整する.....................................................179

オフフックダイヤル ............................................62

オンフックダイヤル ............................................63

解像度を選択する ................................................22

漢字 .......................................................................11

キーボード...............................................................9

記号 ..........................................................................9

記号キーボード.......................................................9

機能設定リスト.................................................194

基本ファクス画面........................................7, 239

グループ.....................................................33, 154

原稿 .......................................................................14

原稿ガイド............................................................16

原稿セット............................................................16

原稿通過スタンプ .............................................129

原稿の画質............................................................22

原稿の最大長を設定する..................................180

原稿枚数................................................................14

原稿をセットする ................................................16

高画質....................................................................22

国際通信................................................................24

呼識別行.............................................................183

コピー画面...............................................................6

コメントを登録する .........................................173

索引文字を登録する .........................................143

サブアドレス.....................................................166

サブダイヤル.....................................................138

しきい値.............................................................181

自局名.................................................................156

自局名を登録する .............................................156

時刻.....................................................................170

時刻指定初期値を変更する..............................179

時刻指定通信を設定する..................................148

時刻指定通信........................................................94

時刻を設定する.................................................170

指示局....................................................................75

さ

か

あ

英数・記号
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実行完了................................................................47

実行中....................................................................44

実行待ち................................................................45

自動回転送信.....................................................180

自動画像回転........................................................54

自動縮小受信を設定する..................................181

自動受信................................................................50

自動ページ再送を設定する..............................181

写真(中間調)..............................................22, 180

集信.....................................................................123 

受信 .......................................................................50

受信紙宣言を設定する......................................182

受信時の出力........................................................53

受信できないとき .............................................213

手動受信................................................................51

手動送信................................................................38

仕様設定.............................................................178

仕様設定画面.....................................................244

状態表示コード.................................................217

初期画面.............................................................178

初期値を変更する .............................................178

ジョブメモリー.................................................132

ジョブメモリーに登録する..............................132

ジョブメモリーを使う......................................135

親展受信.............................................................111

親展受信レポート .............................................210

親展送信(PB信号方式の場合).........................109

親展送信(FAX信号方式の場合).......................107

親展通信.............................................................106

親展通信を設定する .........................................149

親展ポーリング.................................................106

親展ポーリング(PB信号方式の場合) .............115

親展ポーリング(FAX信号方式の場合)...........113

親展ポーリング予約 .........................................117

親展ポーリング予約文書のプリントと削除...119

親展ボックス..........................................106, 175

親展ボックスを登録する..................................175

スタンプ.............................................................129

スタンプの交換.................................................222

正常終了音(コピー以外)を設定する ...............179

設定確認................................................................37

設定変更................................................................35

送信画質.....................................................22, 180

送信先部数.........................................................121

送信シート............................................................89

送信中画面表示を設定する..............................179

送信できないとき .............................................212

送信濃度.....................................................22, 180

送信の操作の流れ ................................................22

代行蓄積文書.............................................58, 215

ダイヤル種別.....................................................161

ダイヤルトーン....................................................27

単漢字変換............................................................10

短縮ダイヤル.....................................................140

短縮番号.....................................................28, 140

蓄積文書リスト.................................................195

中継局 ...........................................................74, 75

中継局ID ...............................................................75

中継送信先............................................................75

中継同報................................................................74

中継同報レポート .............................................208

中継同報をする前の準備.....................................75

中継同報を設定する .........................................150

超高画質................................................................22

長尺原稿.............................................................180

通信インターバル .............................................181

通信インターバルを設定する..........................181

通信管理レポート .............................................191

通信中止................................................................42

通信能力.............................................................166

通信モード.................................................24, 180

次の原稿あり........................................................18

た
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電話のかけかた....................................................62

電話のとりかた....................................................65

同報 .......................................................................68

同報/集信レポート ...........................................200

登録ダイヤルリスト .........................................197

登録/変更画面...................................................243

トラブル.............................................................212

トレイモード.............................................53, 182

濃度を選択する....................................................22

排出先.................................................................182

排出先を設定する .............................................182

発信番号通知.....................................................166

発信元記録.................................................92, 180

発信元名.............................................................158

発信元名を登録する .........................................158

パワーオフレポート .........................................198

ハンドセット（受話器）.......................................62

日付.....................................................................170

標準 .......................................................................22

ファクス送信シート ............................................89

ファクス画面設定 .............................................179

ファクス機能一覧画面 ................................7, 241

ファクス機能設定 .............................................180

ファクス切り替え時間......................................181

ファクス受信モード .................................50, 181

フォルダーインデックス........................................8

プリント起動.....................................................179

プリント優先順位　 .........................................183

並列合成受信.....................................................182

並列合成送信........................................................87

ページ分割しきい値 .........................................181

ページ分割しきい値を設定する......................181

ポーズ....................................................................27

ポーリング.........................................................123

ポーリング予約.................................................125

ポーリング予約文書削除..................................128

機能ボタン...............................................................8

ポップアップマーク ...............................................8

マルチ中継同報....................................................74

マルチポーリング .............................................123

未送信レポート.................................................203

ミックスサイズ原稿送り..........................96, 180

メッセージエリア...................................................8

メニュー画面...........................................................6

メニュー画面からのレポート/リスト出力.....187

メモリー代行受信通知音..................................179

メモリー代行受信通知音を設定する ..............179

メールボックス......................................182, 214

メールボックスでの紙づまり..........................214

文字 .......................................................................22

文字/写真..............................................................22

モニターレポート .............................................203

モニターレポートの出力..................................188

ユーザーモード.........................................53, 182

優先送信.............................................................104
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ラインモニター.................................................179

ラインモニター音を設定する..........................179
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レポートの出力を設定する..............................189

レポート/リスト ...............................................186

レポート/リストを出力する............................187





使い方等でご不明の点がございましたら、NTT通信機器お取扱相談センタへお気軽にご相談ください。
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